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　まぶた越しにでも眩まぶしい朝日が、刻こく馬まの目を射い貫ぬいた。

　爽さわやかな風が頬ほおを撫なでていく。

　さては美み々み子こが起こしにきたか、と思いつつも、睡眠欲には抗あらがいがたい。刻馬はもぞもぞと眩しさに呻うめいて寝返りを打った。

　その拍子に、手が何かに触れた。

　むに、という柔らかい感触。

　同時に発せられた、「あん」という甘い声。

　――え。

　驚いて目を開けると、数センチの位置に頬を朱に染めた刃は紋もんの顔があった。

　流れる滑らかな、長い黒髪。

　猫を思わせる大きな目は刻馬の顔をまっすぐに見つめ、とろんと潤んでいる。頬はうす桃色に染まり、柔らかそうな唇から漏れるのは悩ましげな吐息。

「な――」

　そして柔らかい何かに触れている自分の手は、刃紋の胸元に。

「うわあッ！　わ、悪いっ！　っていうか、なんで刃は紋もんがここに――おわッ」

　慌てて手を引っ込め、ついでに刃紋から遠ざかろうとして、刻こく馬まはベッドから転がり落ちた。

「ああっ！　お館やかた様さま、大丈夫ですか!?」

　ベッドの上から刃紋が落ちた刻馬を覗のぞき込こんだ。見上げる刻馬の目に飛び込んでくるのは、あられもなくはだけた真っ白い胸元。均整の取れた二つのふくらみが、サイズの合っていないワイシャツの下でふるんと揺れる。

「なんちゅう格好を……」

　刃紋が着ているのは、大きめのワイシャツ一枚だけだった。上から四つものボタンが外されているせいで、鎖骨から胸元にかけてのラインや谷間がいやでも目に入る。

「っていうか、なんで刃紋が俺おれのベッドで寝てるんだよ！」

　立ち上がって、刻馬は叫んだ。

　刃紋は悪びれたふうもなく、

「はい。お館様を起こしに推参したのですが、あまりに寝顔が可愛かわいらしく気持ちよさそうだったので、つい」

「つい、じゃねーだろ！」

　ふと見やれば、部屋の入り口付近にきちんと畳まれた国立図書館迷宮探索訓練学校高等部の制服があった。明らかに女ものの。















「しかも、なんで『つい』でご丁寧に着替えまでしてるんだよ！」

「は。殿方は裸ワイシャツなるものがお好きだと、以前に物の本で読みましたゆえ」

　言いながら、刃は紋もんの目は「褒ほめて」とキラキラ輝く。千切れんばかりに振られる幻の尻尾しつぽが、刻こく馬まの目にはありありと見えた。

「そりゃまあ男の夢ではあるが、明らかにいかがわしいよな！　その本！」

　そして、その畳まれた制服の中に、ブラウスが含まれていることに気づいた。よくよく見れば、刃紋が着ているワイシャツは明らかに男物である。

「ってか、そのシャツ俺おれのだろ!?　とりあえず返せ！」

「まあ、そんな……。うふ、でも、お館やかた様さまが脱げと仰おおせなら――」

　刃紋は恥じらいに目を伏せ、数少ない留められたボタンに手をかけた。

「は？　あ、いや、ちょっと待て！」

　見るからに、刃紋はブラジャーを着用していない。しかも、畳まれた制服の下から覗のぞいているあの布は、明らかに下着の上下セット――。

「お、お前、下は!?　パンツは!?」

「はい？　それはもちろん、裸ワイシャツと言うくらいですから……」

「待て――――――ッ！　脱ぐな！　お願いだから！」

「そんな、ご遠慮なさらずに」

「遠慮とかじゃねえ――っ！」

　と、そこへ。

　こほん、と咳せき払ばらいを一つして、少しウェーブがかかったポニーテールを揺らしながら、刻馬とは幼おさな馴な染じみの関係にある美み々み子こが入ってきた。

「み、美々子!?　あ、いや、違うんだ。これはだな……」

　しどろもどろの刻馬に、美々子はいつもの慈愛に満ちた微笑ほほえみを向けて、

「はい。おおよそのやりとりは廊下にまで丸聞こえでしたから」

　そして、溜ため息いき混じりに刃紋を睨にらむ。

「まったく、油断も隙すきもない……。刃紋さん、貴女あなたはご自分の服を持って部屋に戻って下さい。すぐ着替えるんです」

「え、でも、奥方様」

「でもじゃありません。き・が・え・て・き・な・さ・い」

「は、はいっ」

　美々子の有無を言わさぬ迫力に負けて、刃紋はベッドを下りた。

　ワイシャツしか着ていない刃紋の立ち姿は、しなやかな脚線美も刻馬の目を吸いつける。黒のソックスだけは穿はいたままというあたりが妙に色っぽい。まして床に置かれた制服を拾おうと屈かがんだ瞬間など、見えてしまいそうなきわどさが刻こく馬まをハラハラさせる。

　刃は紋もんが部屋を出て行くのを確認して、刻馬は大きく息を吐いてベッドに腰を下ろした。

「刻馬様の貞操がご無事で何よりでした」

「ああ。すまん、助かった」

「惜しいことをした、とか思っておいでなのでは？」

　イタズラっぽく、美み々み子こが訊きく。

　鼻の頭を掻かきながら、刻馬は少し照れて美々子から顔を背けた。

「まあ、少しはな」

　刻馬とて健康な高校生男子なわけで、もちろん可愛かわいい女の子は大好きだ。そして、刃紋は分類するならとびっきり可愛い最上ランクであった。

　とはいえ、刃紋の好意は「恩義」の上に成立していると刻馬は思っている。さすがにその上にあぐらをかけるほど、刻馬も図ずう々ずうしくはできていない。

「ってか、気が動転してて今まで気づかなかったが、お前のその格好もなんなんだよ」

　美々子は居候するからには、と家事全般を一手に引き受けている。そして悪ノリでエプロンドレスやらホワイトプリムやらを着用し、『九く条じよう家のメイド』なんぞを自負している。

　もはや、美々子のメイド姿は見慣れたものだった。

　しかし、今日のメイド姿はひと味違っていた。

　パフスリーブや襟えり元もとのデザインなど、メイド服らしさは残したまま、大きく胸元が開いていた。

　刃紋の胸が日本アルプスなら、美々子の胸は本家のアルプス山脈である。日本版が三〇〇〇メートル級の山々なのに対して、本家は四〇〇〇メートル級の山々がずらり、しかも西ヨーロッパ最高峰のモンブラン山は五〇〇〇メートルに迫る。そのくらいの差が、歴然とあるのだ。

　その美々子の豊かな胸が、半分くらいは見えてしまっている。ついでに、スカートの丈もかなり短くなっている。かなりというか、膝ひざ上うえだ。もはや作業着としてはどうなのだろうか、と刻馬は思ってしまった。

「あら。お気づきですか」

　赤く染まった頬ほおに手を添えて、美々子は言うのだった。

「ふふ、買ってはみたものの、なかなか着る踏ん切りがつかなかった秘密兵器です。わたくしも、負けていられませんから」

「何と戦ってるんだよ」

「もちろん、刃紋さんです」

「なんで張り合うかな……」

　刻馬は頭を抱えたくなった。

「しかし、刻こく馬ま様は見る分には大きい方がお好きだと仰おつしやっていましたし。ご主人様の目を楽しませるのも、メイドの務めではないかと思いまして」

「お前のメイドに対する理解は激しく間違っている気がするんだが」

「そう仰らず」

　美み々み子こは赤くなっていた顔をさらに真っ赤にして、左右の二の腕で胸を挟み込むようにして、少し前まえ屈かがみになって見せた。

　いうまでもなく、強調された胸の谷間が刻馬の目の前に――。

「あ、あの、いかがでしょう？」

「いかがって……いやいや、おかしいだろ！」

　刻馬も顔を真っ赤に染めて、美々子から目を逸そらした。

　深い谷間の大パノラマもさることながら、そうやって自分を見せることにも、そういうポーズにも慣れていない美々子の照れやぎこちなさが、刻馬にしてみればいっそう気恥ずかしい。

「あのなあ、あんまり俺おれの理性を削らんでくれよ。刃は紋もんがあの調子だし、俺だって男なんだから、いつ何かが切れて押し倒すかわからんぞ」

「まあ、押し倒すだなんて」

　美々子はポーズを解いて、上気したままの顔に両手を添えた。

「では、そのときを心待ちにいたします」

「……ああ、そうだったな。刃紋がお館やかた様さまとか言い出して以来、窘たしなめたり突っ込んだりしてくれてたから油断してたが、お前はそういうヤツだったな。悪かったよ。俺が悪かった」

「恐れ入ります」

　何にどう恐れ入ったんだよ、と刻馬が内心毒づいていると、廊下からドタドタという足音が聞こえてきた。

「刻馬！」

　ばん！　とドアが開き、プラチナ色の髪を派手に揺らしてイクミが飛び込んできた。

　白い肌と、ルビーのような赤い瞳ひとみ。翻ひるがえった制服のスカートからチラリと見えた太ふと股ももの刻印は、人化した書物である証あかしだ。

　ちなみにイクミの胸は、近所の裏山程度である。ないわけではないが、日本や世界に名だたる山々とは比べるべくもない。

　イクミは大おお股またでベッドに歩み寄り、形のいい眉まゆを吊つり上あげて、刻馬の胸ぐらを掴つかんだ。

「刻馬！　刃紋と一緒に寝たというのは本当か!?」

「はあ――――――ッ!?」

「刃紋が言っていたぞ！　どうなのだ、本当なのか!?」

「本当ですよね、刻馬様」

　しれっと答えた美み々み子このその言葉には、なんだかトゲのようなものがある。

「いや待て。寝たというか、刃は紋もんが勝手に潜り込んできただけで、たぶん時間だってものの五分とかだ！　……と思う。実際、やましいことだって何も――」

　言いかけて、刻こく馬まは一瞬フリーズした。

　掌てのひらに蘇よみがえる、むに、という柔らかい感触。

「刻馬様。なぜそこで言葉に詰まるのですか」

　にっこりと微笑ほほえんで、美々子までが刻馬に詰め寄ってくる。

「い、いや……でも、あれは事故というかものの弾はずみというか」

「わかっております。で、ものの弾みで何をしてしまったんです？」

「その顔は全然わかってないだろ、お前。笑顔が怖いぞ」

「いえいえ、わかっておりますから。それで、弾みで何を？」

　逃げきれそうにない、と観念した刻馬は、目を背けつつ、

「……。寝返り打った拍子に、ちょっと手が触れちまっただけだよ」

「あ、なんだ、その程度でしたか。わたくしはてっきり……」

「てっきりなんだよ！　何を想像したんだ、お前は！」

　美々子は頬ほおを染めて、

「そんな、それをわたくしの口から言えだなんて……。刻馬様、それはセクハラというものです」

「そんな想像すんな――っ！」

　声を荒らげる刻馬の顔を、イクミはぐいっと引き寄せた。

「それでも、刃紋と寝たというのは事実なのだな!?」

「俺おれの視点ではそういう認識にはならないんだけどな！」

「ずるいではないか！」

「はあ？」

「私を読むことはためらうクセに、刃紋とはそんな……！」

「それとこれとは関係ねーし、刃紋のことだって俺が望んだわけじゃないし！」

「あ、そうだ！　就寝前の読書、というのはどうだろう？　わりと一般的な習慣だと聞くぞ。寝る前にベッドで私を読むのだ。眠くなったらそのまま寝てしまえばいいし、実に合理的だ！」

「ば、バカタレ！　全然合理的じゃねえよ！」

「むう、なぜだ」

「同じベッドで寝るってことの意味を少しは考えろよ!?」

　しかし、イクミはきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「やっぱりわかってないのか……」

「イクミさん、ちょっと」

　美み々み子こがイクミの肩をトントンと叩たたいて、刻こく馬まから少し離れて手招きをする。イクミは刻馬の胸ぐらから手を放し、素直に美々子に歩み寄った。そのイクミに、美々子は何やらごにょごにょと耳打ちをする。

　ふむふむとうなずいていたイクミの顔が、一瞬にして真っ赤に染まった。

「ちっ、違うのだぞ!?　そういうことではないのだっ！　い、今のはナシだッ！」

　真っ赤な顔のまま、必死な様子でイクミが刻馬に言い放った。

「……何を教えたんだよ」

　刻馬は美々子に白い目を向けた。が、美々子がいつもの調子でにっこりと、

「刻馬様、またセクハラですか？」

「自らそんな服を着ておいて何言ってんだよ。っつーか、教えるなよ、口にするだけでセクハラになるようなことを」

「しかし、イクミさんだって子どもではないんですから、正しい知識を知っておくべきだと思うのですが」

「そりゃまあそうだが……」

　本当に正しい知識を教えているのか、という点に、そこはかとなく不安を覚えてしまう刻馬なのだった。










第一章　イタチとライオンの旅立ち





　朝焼けとも夕焼けとも違う、真っ赤な空。その色には一切の濃淡がなく、ただひたすらに赤い。その空の下には、見渡す限り無数の大きな奇岩と書架と積まれた書物の山がそびえ立っている。

　奇岩の間、少し開けたところに立ち並ぶ、三〇余の質素な木製の十字架。

　図書館迷宮の地下一二階。武闘派集団「王国同盟」の仲間たちが眠る場所にして、復ふく讐しゆうの始まりの地。

　その墓標の前で、黒マントの一団が車座になって話し合いを行っていた。一様に、そのマントの背中には白い十字架が染め抜かれている。

「……というわけで、ずいぶん苦労はしたが、『守護者』を撃退して異空密儀教典の欠片かけら、地上で言うところの『断章』を回収できたというわけだ。もっとも、その『断章』は兄さんたちに――九く条じよう刻馬たちに譲ったのだが」

　武器を帯びず、そしてマントの下に誰だれよりもたくさんの書物を携えた男、王国同盟の実質的リーダーであるキングは、そう仲間たちに先だっての戦いについて語っていた。

「ふうム。しかし、よもやキングのお兄さんだったとは、少々意外だったネ」

　腕を組んで言ったのは、一団の中で唯一マント姿ではない少女だった。チャイナドレスのようでありながらスカートの丈が短い独特の衣装、頭の後ろでシニヨンにまとめた黒髪を飾るコサージュ。占術について記された書物『易書』が人化した少女、ミンユィン。

　戦闘能力は皆無ながら皆から一目置かれているのは、彼女から発動される占術魔法があまりにずば抜けているからなのだという。

「なるほど、『目上の人には従うが吉』とはそういう意味だったか」

　ミンユィンと寄り添うように座った大柄で精せい悍かんな顔つきの少年、ティタンが呟つぶやいた。言った言葉は、先に占いによって示された託たく宣せんである。

「まあ、そうでなくても真っ向から対立するのは避けるべきだと思うネ。少し前にダーリンと七階の魔法の跡を見てきたけど、ウィーゼルの言葉は嘘うそじゃなかったヨ。アレはもう桁けたが違うネ。あんな規模じゃ、防ぐとか避けるとか不可能だヨ」

「そんなに凄すごいんですか……」

　驚いたように息を呑のんだのは、セミロングの、胸の大きさが特徴的なイオという名の女の子だった。前髪が目を隠してしまうくらい長い。そして、その背後では馬ほどもある、六本脚で三つ目のライオン、フライデイが寝そべってあくびをしていた。

「ああ。私も直接見たが、兄さんが異空密儀教典から発動する“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟は圧倒的すぎる。真面目まじめに勝負を考えるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほどに」

「確かにネ。あれじゃあ、軍隊だって一呑みヨ」

「まあ、本来は異世界を顕現させるための魔法だからな。さて、ウィーゼル。ここまでの話で、補足しておきたいことはあるか？」

　話を振られたショートボブの少女、ウィーゼルはこくりとうなずいた。

「九く条じよう君の……九条刻こく馬まの意見を要約すると、地上を図書館迷宮化することに対しては絶対反対で、これには一切の譲歩はしない。ただし、仲間を殺されたボクたちの気持ちはわかるから、図書館迷宮化の作戦を諦あきらめて復ふく讐しゆうの対象をあのときの当事者に絞るのなら反対も干渉もしない……ってことになるのかな」

　そしてウィーゼルは全員の顔を見回し、

「あのさ。これも九条君に言われたんだけど、無関係な人をたくさん巻き込んで死に追いやってさ、それで復讐を成し遂げて、クィーンやラビは、みんなは喜ぶのかな。優しかったクィーンは、そんなの望まないんじゃないのかな」

「らしくないネ。ヤツらを皆殺しにするって牙きばを剥むき出だしにしてたウィーゼルはどこに行ったのヨ」

　ミンユィンの言葉に、となりのティタンもうなずいた。

「だな。地上に長くいすぎて毒されたんじゃないのか？」

「そうじゃないよ！　これは、みんなの無念を晴らすための復讐でしょ!?　そのみんなが喜ばないような方法じゃダメだって思ったんだよ！」

「みんなが何を喜ぶかなど、わかりはしないだろう。あんな殺され方をしたのだから」

　静かに、キングが言った。

「でも！」

「それに、朗報もある。その『守護者』との戦いの後に、『人の心を支配する魔眼を持つ怪物』についての記述がある書物を発見した。この書物があれば、兄さんと異空密儀教典を儀式に参加させることもできる。あとは異空密儀教典の欠片かけらをすべて集め、完全な形に戻せれば――」

「待ってよ！　九く条じよう君たちは、みんなの死を悼いたんでくれんだよ!?　なのに、その心を魔法で縛りつけるなんて、そんなのおかしいよ！」

「……じゃあ、ウィゼ姉は図書館迷宮を広げる作戦は止やめるべきだっていうんですか？」

　少しおどおどした感じで、イオが訊きいた。それに対して、ウィーゼルは迷いなく、はっきりとうなずく。

「そうだよ。イオは、そんなやり方で……無関係な人たちを大勢巻き添えにするようなやり方で、クィーンたちが喜ぶと思う？」

「それは、わかりませんけど……」

　イオはただでさえうつむき加減だった顔をさらに下へ向けた。

「でも、困ります……。地上を図書館迷宮化する、っていうのをお題目にして、他ほかのグループと交渉してますから」

　地上では、日本でも書物使いに対抗するために銃器の規制が徐々に緩和されつつあった。手元を離れた攻撃が意味をなさない図書館迷宮内での物理法則は、銃器を恐れるライブラリ・チルドレンたちにとっては生命線ともいうべき要素だった。

　それが地上にまで拡大すれば、ライブラリ・チルドレンたちは地上の戦力を恐れる必要がなくなるのだ。

「力ずくで従わせたグループや、ＬＬＬスリーエルに恨うらみがあるって人たちも少なくはないので、全滅というほどではないですけど……」

　ウィーゼルは唇を噛かんだ。

　最初にイオに意見を求めたのは、イオが自分を慕っていると知っていたからだった。最初の一人がウィーゼル側に回ってくれれば、それ以降の説得もやりやすくなる、そういう流れがつくれる、と考えたのだ。

　が。

　イオは、気まずいのかウィーゼルの顔色をしきりに気にしているが、ウィーゼルの意見に賛成する気配はない。

「確かに、ゴールが見え始めた今、これまでやってきたことを捨てるというのは面白くねえよな」

　腕を組んで、ティタンが言った。

「それに、俺おれたちはその、キングの兄貴という男を知らねえしな。現状では儀式に必要というだけで、憎むべき地上人の一人でしかないだろ」

「まあ、そうネ。特にワタシたちがやってきた異空密儀教典の欠片かけら探しは、まったく意味がなかったことになるしネ」

「で、でも、ミンユィンの占いでは、目上の人に従うのがいいって出てたんでしょ!?　それを言ったミンユィンが反対なの!?」

「そりゃあ、ワタシはダーリンの意見に賛成するヨ？　ワタシは占いの結果を伝えているだけで、それ自体がワタシの意見ってワケと違うからネ。それに、占いはあくまで占いヨ。当たるも八はつ卦け当たらぬも八卦、と言うしネ」

「ちょ、自分が占ったことくらい信じなよ！」

「そんなことを言われてもナ。ワタシ的には、ワタシ自身の魔法よりダーリンへの愛の方が重要なのヨ」

「もうちょっと自分の能力に誇りを持とうよ……」

「別に持ってないワケじゃないヨ。優先順位の問題だネ」

　はあ、とウィーゼルは大きく溜ため息いきをついて天を仰いだ。

　分が悪い勝負なのは百も承知だった。

　ウィーゼル自身がそうだったように、ここにいる面々はキングをリーダーとして認めている。ずっと、キングを中心に結束してきたのだ。

　それに対して、ウィーゼルは唯一、仲間たちが死ぬ以前に探索組に加われなかった人間だ。まして、ずっと地上に潜伏する任に就いて離れていたのだ。この中で一番影響力が弱いのは誰だれか、それは火を見るより明らかだった。

「そっか」

　力なくそう言って、ウィーゼルは立ち上がった。

「今までありがとう。たった今から、ボクはボクなりのやり方でみんなの敵かたき討うちをやっていくことにするよ」

「え……？」

　イオが驚いたように顔を上げた。その後ろで、フライデイもまるでウィーゼルの言葉を理解しているかのように身を起こしてウィーゼルを凝視した。

「王国同盟を辞めるというのか」

　ティタンの質問に、ウィーゼルはうなずいた。

「キングには言ってあったんだ。それが総意になるなら、そうするって」

「本気なのカ？」

「うん」

「そ、そそ、そんな。ウィゼ姉、か、考え直して下さい……！」

　オロオロとうろたえながら、イオが懇こん願がんする。しかし、ウィーゼルは首を左右に振った。

「悪いけど、もう散々考えた結果だから」

「き、キング、いいんですか!?　ウィゼ姉行っちゃいますよ!?」

「ここに来るまでに、ずいぶん話し合ったんだ。本人がそう決めたのだから、強制はできないさ。しかしな、ウィーゼル」

　キングはまっすぐにウィーゼルを見て、

「また考え方が変わったら、いつでも戻ってくるといい。少しばかり考え方が違ったとしても、我々は仲間だ。君の席は空けておくから」

「キング、ありがとう。でも……、たぶん、ボクの考えが変わることはないよ。クィーンやラビが喜ばないと思う方法は、今後もずっとボクは認められないと思う」

「――そうか」

「うん。じゃあ」

　ウィーゼルは踵きびすを返して、歩き出した。一度も振り返ることなく。



「ウィゼ姉――っ」

　一二階から一一階へ向かう碑の近くで、ウィーゼルは自分を呼ぶ声に振り返った。

　フライデイに跨またがって疾しつ駆くしてきたイオは、ウィーゼルの目の前で飛び降りた。

「どうしたの？　キングに言われてボクを監視しにきたとか？」

「違いますっ！」

「ふうん。でも、ボクの意見に賛同してくれる……ってワケでもなさそうなけど」

　イオはウィーゼルの肩をガシッと掴つかんだ。

「ウィゼ姉、行かないで下さい！　辞めるなんて言わないで下さいっ！」

「説得にきたの？　悪いけど、ボクの考えは変わらないよ」

「そんな。だって、今までみんなで一緒にやってきたのに……」

「別にみんなのことが嫌いになったとかじゃないし」

「でも……！　私、ウィゼ姉が王国同盟を辞めてどこかに行っちゃうなんてイヤです！」

「はあ？」

「イヤですっ」

「そう言われてもさあ」

「お願いです、戻ってきて下さいよう。じゃないと、私、私……」

「無む茶ちや言わないで。しょうがないじゃん、考え方が違っちゃったんだから。まあ、別にもう二度と会えないってわけでもないんだし」

　ぶー、とイオは頬ほおを膨らませて不満の意思表示をした。

「そんな顔しないで、ほら、早く帰った方がいいんじゃないの。仕事だってあるでしょ」

「イヤですっ」

「は？」

「ウィゼ姉が一緒に帰るって言うまで戻りませんっ！」

「ちょ、え、ついてくる気？」

「戻るときは、ウィゼ姉と一緒に戻るんですっ！」

　困ったなあ、とぼやいてウィーゼルは頭を掻かいた。

「言っとくけど、無駄だよ？　ボクは自分が正しいと思ってるから、みんなが方針を変えない限りイオの説得に応じることはありえないし。まあ、勝手についてくるって言うなら止めないけど、邪魔だけはしないでね」

　そう言って、ウィーゼルはまた歩き出した。

　これからどうするべきか、少し考え直さなければならない。

　――とにかく、情報だよね。ボクだって、復ふく讐しゆうを諦あきらめたわけじゃない。早いところ、あの調査団を率いていたヤツの素性を調べ上げなきゃ。それに……キングたちの暴挙を止める手立ても考えないと。

　ならば、やはり地上に出なければならない。

「ウィゼ姉、待って下さいよう」

　後ろから追いかけてくる声に、ウィーゼルは早速不安を覚え始めていた。

　イオが地上までついてくるつもりだとしたら、あのライオンをどうする気だろう、と。

　――まあ、フライデイと一緒に地上に出るのが難しいってわかれば、イオも諦めて帰ってくれるかな。

　問題が起きたらそのときに考えよう、と思い直して、ウィーゼルは地上へと向かう足を速めた。
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　図書館迷宮地下七階。

　鬱うつ蒼そうと広がる書架交じりの森の中、水着にも近い露出度の鎧よろいを身につけた少女が、村の前の木にもたれていた。仏頂面で、波打った金色の髪を掻き上げる。

　大きく開いた胸元に見えるのは豊かなバストがつくり出す谷間。引き締まった脇わき腹ばらには書物である証あかしの刻印がある。

　ベルテという名の、集落では一番の斧おのの使い手だった。

　ベルテのみならず、同じようないでたちの戦士が何人か警戒に当たっていた。

　本来ならば、そうした歩ほ哨しようは図書館迷宮を徘はい徊かいする怪物や、王国同盟のようなならず者に対する備えである。しかし、今回は少々事情が違っていた。

　ベルテたちの視線の先には、先だっての戦いで刻こく馬まが放った魔法の痕こん跡せき、森の中にぽっかりと大口を開けた穴があった。

　より正確には、その穴の周囲で何やらゴチャゴチャと調査なるものを行っている一団を、何日か前から滞在している地上からの客人たちを監視しているのだった。

　大おお仰ぎような全身鎧よろいを着込んだその一団は、調査団というよりは騎士団に見える。腰にはシンプルなブロードソード、のみならず全員が二メートルを軽く超える長ちよう槍そうを携行していた。

　鎧の左腕の部分には、何やら機械じみた操作盤やモニタがついていて、やや不自然に膨らんでいる。さらにその上、左の二の腕には台座のようなものが取りつけられており、そこには開いた状態で書物が固定されていた。

　――それにしてもまあ、ピカピカと下品な光り方をする鎧だね。これ見よがしにＬＬＬスリーエルのエンブレムを彫り込んじゃってさ。

　銀色に光る鎧には、言うまでもなく頭を保護するヘルムも含まれている。そのヘルムが顔も全部隠してしまうせいか、ベルテにはどうにも、彼らがまるで人間ではないように思えてならなかった。

「女！　本当にこの大穴ができた原因を知らないのか!?」

　調査団の一人が、のっぺりしたヘルムをベルテに向けて怒鳴った。

　その高圧的な物言いに、ベルテは不機嫌丸出しで眉まゆ根ねを寄せる。

「これほどの穴が開いているというのに、すぐ側そばの村の人間全員が何も知らないなど、やはりどう考えても不自然すぎる！」

　もちろん、ベルテを含めて村の住人全員がそれができた理由を知っている。

　九く条じよう刻馬という学生が、ベルテたちとともに戦った跡である。

　しかし、ベルテたちにとって刻馬たちは村を救い、勝利をもたらしてくれた英雄なのだ。その彼らが言わないでほしいと頼んでいったのだから、それは誇りをかけて、場合によっては命さえもかけて守り通さねばならない約束だった。

　――そうでなくても、あんないけ好かない連中に教えてやる義理はないしね。あるいは、コクマたちはこいつらが来ることを予想していたのかも……。だったらなおさら、言うことなんかできるもんか。

「聞いているのか！　女ッ！」

　声を荒らげる鎧の調査員を、ベルテは鼻で笑って、

「ああ、それってアタシのことだったのかい。そんな不愉快な呼ばれ方、今までされたことがなかったから気がつかなかったよ」

「なんだと!?」

　調査団員が腰のブロードソードに手をかけた。周囲にいた何人かの他ほかの調査団員も「無礼な」とか口走りながら同じように剣を抜こうとする。

　ベルテは両手持ちの片刃斧バルデイツシユを構えて、

「無礼はどっちだい？　ここへ来てからずいぶん偉そうにアタシたちに命令ばっかりしてるけど、アンタらがアタシらより偉い理由ってのが何なのか、是非とも教えてもらおうじゃないか」

「我々に逆らおうというのかッ」

「アタシもずいぶん地上から来た連中を見てきたけど、アンタらみたいな野蛮人は初めてだよ。これまではみんな礼儀正しくて友好的だったから、地上ってのはさぞ文化的なところなんだろうって思ってたけど、どうもそうでもなかったようだね」

「貴様ァ！」

　何人かが剣を抜いた。剣身と鞘さやがこすれ合う音が、いくつも折り重なって響く。

　が、ベルテは怯ひるむどころか、ますます不愉快そうに眉み間けんのしわを深くした。

「ふん、それだから文化程度が低いってんだよ。気に入らなきゃ力ずくで解決とは、野蛮だって言われたって文句も言えないだろうさ。

　いいよ、やろうってんなら相手になろうじゃないか。そりゃあ、アンタらが勝つだろうけどね。数も多い上に、アタシたちの村には一人前の書物使いもいない。一方的な虐ぎやく殺さつになるだろうさ。でも――」

　ベルテは堂々と胸を張った。

　そのベルテと並ぶようにして、同じく歩ほ哨しように立っていたベルテの仲間たちが武器を構えて調査団を睨にらみつける。

「この村の結束力をなめるんじゃないよッ！」

　一度はその矜きよう持じのために玉砕を覚悟した村である。それに、ベルテ同様、他の面々も腹に据えかねていたのだろう。目が合う度に、仲間たちはベルテに「よく言った！」とばかりニヤッと笑ってみせたり親指を立ててみせたりする。

　まさに一触即発。

　そんな緊張感をぶち破ったのは、

「馬ッッ鹿じゃないの、アンタたち！」

　という甲高い女性の声だった。その声と同時に、ベルテに最初に声をかけた調査団員が蹴けりを食らう。重厚な鎧よろいは蹴り如ごときではビクともせず、蹴られた調査団員も少しよろめいただけだった。しかし、それで一気に彼らの戦意は消失してしまっていた。

「いい？　ここでだって人を殺せば犯罪になるの！　仮にこの村を皆殺しにしても、昨日今日にこの村を発たっていった連中だっているのよ？　アタシらがこの村に拠点を構えてることを知ってる人間が複数いるの！　ここは地上に一番近い集落なんだから、どう考えたって足がつくでしょうが！」

　両手を腰に当ててキャンキャンと怒鳴り散らしているのは、分厚い鎧よろいに身を包んだ一団の中で唯一スタイリッシュなスーツに身を包んだ女だった。腰に剣や書物は吊つっているし、ブーツやグローブも無骨な図書館迷宮仕様だが、彼女の周囲だけがまるで洗練された地上のオフィス街であるかのような、そんな浮いた空気があった。

　長い髪を左右に分けて、いわゆるツインテールにしている。

　歳としは、ベルテの目には刻こく馬またちより少し上くらいに見えた。

「まったく、少しは考えなさいよね！　上層部はただでさえビビリなんだから、集落皆殺しなんて問題起こしたらまた研究凍結とかされちゃうじゃない！」

「し、しかし、室長」

「口答えしない！　ほら、ボサッとしてないで全員仕事に戻りなさいよッ！」

　今までの威勢はどこへやら、鎧の調査団員たちは剣を収めてすごすごと仕事に戻っていった。

　そして、偉そうなツインテールの女の子は、嘲あざ笑わらうような挑発的な笑みを浮かべたまま、ベルテへと歩み寄ってきた。

「まったく、ちょーっとエリート意識を強く教育しすぎたかしらね。言うこと聞かせるには有効なんだけど」















「……まるで、足さえつかなければ皆殺しにしても構わないって口振りだったね」

「そお？　勘ぐりすぎじゃないの。でも、あんまり威勢がよすぎるのも感心しないわね。弱者は弱者らしく、強者に媚こびを売る生き方も覚えるべきじゃない？」

　ベルテの仲間たちが、ツインテールの女の挑発に騒然となる。

「やめな」

　今度は、激げつ昂こうしそうになる仲間をベルテが制する番だった。

　少なくとも、彼女は鎧よろいの連中に剣を収めさせたのだ。この状況でこちらから手を出せば、実力行使の口実を与えることになりかねない。

　そんな様子を冷ややかな目で眺めて、ツインテールの女は唇の端を持ち上げるようにしてまた笑った。

「ふうん、案外冷静じゃない。ま、アイツらの非礼は責任者として謝っておくわ。確かにものを尋ねる態度じゃなかったし。でも、あたしはアンタらより明確に偉いわよ」

「へえ。そりゃまたどうして」

「あたしが天才だからよ」

　自称天才は両手を腰に当て、おそらく同年代の同性に比べたらかなり寂しいであろう胸をこれでもかというくらい張って、堂々と言い放った。

「……は？」

「聞こえなかったの？　天才なのよ。それも超が三つくらいついても足りないくらい」

「自分で言うのかい、それを」

　かなり呆あきれ気味に、ベルテは白い目を向けた。しかし女は意にも介さない。

「当たり前よ。客観的事実だもの。一〇歳で博士号を三つも持ってれば充分天才でしょ。まあ、途中で科学に飽きてオカルトに走ったからアレだけど、本気でやってればあと五、六個は余裕で取れたでしょうね。かなり控えめに言っても、下降の一途をたどっていた日本の経済が持ち直したのだって七割くらいはあたしのおかげだし」

「はあ」

「そんなあたしが訊きいてあげるんだから光栄に思いなさいよね。さあ、サクサク答えなさい。あの大穴、あれは何がどうなってできたの？」

「だから、知らないって言ってるじゃないか。どうしても知りたいなら、ご自慢のその頭脳で解明してみなよ」

「あっそう。じゃ、そうするわ。これやったの、九く条じよう刻こく馬まね」

　ビシッと指を突きつけて、女はぴしゃりと言った。

「な……ッ」

　突然に真実を言い当てられて、ベルテは目を丸くしてしまった。

「ふふん、アンタ顔に出るわね。ま、実際あの穴からは読書魔法の痕こん跡せきと見られる残留魔力が検出されてるし？　あんな規模の魔法を顕現させられる逸いつ材ざいなんて、あたしの知る限りあの子しかいないし。……ふうん、あの子、立ち直ったんだ。使いものにならなくなってたんだけどねー」

「……」

「で？　彼はなんていう書物を使ったの？　キリキリ話しちゃって」

「……だから、知らないよ」

「アンタも強情ね。ま、いいわ。だいたい見当ついてるし」

　ひらひらと手を振って、その女は踵きびすを返した。

「あー、もういいや。飽きたし。全員、撤収準備ーッ！」

「は？　よろしいのですか、室長」

「いいわよ、別に。これ以上ここで粘っても意味なさそうだし。っていうか、こんなとこでこれ以上寝泊まりしたらお肌が荒れちゃうでしょ！　二八でこの美び貌ぼう維持すんの、どんだけ大変なのかわかりなさいよ！」

　そう怒鳴りながら、女はスタスタと調査団の元へと早足に行ってしまった。

「二八……？」

　ベルテは仲間たちを顔を見合わせた。

「こりゃ驚いた。……いるもんだね、若く見える人間って」
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「……ということがあったのさ」

　探索に赴おもむく途中で集落に立ち寄った刻こく馬またちに息を切らして駆け寄ってきたベルテは、ＬＬＬスリーエルの調査団のことをまくし立てるように一気に語った。

「帰ったのが一昨日のことだから、鉢合わせにならなくてよかったよ。たぶん、出くわしたら、面倒なことになっただろう？」

「そんなことがあったんですか……」

　美み々み子こが口を手で隠すようにして驚きの声を上げた。

　刻馬はしかめっ面で、

「すまん。遅かれ早かれそんなことになる気はしていたんだが」

「アタシらのことなら気にしないでおくれよ。それより、すまなかったね。コクマたちのことは言わなかったけど、知られちまったら一緒だね……。まったく、単純な自分が情けないったらないよ」

「いや。偉そうなツインテールの女だったんだろ？　それなら、ベルテがどう反応したところで結果は一緒だったと思うぜ」

「お館やかた様さま。もしかして、その女は……」

　刃は紋もんは少ししかめた顔で嫌悪感をあらわにしながら、刻こく馬まの顔色を窺うかがった。

「あ。そうか、あのときに刃紋も会ってんのか」

「はい。あたしを図書館迷宮で保護した部隊を率いていたのが、そんな女でした」

　かなりうんざりした顔で、刻馬は深い溜ため息いきをついた。

「刻馬、その女は何者なのだ？」

　イクミが刻馬の顔を覗のぞき込こんで訊きいた。

「おそらく、鳴海なるみ冴さえ香か。昔、俺おれがイヤな思いをした研究所の指揮を執っていた女だよ」

「えっ」

「な……ッ」

　美み々み子ことイクミが、同時に驚きの声を上げた。

「だから、ヤツは俺のことを知っている。下へ手たをすれば、俺の能力とかについては俺自身より知ってるだろうな。あの大穴を見れば、そりゃあ俺に思い至るだろ。だから別に、ベルテがどういう反応をしたところで、あんまり事態は変わらなかったと思う」

「そうかい。そう言ってもらえると、気は楽になるけどね。すまないね、助けてもらったってのに、肝心なときに役に立てなくて」

「気にすんなって。綺き麗れいなお姉さんを助けるのは当たり前のことなんだから」

「あっはっは、そりゃあどうも。でも、それだけ女の子をゾロゾロと引き連れた男に褒ほめられてもねえ。あれ、そういやこないだのちびっこい男の子は、今日はいないんだね」

「あー、誠せい十じゆう郎ろうか。この前あいつがいたこと自体、通常ありえないことだからなあ。何せ臆おく病びようだから、六階より下には来たがらないんだ」

　少し前、刻馬たちは罠わなに引っかかって地下四階から地下八階へと強制テレポートの憂うき目めに遭った。そこでまた色々あったわけだが、その帰りにベルテの村に寄って休憩を取ったのだ。そのときに刃紋も誠十郎も、ベルテと顔を合わせている。

「にしても……まさかあの女が直々に出てくるとはな。今さら俺目当てってことはないだろうし、ってことは……」

　腕を組んで、刻馬は深刻な顔でイクミを見やり、考え込んだ。

　対照的にイクミは悩みなどこれっぽっちもなさそうな顔で、

「単に大穴ができた原因を調べにきただけではないのか？」

「だといいんだがな」

　おどけて肩を竦すくめて見せながらも、刻馬の胸の中には嫌悪感にも似た大きな不安が重くのしかかり始めていた。
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「魔導書『異空密儀教典』より抜粋、顕現せよ、“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟っ！」

　刻こく馬まがイクミの内うち股ももの刻印に触れ、その魔力を引き出すことによって発動する読書魔法。その触れるものすべてを異次元に呑のみ込こむ漆黒の球体が、身の丈五メートルはあろうかという鋼鉄製の巨人アイアン・ゴーレムを呑み込んだ。

　助けを求めるように伸ばした右腕だけが、辛うじて消滅の難を逃れてドスンと地面に落ちた。

「刻馬様、お疲れさまでした」

　防御用の魔法を展開して、刻馬とイクミのサポートに回っていた美み々み子こがにっこりと微笑ほほえんで振り返った。

「さすがはお館やかた様さま。それにしても……硬い相手は嫌いだわ」

　そう言って刃は紋もんは、ボロボロに刃は毀こぼれした愛刀を見やる。

「お互い様なのではないか。あの巨人も、色々文句があったと思うが」

　イクミが刻馬から離れ、そう言いながら周囲を見回した。

　森の中に生い茂る草の上には、刃紋が切り落とした巨人の破片が、数えるのも面倒なくらい散乱している。

「しかしまあ、圧勝であったな！　これからもこの調子で行こうではないか！」

　巨人が守っていた『断章』へ軽い足取りで歩み寄り、拾い上げて高らかに言った。

　八階で手に入れた『断章』に比べれば、遥はるかに薄い。その分、『守護者』のレベルも低かったのだろう。以前に戦った桜のドラゴンに比べれば、サイズも能力も小粒だった。

「ご機嫌ですね、イクミさん」

「うむ、それはそうだ。刻馬に使ってもらえたし、その結果勝てたし、こうして私の一部である『断章』まで取り戻せた。いいことずくめだ」

「にしては、お館様は浮かない顔ですが」

　刃紋は書物を閉じて、読書魔法で顕現させた日本刀を消した。

「うーん、もう少し出力を絞るつもりだったんだがな」

「しかし、格段の進歩ではないか。前は空を覆うほどだったのが、今回は刻馬の家くらいの大きさだった！」

「思った通りに制御できなきゃダメだろ。俺おれはリビングくらいの大きさで撃つつもりだったんだぜ」

「そのためには、もっともっと私を使えばいいのだ！」

「かもな。ま、怪け我が人にんも出なかったんだからよしとしようか」

　地理や生息する怪物の習性がわかる、というだけで、探索は格段に楽になる。

　刻馬たちは刃紋の話す情報を頼りに、地下一〇階まで足を延ばしていた。イクミが『断章』の気配を感じなかった九階はほぼ素通りしている。

　一般的に学生は六階までで訓練を積むのが前提になっている。そこから先へ進むには申請が必要になることもあって、七階以降に足を踏み入れる学生はさほど多くない。

　しかも現在、学生のみのパーティによる探索は一一階までが最深記録である。刻こく馬またちのペースは異常な速さだとして学内でも噂うわさになり始めていた。

「さて、じゃあ……」

　進むか、戻るか。そういう相談を始めようかと言いかけた瞬間、背後に複数の足音を聞いて刻馬は振り返った。

　やってきたのは、一〇人ほどの集団だった。そのほとんどが、揃そろいの黒いマントをまとっている。先頭に立っているのは大柄な少年。歳としは刻馬とそう変わらないのだろうが、刻馬より頭一つ分近く大きい。かといって鈍重そうな印象は薄かった。特に目などは、鷹たかか鷲わしのように鋭く光っている。

「おおっト、遅かったみたいだネ」

　その少年の後ろからひょっこりと顔を出した女の子が言った。真っ赤なチャイナドレスふうの衣装に、シニヨンにまとめた髪と、それを飾るコサージュ。

「あ、刃は紋もんがいるヨ。ということは――、男の子が一人しかいないから、消去法でキミがキングのお兄さんだネ？」

「そんな名前が出てくるってことは、そのマントの背中には白い十字架があるわけか」

「ご明察。ワタシは書物のミンユィン、カレはダーリンのティタンなのヨ。それ以外は真面目まじめに紹介してると長くなるから、今回は省略するけどネ」

「それはそれは、初めまして。しかし、悪いがここにあった『断章』ならもう俺おれたちが手に入れた後だぜ」

「そうらしいな」

　言いながら、大柄な男の子――ティタンは得物を手に身構えた。

　いくつものスパイクがついた鉄球を鎖で棒と繋つないだ、見るからに凶悪そうな武器、モーニングスター。夜明けの星などという美しい名前とは裏腹に、遠心力を乗せた鈍器としてのダメージに鋭いスパイクによる攻撃力を上乗せするという恐ろしい代物である。

「先を越されたなら奪い取る、ってわけか」

「いいや、違う。戦う理由は別にある」

「別の理由？」

「ウィーゼルが王国同盟から抜けた」

「え」

「何!?」

「本当ですか!?」

「うふ。あらまあ」

　刻こく馬まのみならず、イクミも美み々み子こも刃は紋もんまでが声を上げた。

　ティタンは刻馬を睨にらみ、

「貴様のせいだ。貴様の意見に賛同する、と言ってな」

「いやいや、そりゃあ逆さか恨うらみだろ。彼女だって自分なりに考えて結論を出したんじゃないのか？」

「その通りだ。だが、気に入らん」

「ムチャクチャだな、おい！」

　ミンユィンは諦あきらめたように肩を竦すくめて溜ため息いきをつき、

「あーあ、またダーリンの悪いクセが出たヨ。やめた方がいいネ。下へ手たに怒らせたら、ワタシたち七階の森と同じ運命ヨ？」

「うるさい」

　頑かたくななティタンに、ミンユィンは早々と諦めたように溜め息をついた。

「……申し訳ないネ、うちのダーリンはこと戦いに関しては言い出したら聞かないのヨ。親善試合か何かだと思って、お手柔らかに受けてやってもらえないカ」

「親善試合って……アレの攻撃が直撃したら普通は死ぬのではないか？」

「ええ。打撃武器には防刃制服も効果が薄いですし」

　イクミと美々子が、半ば呆あきれつつも心配そうに顔を見合わせる。

「外野は黙っていてもらおう。さあ、剣を抜け、九く条じよう刻馬！」

　モーニングスターを突きつけるようにして、ティタンは刻馬に迫った。

　が。

「断る」

　あまりにきっぱりと刻馬に言われて、ティタンは目を白黒させた。

「な……勝負を挑まれて拒否するとは、それでも戦士か!?」

「悪いが、今日の俺おれは戦士というより魔法使い系だ」

　刻馬の剣は、刃紋に真っ二つにされてしまっているのだ。新しい剣は馴な染じみの武器業者に注文してあるが、如何いかんせん他ほかに使い手の少ない代物である。どうしてもオーダーメイドになってしまい、できあがるまでに時間がかかる。

　さすがに折れた剣では役に立たないので、中学生時代に使っていた古い剣を持ち出してはいるが、長さも重さも今の刻馬にとっては物足りなくて頼りない。

　そのせいだけではないが、今日は刻馬は前衛型の戦士ではなく、後衛の魔法担当として来ている。ここまでの道程でも、前衛は刃紋と美々子に譲ってしんがりを務めていた。

「お互い手加減ができる武器でもないだろ。そんな理由で殺されるのも殺すのも願い下げだ。それに、俺のせいで針はり原はら……ウィーゼルが離脱したってことは、お前らはまだ図書館迷宮を広げる気満々なんだろ。勢い余って俺おれを殺したりしたら、それこそ困ったことになるんじゃないのか」

「おお、それ一理あるネ！　大いにあるネ！　ダーリン、その通りヨ。殺しちゃったら得意の治ち癒ゆ魔法も手遅れだヨ。それに、万が一もあるヨ。あんな剣でバッサリやられたら、いくらダーリンでもオダブツ確定ヨ」

「ちっ、腰抜けめ。その剣は飾りか」

　罵ののしられて、腹が立たないはずはない。しかし、それよりも刻こく馬まの心に重くのしかかるのは、殺してしまうかもしれない、という恐怖だった。

　相手を格下に見ているわけではない。

　むしろ、立ち居振る舞いの隙すきのなさから、刻馬はティタンを相当な猛も者さだと踏んでいる。勝てるかどうかなどわからない。特に、魔法まで使われたら、発動に時間がかかるイクミ以外に書物を持たない刻馬としては苦戦を免まぬがれないだろう。

　何を、と言い返したい衝動はある。そして、剣を嗜たしなむ者として、この強そうな戦士と手合わせしてみたいという気持ちも、ないわけではない。

　しかし、それでも。

　自分の目の前に「魔法を放て」と、標的として運ばれてきた刃は紋もんの姿がフラッシュバックする。

　殺してしまうことが、恐ろしい。

　自分が殺されるかもしれないことよりも、ずっと。

　学校で刃紋と戦ったときと今では明らかに状況が違っている。

　お互いが使う武器は刃を潰つぶした訓練用のそれではない。

　そして、親善試合などと言っているのは傍かたわらの少女だけで、ティタンの好戦的な眼光はどう見ても本気だった。

　刃やいばを交まじえれば、きっとどちらかが死ぬことになる。刻馬の戦士としての勘は、ずっとそんな警鐘を鳴らし続けていた。

　と、色々なものを呑のみ込こもうとしている刻馬の背後から、強烈な殺気が放たれた。怒りに身を震わせて、刃紋が書物に手をかけ前に出ようとする。

「貴様、黙って聞いていれば……ッ！」

　その刃紋を、刻馬は手で制した。

「お止め下さいますな、お館やかた様さま！　このような無礼者は、お館様のお手を煩わずらわせずともこのあたしが……！」

「やめろって」

「しかし！」

「俺は、お前が殺されるところはもちろん、殺すところだって見たくないんだよ」

　う、と言葉に詰まって、刃は紋もんが感激気味に顔を赤らめた。

「な、なんてもったいないお言葉……」

　やれやれ、と溜ため息いきを一つついて、刻こく馬まはティタンに向き直り、

「そうだな。飾りですむならそれが一番いいと思ってる。少なくとも、これは怪物とかの危険から俺おれ自身や仲間を守るためのものであって、人を殺す道具じゃねえよ」

「綺き麗れい事ごとを……！」

「ダーリン、そろそろ諦あきらめた方がいいヨ？　なんだか、ダーリンが駄々をこねてるだけになってるヨ」

　ちょんちょん、とミンユィンにマントの裾すそを引っ張られ、ティタンは不承不承モーニングスターを下ろした。

　張り詰めていた空気が緩む。

　刻馬の後ろで、イクミが安あん堵どし大きく息を吐いた。

「一時はどうなることかと思ったな」

「ええ、まったくです」

　美み々み子こもその豊かな胸を撫なで下おろしている。

「ところで……貴様は、あの男の書物なのか？」

　イクミが首を傾かしげながら、ミンユィンに訊きいた。その視線の先には、ティタンの腰に吊つられた何冊もの書物があった。

「そうだヨ」

「それなのに、所有者が他ほかの書物をあんなにたくさん持っていても……使っても気にしないのか？」

　信じられない、という顔をイクミはしていた。

　その表情に少し驚いて、しかしミンユィンは笑い出した。

「アハハ、純情なのネ、異空密儀教典。ウン、その気持ちはわかるヨ」

　ミンユィンは芝居がかった調子で右手を空に向け、左手を胸に当てて、

「ああ、ご主人様、ワタシだけを見テ！　他の書物なんか読まないデ！　……っていう感情は、書物なら自然な感情だヨ。恋みたいなものかナ。ワタシの場合、実際にダーリンとラブラブだけどネ」

「ラブラブ……？」

「まあ、性質上、書物と書物使いはそうなりやすいのヨ」

「そ、そうなのか」

「ウフフ、それはさておき、確かに、ワタシも他の書物の女の子をダーリンが読もうとしたらかなりジェラシーを感じるネ。でも、それ以外にまで目くじらを立てていたら、ダーリンが強くなれないデショ。そもそもワタシ、戦闘向きの書物じゃないしネ」

「む、なるほど。うーむ……」

「個人差もあるから、ご主人様との人間関係構築は自分なりのスタンスでやるといいネ。あ、それよリ……」

　ミンユィンはごそごそとポーチを探って、

「これを持っていくといいヨ」

　取り出した羊皮紙の束を二部、イクミに手渡した。たった今巨人を倒して回収したものより遥はるかに厚みがある。

「これは『断章』ではないか！」

「ワタシたちが集めたものネ。ダーリンが無む茶ちやを言って迷惑をかけたお詫わびヨ」

　戸惑って、イクミは判断を仰ぐように刻こく馬まを見た。

「いいんじゃないのか。くれるっていうならもらっておけば」

「う、うむ。ありがとう」

「いいのヨ。さて――」

　そしてミンユィンはティタンを振り返り、

「ダーリン、撤収しようヨ。長居したら、またダーリンの戦いたい病が出ちゃいそうだシ」

「うるせえ」

　ティタンは部下たちに手を挙げて合図をした。一人、また一人と黒マントの姿が森の中に消えていく。

「じゃあネ」

　最後に、ティタンとミンユィンが茂みの中へと入っていき、あたりに静寂が戻った。

「……なんとも物騒な男だったな」

「そうだな」

「しかし、二人はラブラブなのだそうだ」

「は？」

「安心しろ、刻馬。刻馬が私しか読まないように、私も刻馬以外には読ませないからな！」

「……意味がわからねえよ」

　イクミの言葉を適当にあしらいつつも、刻馬は、元クラスメイトの針はり原はら理り瑠るが自分の意見に賛同して王国同盟を離脱した、という情報に微かすかに口元を綻ほころばせていた。
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「ダーリン、機嫌直してヨ」

　仏頂面のままのティタンの背中を軽く叩たたきつつ、ミンユィンが言った。

「儀式のためにはキングのお兄さんを殺すわけにはいかないし、刃は紋もんもいたし、実際手加減できた状況じゃなかったヨ」

「二対一でも負けるつもりなどない」

「さすがにそれは強がりネ。相当厳しいと思うヨ？」

「……うるせえな。次は止めるなよ」

「次があればネ。その前にキングが『支配』しちゃうかもヨ？」

　ティタンはイタズラっぽく言うミンユィンに露骨に舌打ちをした。

「それより、ミンユィン。なぜ異空密儀教典の欠片かけらを渡した？」

「誰だれかさんがいきなりケンカを売るからだヨ。お詫わびの一つも必要だと思うヨ？　それに、どのみち異空密儀教典は完成させなきゃいけないんだから、カノジョが持ってても一緒だと思うネ」

「それはそうかもしれないが、苦労して集めたものを渡す必要もないだろう」

「全部じゃないヨ？　“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟発動用にいくつかは手元に残してるからネ」

「にしても、身体からだを張ってきたこいつらだって納得はできんだろう」

　と、ティタンは新参の仲間たちを振り返った。

「まあ、そこは納得してもらうしかないネ。でも、ワタシだって意味もなく大盤振る舞いしただけのつもりはないのヨ？」

「……どういう意味だ？」

「道具というのは、用途があって作られるものだヨ。ワタシが占いのためにあるように、異空密儀教典にだって当然用途があるネ」

「異世界顕現のための書物、か」

「そうだヨ。でも、異空密儀教典はその用途に忌き避ひ感かんを覚えていル。これはおそらく、ページの大半を失っているせいだと思うネ」

「……ふうむ」

「用途のためにキチンと使われることが道具の喜びだヨ。ワタシがダーリンに使ってもらうみたいにネ。これは書物全般に言えることなのヨ。失ったページを取り戻していくことで、カノジョも自分の存在意義を思い出すのではないかナ？」

　目を細めて、ミンユィンは確信めいた小さな笑みを浮かべるのだった。










第二章　クロス・ロード





　刻こく馬またちが探索を終えて九く条じよう邸であるところの通称『蔦つた屋や敷しき』に戻った頃ころには、もうすでに空は暗くなっていた。

　そして、屋敷の前では馬ほどもある三つ目で六本脚のライオンと二人の女の子がちょこんと座っていた。

　その時点で、刻馬は頭を抱えたくなる。

　住宅街にライオンである。

　――おかしいだろ、絶対。ってか、よく今まで通報されなかったな……。

「理り瑠る！　理瑠ではないか！」

　イクミがその辺の常識非常識は度外視で、嬉うれしそうに駆け寄っていく。

　怪け訝げんな目でライオンと刻馬を見比べているご近所のオバさんに気がついた刻馬は、

「よ……よくできてるでしょ？　文化祭の出し物で使う着ぐるみなんですよ、あはは」

　自分でも無理があると百も承知な説明を口走っていた。

「そ、そういえば、今日はみんなで仕上げをやる約束でしたねっ」

　無理矢理乗っかってフォローしようとする美み々み子この努力がいじらしい。

「そ、そうなのかい……」

　絶対に納得していない顔で、オバさんが足早に立ち去っていく。

　――ああもう、ただでさえ最近騒がしくて色々噂うわさになっていそうなのに……！

　目眩めまいを覚えながらも刻馬はすぐさま鍵かぎを開けて、懇こん願がんした。

「とにかく、一刻も早く入ってくれ。頼む。我が家の世間体のために」

　そんな刻馬を睨にらみつけて、イオは、

「貴方あなたね。貴方が、キングのお兄さんね……！」

　言うが早いか腰から手斧ちようなを抜いて刻馬に斬きりかかった。

「うわっ」

　間一髪、跳とび退すさって刻馬はその不意打ちを回避する。

「ちょ、イオ、何やってんの!?」

「刻馬様！」

「お館やかた様さま！」

　美々子が間に割って入り、ウィーゼルと刃は紋もんがイオを取り押さえる。

　イクミはぽかんといきなりの展開に驚き固まっていた。

「放してっ！　貴方のせいで、ウィゼ姉は……ッ！　ウィゼ姉をたぶらかす悪い人！」

「はあ―――っ!?　ってか、超人聞きが悪い!?」

　なんだなんだ、とご近所の家々の窓が開いて住人のみなさんが降って湧わいた修羅場を見物し始めた。

「いや、違うんです！　これは、俺おれにも何がなんだか……」

　しかし、唯一の男の子である刻こく馬まを取り巻くのは女の子五人、うち一人が激げつ昂こうして斬きりかかるという状況。

　どう見ても痴情の縺もつれ、ド修羅場真っ最中の様相。

　九く条じよう家の――というか、刻馬の世間体が超特急で失墜を始めた中、フライデイは悠然とあくびをしていた。



　窮きゆう屈くつそうになんとか玄関を通ったフライデイは、ソファのすぐ側そばに寝そべって気持ちよさそうにまどろみ始めた。

　刻馬たちも部屋着に着替えたりして、少し間を置くことで、イオもようやく落ち着きを取り戻した。とはいえ、イオはまだリビングに戻ってきた刻馬を長い前髪の間から睨にらんでいた。

　美み々み子こがお茶を淹いれ、イクミと刃は紋もんが美々子の指示でお茶ちや請うけに羊よう羹かんを運んでくる。その間、刻馬は刺すようなイオの視線に居心地の悪さを感じ続けていた。

「その……なんかゴメン」

　イオのとなりで、申し訳なさそうにウィーゼルが刻馬に言った。

「いや、まあ、気にしないでくれ」

「ありがと。……にしてもさ、美々子ちゃんの格好、何？」

　呆あきれ気味にウィーゼルに言われて恥ずかしそうにうつむいた美々子が着ているのは、本人曰いわく秘密兵器の胸元が大きく開いたメイド服だった。窮屈そうな胸の谷間に、同性のウィーゼルでさえ目のやり場に困ってしまう。

「まさか、九条君の趣味？」

「それは非常に難しい問題だ。趣味か趣味でないかと訊きかれれば、かなり趣味的に好みではあるんだが、あくまで美々子が自主的にやっているのもまた事実だ」

「あ、そうなんだ。へー……」

　ドン引き顔のウィーゼルに、美々子は、

「いえその、理り瑠るさん、これには色々事情が」

「事情って、どんな？」

　美々子はかなり冗談めかした泣き真ま似ねをして、

「だって、だって、裸ワイシャツが……」

「ふうん。なんだかわかんないけど、美々子ちゃんも大変なんだね」

「ええ、はい。色々と……」

　苦笑する美み々み子この脇わきで、刃は紋もんがポンと手を叩たたいた。

「奥方様のその衣装がお館やかた様さまの好みなのでしたら、あたしやイクミ先輩も着用するのがいいのでは」

「いやいやいや。美々子や刃紋はいいが、私では胸元の格好がつかないと思うのだ。確かにその服はおっぱいに触りやすそうでいいと思うが……いや待て、おっぱいに触りやすそう、だと!?　これは……実はチャンスなのか!?」

「ちょっと、イクミさん。ダメですよ。触らせませんよ」

「美々子は意地悪だ」

　イクミは拗すねたように頬ほおを膨らませた。

「夢のような提案だが、俺おれの理性が三日と保もたない気がするからやめてくれ。っていうか、脱線しすぎだと思うんだが。針はり原はらだって、そんな話をしにきたわけじゃないだろ？」

「あ、うん。もちろん」

「まあ、なんとなく事情は見当がつくけどな。王国同盟から抜けたんだって？」

　え、とウィーゼルは驚いて、

「なんで知ってるの？」

「今日、図書館迷宮で王国同盟の方に偶然会ったんですよ。ティタンさんと、ミンユィンさんと仰おつしやる方々に率いられた部隊でした」















　淹いれたお茶を各人の前に配りながら、美み々み子こが答えた。

「うわ、なんて偶然……」

「偶然でもないぞ。『断章』を手に入れた場所だったからな。彼らも同じ目的で探しにきたようだった」

　そう言って、イクミは大きな一口で羊よう羹かんを頬ほおばった。一瞬にして真面目まじめな顔が幸せそうな表情に切り替わる。

「あ、なるほど。うん、あの二人は『断章』の回収担当だから」

「会ったというより、襲われた、が正しいのでは？　会って早々、お館やかた様さまに物騒な得物を突きつけていましたし」

「え？　ティタンたちとやりあったの!?」

　お茶を噴きそうになりながら、ウィーゼルが叫んだ。イオも驚いた顔に変わる。

　刻こく馬まは「いいや」と首を左右に振った。

「決闘を迫られたが、断った。別段俺おれたちの身柄を確保しにきたってわけでもなさそうだったし、だったら戦う理由もないと思ったからな」

「……もしかして、それもボクのせい？　いや、ホントにゴメン」

「でも、こうして理り瑠るさんが戻ってきてくれたんですから」

「うむ、そうだな！　これでまたケーキにも行ける！」

　美々子とイクミは嬉うれしそうに顔を見合わせて笑った。

「あ、いや、馴なれ合あう気はないよ。ボクだって、そこまで厚顔無恥じゃないつもり。ただ、伝えておきたいことがあって来たんだ」

「伝えておきたいこと？」

「うん。……で、ホントはボク一人ならそれを言ったら帰るつもりだったんだけど、ちょっと事情が変わっちゃったからさ。交換条件ってことにしてもらえると助かるんだけど」

「交換条件、ですか？」

　鸚おう鵡む返がえしに、美々子が訊きいた。

「うん。三日……いや、二日でいいから、ボクたちをここに置いてほしいんだ。さすがにフライデイ……このライオンを連れて潜伏できる心当たりはなくってさ」

「なんだ、そんなことなら交換条件も何もないぜ。この家、部屋数だけは多いからな。ただ、もしかしたらこっちが抱えてる面倒ごとが迷惑をかけるかもしれないが」

　ベルテに聞いたＬＬＬスリーエルの話を思い出しながら、刻馬は申し訳なさそうに苦笑した。

「面倒ごと？」

「まあ、色々あってな。で、話したいことっていうのは？」

「うん。王国同盟なんだけど、結局ボク以外は例の図書館迷宮拡大の路線を諦あきらめてないんだよね」

「まあ、だろうな。でなきゃ抜ける理由がない」

「それだけなら九く条じよう君も想定してるだろうけど、問題はその先。キングは、そのための切り札を手に入れたんだ」

「な、ちょ、ウィゼ姉!?　そ、それを教えるなんて、裏切りじゃないですかっ！」

　ウィーゼルの腕にしがみつくようにして、イオが声を荒らげた。

「そうだね。軽けい蔑べつしてくれていいよ。でも、ボクはキングにはそんなことはしてほしくないんだ。いや、させるわけにはいかない。クィーンやラビのためにも」

「でも……」

「ボクは、みんなの気持ちを一番大事にするべきだと思ってる。クィーンもラビも、そんなことは絶対に望まない。だから、ここに来たんだ」

「……それは…………そうかも、しれないです……けど」

　ウィーゼルはイオから刻こく馬まへと視線を戻して、

「その切り札は、人の心を支配する魔眼。そういう能力を持っている怪物の記述がある書物『闇やみの貴族』を、キングは手に入れた。なんか弱点も多いとか言ってはいたけど……それで九条君とイクミちゃんを支配して、儀式を執り行おうとしているんだ」

「なるほど。簡単には諦あきらめないだろうとは思ってたけど、そこまでとはなあ……」

　困ったように、刻馬は溜ため息いきをついた。

「どうしたもんかなあ……。仲間の針はり原はらが抜けてまで方針を変えないとなると、俺おれたちが何か言っても無駄っぽいしな」

「いっそ……」

　何かを言いかけて、刃は紋もんが口ごもった。

「刃紋、何かものすごく物騒なこと考えてない？」

　ウィーゼルが白い目を刃紋に向けた。刃紋はわざとらしく視線を逸そらす。

「いえ、別に」

「斬きり捨てるとかはなしで頼むぜ？」

　刻馬に言われて、刃紋は残念そうに舌打ちをした。

「まったく、キミって女は……。まあ、とにかく伝えたから。記述の内容もわからないから対策を立てるのも難しいとは思うけど」

「いや、充分だ。心構えができるだけでもだいぶ違うさ」

「じゃあ、お話も一段落したようですし、お部屋にご案内しますね。まだ夕ご飯までは少し時間がありますから、その間にお風ふ呂ろでも。イオさんでしたっけ？　貴女あなたもどうぞ」

　美み々み子こが立ち上がって、ウィーゼルとイオに微笑ほほえみかけた。

「ありがと。あ、でも、あんまり迷惑かけても悪いから、ボクとイオで一部屋借りられればいいよ」

　まだ納得がいっていない様子のイオは、美み々み子こに微笑ほほえみ返すウィーゼルの姿に頬ほおを膨らませて、面白くなさそうにそっぽを向いた。
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　九く条じよう家の一番風ぶ呂ろは刻こく馬まと決まっているが、その次に誰だれが入るか、というところで「みんなで」という意見が飛び出した。

　もちろん、イクミの意見である。

「心配はいらないぞ！　お風ふ呂ろは広いから、みんなで入っても大丈夫だ！　まあ、さすがに全員で湯船に浸つかるのは無理かもしれないが」

　そして、九条家のお風呂事情を知らないウィーゼルが、

「あ、それがホントなら、ちょっと助かるかも。イオは地上のお風呂とか初めてだし」

　と賛成した。

「確かにそれも賑にぎやかで楽しそうですが……イクミさんの魂こん胆たんが見え見えなだけにちょっと複雑ですね。特に、イオさんは気をつけて下さいね」

　イオの胸をチラリと見て、美々子は言った。当のイオは首を傾かしげている。

「奥方様とイクミ先輩がそう言うなら、あたしは反対する理由はありません。ウィーゼル先輩とスキンシップっていうのも悪くありませんし」

「だっ、ダメですっ！　ウィゼ姉とスキンシップしていいのは、私だけですっ！」

「いや、それも違うから」

　冷静にウィーゼルに突っ込まれてしゅんとしながらも、イオは、

「えーと、じゃあフライデイも一緒に」

　そんなことを口走って、今度は全員からの「それは無理」という突っ込みを一身に受けることになった。



　湯気が立ち上る浴室で、イクミは大興奮で歓喜の声を上げた。

「素晴らしい！　素晴らしすぎる！　右を見ても左を見てもおっぱいだ！」

　美々子が困ったように苦笑し、胸を凝視された刃は紋もんが恥ずかしそうに胸を隠した。

「美々子ちゃんといいイオといい、こうも見せつけられるとなあ……。刃紋も標準以上だし、なんか同じ女なのにこの差は何!?　ッて思う」

　ムスッとして、ウィーゼルがそそくさと湯船に入った。追いかけるようにイオも見よう見まねで湯船に入り、

「一糸まとわぬウィゼ姉……は、は、鼻血が出そう……」

　お湯の中で顔を真っ赤にしていた。

「イオ、何言ってんの……？　なんか、同じ部屋でいいとか言ったの、早まった気がしてきたんだけど」

「ああ、ウィゼ姉と一緒に来てよかった……！」

　もはや恍こう惚こつとなったイオの言葉はうわごとに近かった。

　そんな様子を見て、イクミは浴槽に手をついてぐわっと身を乗り出し、

「理り瑠る！　お願いがある。理瑠も一緒に頼んでくれれば、イオはおっぱいを触らせてくれる気がする！」

「はあっ!?　な、なんでボクがそんなことを」

「頼む！　イオのおっぱいには素晴らしいものを感じるのだ！　そう、美み々み子このおっぱいに勝るとも劣らない潜在力を！」

「っていうか、何その美々子ちゃんのおっぱいを知り尽くしてるみたいな言葉」

「美々子のおっぱいなら何度も触っているからな！　そうだ、理瑠も是非触らせてもらうといい！　感動すること請け合いだぞ！」

　ウィーゼルは呆あきれ顔で美々子に白い目を向けた。

「そういえば前にもおっぱい云うん々ぬん言ってたけど……、美々子ちゃん、この家でどんな生活してんの……？」

「………………………………………………べ、別にたまに不意打ちでイクミさんに触られるくらいで、そんなに変わったことは……」

「そうです。たぶん、たまにお館やかた様さまの夜よ伽とぎをするくらいで」

「夜伽って!?」

「ちょ、刃は紋もんさん、何しれっとありもしないことを言ってるんですか！」

「あれ、していないので？」

「当たり前です！」

「で、ではまさか、まだあたしにも本妻になるチャンスが……？」

「それはその通りですが、そんなことは許しません！」

「お、言い切った！　美々子ちゃん頑張れ！」

　しかし刃紋は美々子の剣幕などどこ吹く風で、

「イクミ先輩。イクミ先輩も、夜伽はなさっていないんですか？」

「ん？　そういえばこの前からよく出てくる言葉だが、よとぎとはなんなのだ？」

　イクミが首を傾かしげる。

「あ、いえ。うふ」

　刃紋は策士めいた、しかしそれでいて妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「……刃紋さん。それは、宣戦布告ですか？」

「そのような大それたものでは。でも、本妻の方が三番目よりはたくさん愛して頂けそうですし？」

「理り瑠る。つまり、どういうことなのだ？」

「え？　うーん、つまり、美み々み子こちゃんも刃は紋もんも、九く条じよう君を愛してるってことなんじゃないの」

「愛している、というのはアレか。ミンユィンとかいう書物の女が言っていた、ラブラブとかいうヤツか」

「あー、ティタンとのことなら、たぶんそうだと思う」

「具体的には、私とウィゼ姉はラブラブです」

「は!?　ちょ、イオ、何言ってんの!?」

「その相手を独占したい！　そういう気持ちが愛！　私はウィゼ姉を愛しています！」

「何か違う！　ってか、ボク女だし！　そっちの気はないし！」

「知っていますよ、ウィゼ姉！　それはツンデレというヤツですね！」

「そんな言葉どこで覚えた――――――ッ!?」

　ウィーゼルをその腕に抱こうと湯船の中をザバザバ突き進んでくるイオと、それから逃げようとするウィーゼル。

　しかし、ウィーゼルとイオのドタバタをよそに、イクミは火花を散らす美々子と刃紋の間に立ちはだかった。

「そ、そんなのはダメだぞっ！　刻こく馬まを独占するのは私だッ！」

「えっ!?　い、イクミさんまで……!?」

「あら。……うふ。では、誰だれが本妻の座を射止めるか、尋常に勝負ですね」

「ふ、ふん、負けるものか。私は刻馬の書物だからな！　刻馬とラブラブになるのは運命なのだッ」

「幼おさな馴な染じみをなめてもらっては困ります！」

「うふふ、まあ、お二人とも肩の力を抜いて。どうせ負けても側室として愛して頂けばいいんですから」

「だから、まずそこが違うんですっ！」

　三人が対抗意識を燃やす中、湯船ではウィーゼルがイオの豊かすぎる胸から逃れようと一人もがいていた。
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　刻馬が一番風ぶ呂ろから出ると、女の子たちがみんなでお風ふ呂ろに入ると言い出した。

　そして一人ぽつんと残されて、刻馬はこの家に男の子が自分一人であることを思い知らされることとなった。

　所在なく、リビングでソファに身を沈めてテレビを点つけてみる。

『――今日の夕方、図書館迷宮入り口の改札詰め所が突破される事件がありました。図書館迷宮側からゾウや水牛、シマウマなどの動物が大挙して突っ込んできたとのことです。これが、監視カメラが捉とらえたそのときの映像です』

　画面が切り替わり、数百という動物が警備に立っていた自衛官を蹴け散ちらして雪な崩だれ込んでいく壮絶な映像が流された。

『この動物たちは市街では確認されておらず、忽こつ然ぜんと姿を消したことから、読書魔法である可能性が高いとのことです。警察は図書館迷宮から何者かが不法に出てきたのではないかとの見方を強めるとともに、凶悪な書物使いが潜伏している可能性があるとして市民に警戒を呼びかけています』

　刻こく馬まは目眩めまいを感じてテレビを消した。

　時間的には、刻馬たちが図書館迷宮から出て、学校で武器やら何やらの手入れをしていた頃ころである。

　――これ、絶対あの二人だろ。針はり原はらならもう少し上う手まくやりそうなもんだが……あのイオって子だろうな。上手く姿を消したりできるなら、この家の前で待ってるときもライオンくらいは隠しておきそうなもんだし。

「犯人の隠いん匿とくってどのくらいの罪だっけなあ……」

　もはや溜ため息いきさえ出ない刻馬なのだった。

　と、来客を告げるチャイムが鳴った。

　ビクッ、と刻馬は跳び上がりそうになった。

　――まさか、ライオンを見たご近所の人に通報されたんじゃないだろうな!?

　とにかく、刻馬はソファから立ち上がって玄関へと向かう。女の子たちが全員お風ふ呂ろに入っている今、来客を出迎えられるのは刻馬しかいない。

　恐る恐る刻馬が玄関のドアを開けると、

「やあ。……って、刻馬、何ビビッてんの？」

　小柄な小動物のようなクラスメイト、梶かじ原わら誠せい十じゆう郎ろうだった。ラフなジーンズ姿で、大きな鞄かばんを大事そうに抱えている。

　刻馬は大きく安あん堵どの溜め息をついて、

「誠十郎……。お前、なんでまたこんな時間に来るんだよ」

「あれ、聞いてない？　針原さんに呼ばれたんだけど。来てるんでしょ？」

「針原に？」

　どういうつもりなのだろうか、と首を傾かしげながらも、「まあ入れ」と刻馬は誠十郎を家の中へと招き入れた。

「お邪魔しまーす」

　そして廊下を曲がるなり、お風ふ呂ろ場ばのドアの前に悠然と座った大きなライオンに出くわすことになる。誠せい十じゆう郎ろうは驚いて数秒固まってしまった。

「こ、刻こく馬ま、何あれ……」

「見ての通り、ライオンだよ。図書館迷宮産だから目が三つあって足が六本あって、地上のより大きいけどな」

「いや、そうじゃなくて、それがなんでこんなところに!?」

「客人の相棒だ。ま、賢そうだし、無む闇やみに人を襲うこともなさそうだから。今風呂場を覗のぞいたり、ご主人様に手を出したりしない限り大丈夫だと思うぜ」

「風呂場？　あ、そういえば菱ひし谷やさんがいないね？」

「女の子たちは今入浴中だよ」

「マジで!?」

「ああ。覗くなら止めないぞ？　あのライオンを越えて行け」

「……。うん、僕も命は惜しいかな」

「賢明だと思うぜ」

　そして二人してリビングで待つこと一〇分、廊下の方が騒がしくなったと思った途端、美み々み子こがドアから顔を出した。

「お待たせしました、刻馬様。すぐにご飯に……」

「あ、菱谷さん、おじゃましてま……」

　美々子と誠十郎の目が合った。

「な、何その素敵な格好!?」

「え？」

　美々子は、いつものようにメイド服姿である。ただし、胸元が大きく開いてスカートも短い秘密兵器タイプの方。

「き……きゃあっ！」

　美々子は右手で胸元をかくし、左手でスカートを押さえて逃げ出してしまった。

　誠十郎は刻馬の胸ぐらを掴つかみ、

「こ、刻馬ッ！　何あれっ!?　なんて羨うらやましい生活を……ッ」

「いや、俺おれも戸惑ってるんだが」

「恵まれすぎだよッ！　ああもう、殺意さえ芽生えそう！」

　そこへ、イクミと刃は紋もんとウィーゼルとイオが入ってきた。

「どうしたのだ？　美々子が真っ赤な顔で逃げていったのだが」

「さすがにあの格好じゃあな」

　風呂上がりの上気した女性陣の色香に、誠十郎の目はあっさりと奪われる。それで力が緩んだ手を襟えり元もとから外しつつ、刻馬は答えた。

「うはあ、これだけの女の子たちの湯上がりオーラって凄すごいね……！」

「あ、梶かじ原わら君、来たんだ」

「針はり原はらさんが呼んだんじゃない。ところで、そちらの菱ひし谷やさんにも勝るとも劣らない素敵な女性は？」

　誠せい十じゆう郎ろうがキラキラとした目をイオに向けた。

「勝るとも劣らないって、何がだよ……」

「何を言っているのだ、刻こく馬ま。胸に決まっているではないか。イオの胸は凄かったぞ。くそっ、触れなかったのが残念で仕方ない」

　イクミは本気で悔しがって地団駄を踏んだ。

「彼女はイオ。色々あってボクについてきた王国同盟の人ね」

「へえ、そうなんだ。よろしく！　……で、針原さん、僕に用って何？　言われたものは持ってきたけど」

「あ、うん。ちょっと仕事をしてほしいんだ」

「仕事？」

　と、その会話を遮って、刃は紋もんが、

「ウィーゼル先輩、そのお話はお食事をしながらでどうです？　お風ふ呂ろの前に用意はできていますし、そろそろ奥方様も戻ってくると思いますから」

「うむ、それがいい。探索の後だから、実はもうお腹なかがペコペコだ」

　ふむ、と刻馬は自分の腹に手を当ててみて、

「そうだな。誠十郎も食うか？　メシ、まだだろ？」

「え？　いいの？」

　嬉うれしそうに、誠十郎はガバッと刻馬に詰め寄った。

「一人だけ待ってろとも言えないだろ。まあ、今さら一人増えたところで大差ないだろうしな」



　テーブルの中央にはホットプレートが鎮座し、その脇わきにはこれでもかと色々な種類の肉や野菜を盛りつけた皿が並ぶ。

　それらを前にして、いつものノーマルなメイド服に着替えた美み々み子こは、

「えーと、焼き肉ということで。……手抜き料理で申し訳ありません」

　と頭を下げた。

「あ、でも、タレは手作りの特製ですから！　あと、サッパリめのかき玉スープとかも作ってありますので」

「いやいや、充分でしょ。ってか、急に人数が増えたりしたら、そりゃあ困るよね。いきなり押しかけたのはボクたちなんだから、食べさせてもらえるだけでもありがたいし」

「っていうか、むしろ焼き肉ってテンション上がるよね！」

　上機嫌でそう言った誠せい十じゆう郎ろうは、すでに箸はしを持って臨戦態勢だ。

「そうだな。じゃ、どんどん焼こうぜ」

　刻こく馬まは手近にある皿から、肉を次々ホットプレートの上に広げ始めた。

　ジュウジュウという音と、脂あぶらが焼ける匂においが立ち上る。

「お館やかた様さま！　こっちのお皿もどうぞ！　あたしが獲とってきたトショカンイノシシです！」

　刃は紋もんが大皿を持って、刻馬にずずいっと詰め寄った。

「え、このお肉ってもしかして図書館迷宮産なの？」

　誠十郎が伸ばしかけた箸を止めた。

「いやいや、こないだお前も旨うまい旨いって食ってただろ、トショカンダチョウ」

「そりゃそうだけど」

「ちょくちょく刃紋が獲ってきてくれて、家計的には大助かりなんだぜ。見ろよ、あの肉」

　そう言って、刻馬はフライデイがかぶりついている肉の塊を箸で指した。

「あんな量、まともに買ったらどんな安い肉だって財布に痛恨の一撃だぞ」

「ああ、お館様に褒ほめて頂けるなんて！」

　感極まった表情で、刃紋はキラキラした目を刻馬に向けた。

「こんなことで喜んで頂けるのなら、次はもっと大物を仕留めて参ります！」

「あ、いや、気持ちは嬉うれしいが、冷蔵庫に入る程度にしてくれよ……？」

「保管もそうですが、処理もなかなか難しいですよ。本当はお肉は熟成させた方が美お味いしいんですけど、一般家庭ではさすがにそこまでは……」

「そういうところを気にするあたり、さすが美み々み子こちゃん。ほらほら、それより肉焼けてるよ。……あ、この美々子ちゃんの特製ダレ、超おいしー」

　舌した鼓つづみを打つウィーゼルに、イクミは、

「ははは、いくら旨いといってもタルタルソースほどではないはず」

「えー。焼き肉にタルタルソース……？　それって、合う？」

　ウィーゼルは顔をしかめるが、イクミは自信満々だった。

「理り瑠るは何を言っているのだ？　タルタルソースが合わない食べ物など、デザート以外では存在しないというのに」

「そう言うと思って、今日はタルタルソースも手作りにしてみました」

　どん、と大きなボウルいっぱいの手作りタルタルソースを、美々子はイクミの目の前に置いた。

「馬ば鹿かな……！　タルタルソースとは、お店で売っているものではないのか……？　そ、それを創造してしまうなんて……！」

　イクミは神でも見るような尊敬の目を美々子に向ける。

　そして、早速ボウルからたっぷりのタルタルソースを小皿に取って、焼けた肉を狙ねらい始めた。

「ホントにタルタルソースで食べるんだ……」

　呆あきれ顔のウィーゼルなどそっちのけで、イクミの熱い視線はホットプレートに注がれている。

「あ、こっちも焼けてます。はい、ウィゼ姉、あーん」

「なんで。ボクは自分で好きなように食べるから、それはイオが自分で食べて」

「そんな。ウィゼ姉、冷たいです」

「刻こく馬ま、この肉が旨うまいぞ！　あ、こっちも旨い！　これも旨い！　というか、タルタルソースが旨い！」

「なんでも旨いんじゃねえか」

「イクミさんは野菜も食べなきゃダメですよ。刻馬様、はい、スープをどうぞ」

「お、サンキュ」

　刻馬にスープを手渡す美み々み子この姿に「むむ」と対抗意識を燃やして、刃は紋もんは焼けた肉を三枚ほど取り皿に確保し、

「お館やかた様さま、お肉が焼けております」

　とお皿を捧ささげて刻馬に差し出すのだった。

「刃紋がやるとまるで献上だね」

　ウィーゼルが苦笑する。

「どれどれ」

　横からひょいパクひょいパク、とイクミが刃紋の皿から次々肉をかっさらって口へと運び、残らず平らげてしまった。

「あっ」

　刃紋の恨うらみがましい視線など気にも留めず、イクミは高らかに笑うのだった。

「うむ、確かに美お味いしく焼けていたぞ！」

　刻馬もそんなやりとりに苦笑いしつつ、

「それより、針はり原はらは誠せい十じゆう郎ろうに話があるんだろ？」

「あ、うん。ほら、この前ボクがみんなを見つけたとき、梶かじ原わら君、面白そうな書物見つけてたでしょ。アレを使って、ちょっと仕事を頼みたいんだよね」

「そういや確かにあのとき、何か見つけたってはしゃいでたな」

「確か、凄すご腕うでハッカーの物語でしたっけ？」

　美々子の問いに、誠十郎が「うん」とうなずいた。

「ってことは、調べ物か」

「そう。ＬＬＬスリーエルのことでね」

　そのウィーゼルの言葉に、刻こく馬まは溜ため息いきをついた。

「結局、俺おれの意見に賛同してはくれても、復ふく讐しゆうそのものは諦あきらめてないってことか」

「当たり前でしょ。無関係な人間を巻き込むのはよくない、その点は、たぶん死んだみんなもそう言うと思うから、やめるべきだと思うけどね。でも、そうせずに関係してる連中を皆殺しにする方法があるなら、ボクは迷わずやるつもりだよ」

「理り瑠るさん……」

　寂しそうに、美み々み子こがうつむいた。

「つまり針はり原はらは、自分が復讐すべき相手を絞り込みたいわけだな」

「そういうこと。ＬＬＬスリーエルに所属してる人間は全員、ってわけにいかないなら、対象は特定しないとね。ついでに対象の個人情報は可能な限り手に入れておきたいし」

「でも、それってかなり危ない橋なんじゃないでしょうか？」

　美々子が心配そうな顔で言った。

「うん、そうだね。だから、断ってくれても構わないと思ってる。受けてくれるなら、正式なビジネスとして報ほう酬しゆうも支払うつもりだよ」

　誠せい十じゆう郎ろうは少し考えて、

「いいよ、やるよ」

「ありがと。じゃあ、報酬の話に移ろ……」

　しかし、誠十郎はウィーゼルに掌てのひらを向けて言葉を制した。

「馬ば鹿かにしないでよ。友達のお願いを聞くのに、報酬なんてもらえない。ましてや、僕だって針原さんの仲間の話は聞いてるんだから」

「お、格好いいな、誠十郎」

「でしょでしょ。ま、それに僕もあの書物の力を試してみたかったところだし。ＬＬＬなら相手にとって不足なし、だしね」

「……いいの？　そりゃ、ボクとしてはやってくれるならなんでもいいんだけどさ」

「ま、じゃあ、そのうち何か奢おごってよ。ロースカツサンドとか」

「あはは、そんなのでいいんだ。奢る奢る。首尾よく情報手に入れてくれたら、ダース単位で奢ってあげるよ」

「よーし、俄が然ぜんやる気出てきた！」

「で、ちょっと地上まで強引に出てきたから、今回はあんまり長居できなさそうなんだよね。できれば早めにやってほしいんだけど」

「了解。ってか、そのために色々持ってこいって言ったんでしょ。ご飯食べ終わったら早速とりかかるよ」

　誠十郎は「旨うまい旨い」と言いながら、もりもり肉を食べ始めた。



　　　　　　　　＊



　食事を終え、リビングに集まった全員の視線の中、誠せい十じゆう郎ろうはまず鞄かばんからノート型のパーソナルコンピュータを取り出した。そして、その数倍は丁寧な動作で、緩かん衝しよう材ざい――いわゆるプチプチ――に包まれた書物を取り出した。

「いやいや、逆だろ！　精密機械こそ衝撃に備えるべきだろ！」

　刻こく馬まがそう突っ込むと、誠十郎は「わかってないなあ」とでも言いたげな顔をした。

「何言ってんの？　確かにパソコンは精密だよね。壊れたら大変だ。でも、お金を払えば買えるんだよ」

「それはそうだが」

「この書物はいくらお金を貯めても買えないでしょ。持ってくるときに鞄の中で傷でもついたらどうするのさ。ページが折れちゃったりしたら目も当てられない」

「……まあ、確かに希き少しよう度どって意味ではその書物の方が遥はるかに上だが」

「でしょ。ってかね、この書物は凄すごいよ。戦闘向きじゃないけど、有用な記述も多いし、魔力も標準を遥かに上回ってるし。何より、なんか読む度にビシビシ伝わってくるものがあるんだよね」

「ビシビシねえ。まあ、アレだな。お前と相性いいのかもな、その書物」

「私と刻馬ほどではないがな！」

　横合いから口を出したイクミに、誠十郎は呆あきれ顔で、

「刻馬とイクミさんに関しては、相性以前でしょ。刻馬にしか使えないんだから」

「それはつまり、究極の相性ではないか」

「……そういうもんなの？」

「当たり前だ。しかしまあ、それだけ大切にされれば、書物とて応こたえようとするのではないか？」

「そうかな」

「うむ。人化していなくとも、書物にも心はあるのだ。大切にされれば、報いようともするだろう」

「へえ、そうなんだ」

　うむ、と誠十郎にうなずいて、イクミはせがむように刻馬の腕を掴つかんだ。

「だから刻馬も、もっともっと私を大切にしなければな？　具体的には、もっと私を読んでくれ」

「……お前、それが言いたいだけじゃねえか」

「はいはい、いちゃつくなら他ほかでやってね。ほら、梶かじ原わら君、仕事仕事」

「あ、うん」

　ウィーゼルに急せかされて、誠せい十じゆう郎ろうは慌ててパソコンを開いた。そして電源を入れ、起動するまでのわずかな時間を使って、慎重に書物を開く。

「小説『アイス・クラッシュ』より抜粋、顕現せよ、“〝電脳結線ソウル・コネクト”〟」

　誠十郎は右手をキーボードの上に、左手を開いた書物の上に置いて読書魔法を発動させた。一見、何も変化はない。だが、右手はキーボードの上に乗っているだけだというのに、画面は目まぐるしく文字列が流れていく。

「この魔法で、僕はパソコンの操作を思考で行い、あらゆるデータを感覚として読み取れるようになるんだ」

　イオが首を傾かしげた。

「ウィゼ姉、それは凄すごいことなんですか？」

「んー、まあね。ぶっちゃけ、あの機械を使った勝負では無敵なんじゃないかな。まあ、機械そのものの性能もあるだろうから、絶対とは言えないけど」

「そこは僕の腕を信じてよ。この状態の僕は、ハッキングでもプログラミングでもなんでもござれなんだから。さ、じゃあ学校の特別研究棟を経由して――よし、ＬＬＬスリーエル本社のデータベースにアクセスしたよ。何から探す？」

「そうね、社員とか研究員の名簿かな。できれば顔写真つきのヤツ」

「そのくらいなら余裕余裕。問題はそういうデータがあるかどうかだけど……よっと。あ、あった」

　文字列が走っていた画面に、従業員のデータが表示された。名前、役職、顔写真、性別、年齢、住所、電話番号、家族構成、入社日、経歴から出身地まで網羅されている。

「凄い数だよ。確認するだけでも骨が折れそう」

「でも、やるしかないよ。顔を一目見ればわかると思うから、どんどん流していって」

「了解。このくらいの速度でいい？」

　パッパッと個人情報が流れていく。

「うん、ＯＫ。もう少し速くてもいいよ」

　そうして、ただひたすらにウィーゼルが切り替わり続ける画面を睨にらむこと数分。

「ちょ、ストップ！　止めて！」

　ウィーゼルが叫んだ。飽き始めて画面から目を離していた刻こく馬またちも、驚いて誠十郎の周りに戻ってくる。

「はいはい。これ？」

「違う、も少し前……そう、これ！　こいつだ……ッ！」

　憎悪を剥むき出だしにして、ウィーゼルが画面を睨みつける。

「ボクたちの仲間を殺した調査団の中で、一番偉そうにしてたヤツ！」

　同時に、刻馬と刃は紋もんも息を呑のんでいた。

　映し出されたのは、年齢にそぐわぬほど若く見える、ツインテールの女性。

　元第三次図書館迷宮調査団統括責任者にして元国立図書館迷宮研究所所長、現ＬＬＬスリーエル読書魔法研究開発課第一〇二分室室長、鳴海なるみ冴さえ香か。

「これだけ上の方にあるってことは、相当偉いんだろうね。うわ、すご……！　一〇歳で博士号をいくつも取ってるんだって！　しかも読書魔法研究の第一人者で、図書館語の解明も八割近くはこの人の指揮によるものだとか。ってか、いるんだね、そんな天才」

　脳天気に驚く誠せい十じゆう郎ろうの後ろからモニタを覗のぞき込こんでいた刃は紋もんが、不愉快そうに表情を曇くもらせた。

「……お館やかた様さま」

「ああ。まったく、あっちでもこっちでも、ろくでもないことばっかりやりやがって」

「刻こく馬ま、知ってるの？」

　誠十郎が刻馬を振り返った。

「まあな。こないだ話した、俺おれが昔世話になった研究所の所長さんだよ」

「うわ、なんて偶然……」

「ならいいんだが、そんな偶然あるもんかね。それより誠十郎、そいつが今、どんな研究やってるのか調べられるか？」

「ん、まあ、所属とかわかってるから、その研究室に入り込めば……さすがに研究員名簿よりは厳重だけど……うは、ファイアウォール性能高ッ！　さすが天下のＬＬＬ。でもまあ、今の僕なら……それっ、突破！　今、それっぽいファイルをいくつか開いてみるね」

　一番最初に開いたウィンドウの見出しは『書物電子化システムにおける問題点について』とあった。

「書物電子化システム？」

「うーん、要するに、電子書籍化かな。書物の記述をデータとして複製して、モニタに表示。で、まったく関係ない書物から魔力だけ抽出して、複製した記述から魔法を発動させる……そんな機械みたい。どうやら、この研究をメインでやってる部署らしいね。ほとんどのファイルがこれの関連だ」

「まどろっこしいね。なんか意味あんの、それ」

　ウィーゼルが誰だれにともなく訊きいた。

「そりゃああるよ。レアな書物を量産できたり、そのシステムを連結させることで一人の素養じゃ発動できないような大きな魔法を使用できるようにしたり……って書いてある」

「刻馬様の“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟のような？」

「あ。そうだね……。そう言われると、そのためのシステムに見えなくもないね」

「最悪だ」

　吐き捨てるように、イクミが言った。

「書物の尊厳を無視するにもほどがある。記述を複製するというのももってのほかだが、魔力のみを抽出するなど、書物を馬ば鹿かにするにもほどがある！」

「人格を無視して、働け働けって言われているようなものですね。イクミさんの言う通り、確かに酷ひどいと思います」

「あ、他ほかにも何かあるよ。何かメモみたいなファイルが」

　画面上で新しいウィンドウが開いた。

『久しぶりの図書館迷宮。やっぱ森とか最悪。草いきれは臭いし、虫とかいるし。なんで虫とかいるんだと思って何匹か捕まえて調べてみたら、刻印がありやがった。どうしてわざわざ虫になるかな、書物が。馬っ鹿じゃないの。それにしても、いくら鎧よろい着てるからってアイツら進むの遅すぎ。教育間違えたかしら、マジ使えない』

「……メモ、ですか？」

　美み々み子こが首を傾かしげた。

「メモっつーか、愚ぐ痴ちだな」

「なんでわざわざこんな文章をファイルしたのでしょう？」

　腕を組んで、刃は紋もんが頭を捻ひねる。

「たぶん、図書館迷宮でモバイル的な何かに書き留めておいたものをそのまんま保存したんじゃないかな。一応、まだ続きもあるし、何か意味がある記録もあるのかも」

　そして一同は続きを読むべくモニタに視線を移した。

『集落の連中が反抗的で苛いらつく。特にあの斧おの女が生意気。ちょっと胸が大きいからって。でも、我慢我慢。これだけ地上との行き来があるところで皆殺しとかやっちゃったら絶対表おもて沙ざ汰たになるし』

「こりゃベルテのことかな」

「うむ、確かにベルテの胸は大きいな！」

「……表沙汰にならなければ虐ぎやく殺さつしてるって感じだよね」

　感情を押し殺したような抑えた口調で、ウィーゼルは言った。

「ふふ、あはははは。安心したよ。変に心を入れ替えて後悔とかしてたらどうしようかと思ってたから。変わってないね。変わってないなら、心置きなく殺せる」

「理り瑠るさん……」

　誰だれにも聞こえないくらい小さく呟つぶやいて、美々子は目を伏せた。

『しかも連れてきた馬鹿どもが交渉の仕方を知らないもんだから、さらに集落の連中の態度が硬化してマジめんどくせー！　あいつら、エリート意識を強く植えつけすぎたかも。忠実な手て駒ごまにするには一番手っ取り早いと思ってたけど、完全に裏目。でも、一から育て直すのも手間かかりすぎだし。素体も集めにくくなってるし、殺させるライブラリ・チルドレンの確保はもっと面倒になってるしなー』

「……！　お館やかた様さま、これは……!?」

「ああ。あれは魔法の威力や効果を測定する実験だと思っていたが……どうやら違ったらしいな」

「なんという非道な。書物のみならず、人まで……。でも、なんのためにそんなことをするのだ……？」

「文脈から推測するに、部下の育成に必要な過程らしいな。人を殺すことに慣れさせるためか、あるいはそんなことを繰り返させて、モラルを粉々にぶち壊すのが目的か」

「なるほど、それでボクらみたいなライブラリ・チルドレンを迷わず虐ぎやく殺さつできる優秀な兵隊さんができあがるってわけだ。……つくづく、この女は…………ッ」

『問題の場所に到着、ある意味壮観。周辺に残存魔力を検出、パターンは『断章』から抜粋される“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟と酷似。これってマジ？　こんな規模の魔法を使えそうなのは、あたしが知る限り九く条じよう刻こく馬まくらいなはずだけど……。そういえば、彼は今考えても残念だったわあ。上う手まくいけば、最強の手て駒ごまになったのに』

「……」

　刻馬が苦虫を噛かみつぶしたかのように顔をしかめた。

「どういうこと？　九条君。さっき言ってた研究所って何？」

　怪け訝げんそうに、ウィーゼルが刻馬を振り返る。

「色々あってな。その話は後でするよ。それより、誠せい十じゆう郎ろう、続きを」

「あ、うん」

『使い物にならなくなったはずの彼が復活したんだとしたら興味深いけど、もっと興味深いのは彼がどんな書物から魔法を発動したのかということ。帰ったら早急に調べてみないと。いや、まずは上を黙らせるのが先か。こんな美お味いしい研究対象、他ほかのボンクラどもに一ミリたりとも触らせてやるもんか。さて、忙しくなりそう』

「…………ッ」

　刻馬は強く唇を噛んだ。

　そして少し考え込んで、難しい顔のまま、

「すまん、続けててくれ」

　とリビングから出て行ってしまった。

「あっ、刻馬様!?」

　美み々み子こが心配そうに後を追った。

　さらにその後を追いかけようとするイクミと刃は紋もんを「待って！」とウィーゼルは呼び止めた。

「イクミちゃん、刃紋、九条君の研究所が云うん々ぬんって話、知ってるんでしょ？　どういう事情なのか、教えてくんない？」

　そう言ってぐっと二人の腕を掴つかみ、ソファへと引き戻した。

　そして、美み々み子こが出て行ったドアの方を見やって、

　――美々子ちゃん、頑張って。

　そう、心の中でエールを送るのだった。



　部屋に戻った刻こく馬まは、ベッドに腰を下ろして天井を睨にらみつけた。

　――どうする？

　いつか、来ると覚悟はしていたはずだ。

　当局がイクミに手を伸ばしてくる日が。

　――イクミの登録を行ったのは俺おれと美々子だ。状況からして、もうあの女はイクミに目をつけているはず……。どういう形でか手を出してくるのは時間の問題だ……。

　イクミがあの女の手に落ちたら。

　そう考えると、ゾッと背筋に冷たいものが走る。

　読書魔法研究の第一人者が調べれば、すぐにイクミが『断章』であることを見抜かれてしまうだろう。

　そうなった場合、あの女は何を考えるだろうか。

　あの女の手元には、書物電子化システムなどという代物まであるのだ。最悪、異世界の顕現を実験しようなどと考えるかもしれない。

　イクミの意思も、気持ちも、人権も、尊厳も、何もかもを無視して。

　――冗談じゃない。

　刻馬は唇を強く噛かんだ。

　そんな実験はもちろん、研究さえもイクミが肯定するとは思えなかった。

　図書館迷宮を顕現させた事故の断片的な記憶に怯おびえるイクミが。

　あんな事故を二度と起こさせるわけにはいかないから、と『断章』を集めることを決めたイクミが。

　そんなことを、許すはずがない。

　強く、唇を噛んだ。

　イクミを渡すわけにはいかない。

　それは、考えるまでもない自明の結論だった。

　――何か、イクミを守る手立てを考えなければ……！

　メモの文章からすれば、冴さえ香かは研究対象であるイクミを独占したがっている。だとしたら、イクミに関する情報が冴香以外の手に渡っている可能性は低いだろう。

　ならば、冴香さえ排除できれば、当面問題は解決するはず。

　――殺す、か？

　それが一番手っ取り早い。

　まして、刻こく馬ま自身、彼女に対する恨うらみもある。

　……が、しかし、それでもなお、幼い頃ころの記憶がフラッシュバックを起こしそうになった。幼い頃に自分が発した「いやだ」という絶叫が耳に蘇よみがえって、心がズキズキとした痛みに苛さいなまれる。

　理屈ではない。

　相手が誰だれであれ、人を殺したくなんかない。

　殺せば、きっとまたあの後悔の日々が始まるのだ。誰にも言えず、悪夢にうなされ続ける日々が。

　では？

　――針はり原はらに、殺させるか……？　本人もそれを望んでるんだから、利害は一致するわけだし…………。

　と、ドアをノックする音が思考を遮った。考えていた内容が内容だけに、刻馬はドキリと心臓が跳ねるのを感じた。

　刻馬の返事を待たず、ドアが開いて美み々み子こが顔を出す。

「刻馬様……。もしかして、ご気分が……？」

「いや、そういうわけじゃない」

「では？」

「たいしたことじゃないさ。ちょっと考えごとをな」

　そう言って刻馬は笑ってみせたが、美々子は浮かない顔のまま室内へと立ち入り、後ろ手にドアを閉めた。

「何をお考えだったのですか？」

「かなりろくでもないことだ」

「どのような？」

「ろくでもなさすぎて、聞かせられるような内容じゃねえよ」

「……そうやってはぐらかして、またお一人で背負い込むのですか」

「え？」

　いつになく食い下がられて驚く刻馬に、美々子はゆっくりと歩み寄った。

「仰おつしやって下さい」

　まっすぐに見つめて言う美々子から、刻馬は顔を背けてしまった。

「刻馬様。わたくしは、そんなに信用できませんか」

　震える声でそう訊きかれて、うっ、と言葉に詰まる。

「いや、そういうわけじゃ……」

「では、なぜ話して下さらないのですか」

　一瞬、刻こく馬まは黙り込んでしまった。

　どうにも、茶化したり煙けむに巻いたりできる雰囲気ではなくなってしまっている。

「だから、本当にろくでもないことなんだって。聞いたら、お前でも引くと思う」

　背けた顔を、ぐいっと急に引っ張られた。

「な、ちょ――」

　一瞬にして、刻馬の頭は温かな、柔らかな感触に包み込まれた。

　美み々み子こに頭を抱きしめられているのだ、と気づくまでに刻馬は数秒を要した。

　――え。じゃあ、この包み込むような柔らかい感触は……。

「なっ、ちょ、放せって……」

　照れで顔を真っ赤にしてもがく刻馬だったが、

「しません」

　そう、力強く言い切る美々子の言葉に抵抗の手が止まった。

「引いたりなんて、しません」

　温ぬくもりと柔らかさの中、早鐘のような美々子の鼓動が聞こえてくる。

「わたくしは、たとえ世界中が刻馬様の敵に回ったとしても、歴史に名を残すほどの大犯罪者になったとしても、最後まで刻馬様の味方です」

「……え」















　ぎゅっ、と美み々み子こは抱きしめる手に力を込めた。

「もっと頼って下さい。もっと甘えて下さい。わたくしだって、少しくらいならお力になれると思います。お力にはなれなくても、慰めることや、こうして抱きしめることくらい、して差し上げられるんですから。もし刻こく馬ま様が罪を犯すというのなら、わたくしは喜んで共犯者になりましょう」

「美々子……」

　美々子は抱えていた頭を解放し、まだ顔が赤い刻馬に寄り添うようにベッドに座った。そして、真剣な目を少し切なげに潤ませて、刻馬を見つめる。

「さあ、何をお考えだったのか、仰おつしやって下さい」

「ん――」

　さすがに逃げきれないか、と刻馬は観念して自じ嘲ちようした。

「俺おれさあ、どっかで期待してたんだよな。研究所が閉鎖になって、もしかしたら研究を指揮してたあの女も、まあ心を入れ替えるとまではいかなくても、諦あきらめて真っ当な仕事をしてるんじゃないかって。若干ベルテたちにイヤな思いはさせてても、その内容自体は法的にも人道的にもまともなものなんじゃないかって」

「……刻馬様」

「でも」

　刻馬はうつむいて、絞り出すように言った。

「フタを開けてみたらこれだ。俺が甘かった。あいつは、きっと手段を選ばずにイクミを手に入れようとするだろう。手に入れたら、イクミの意思も人格も無視して好き勝手に研究とか実験を繰り返すだろう。冗談じゃない。そんなこと、させてたまるかッ！」

「……」

「あいつはダメだ。あいつがいたら、いずれこの生活は崩壊する。破壊されてしまう」

　拳こぶしを握りしめて、うつむいたまま、刻馬は言葉を紡ぐ。

「俺はなんだかんだいって、今の賑にぎやかな生活が気に入ってるんだ。ふとした瞬間に誰だれかの息遣いが感じられるこの生活は、少々うるさすぎるところはあるが、とても楽しくてホッとする。俺はこの生活を手放す気はない。だから――」

　結論を想像できたのであろう美々子が、握った拳に両手を添えてそっと包み込んだ。

「俺は、あいつを排除する」

「殺す、と？」

「いや。言っただろ、ろくでもないことを考えてるって」

「と、言いますと？」

「針はり原はらに、殺させる。針原の復ふく讐しゆうを利用する」

「……！」

「……って考えてた。な？　軽けい蔑べつしただろ」

　美み々み子こは小さく首を横に振った。

「い……いいえ。話して下さって、ありがとうございます」

　思いつめたような、そして泣きそうな顔で、美々子はそう言った。

「やめろって。無理すんなよ。俺おれも、さすがにそれはないな、と思ってるところだから」

「え？」

　驚きながらも、美々子が安あん堵どしたような顔をする。

「どう考えても、それで上う手まくことが運んだってめでたしめでたしにはならないもんな。きっと、凄すごく後味が悪いぜ」

「え、ええ」

「まあ、俺たちが知ってるだけでも、針はり原はらはもう人を殺あやめている。ベルテの村でな。それ以外にも、きっと手を汚してるんだろうぜ。だから、今さら人を殺すなとか言っても仕方ないのかもしれない。でもさ、やっぱり、友達に人殺しなんかしてほしくないよな。ぶっちゃけ、そう思うのは俺たちの自己満足なんだろうけど」

「……はい」

　目を一度伏せて、少し鼻にかかったような涙声に近い調子で答えて、美々子はうなずいた。そして、たった今目元に浮かんだ涙を指で拭ぬぐう。

「よかった。それでこそ、わたくしの知っている優しい刻こく馬ま様です」

「大おお袈げ裟さだっての。それに、別に優しいわけじゃない。単に人を殺すって選択にビビってるだけなんだよ、俺は」

「はい。そういうことにしておきますね」

　にっこりと、美々子はまだ少し涙の残る目で微笑ほほえんだ。

「……これだよ、まったく」

　刻馬は照れてあらぬ方向に視線を向けて、それでも間が保もたずに痒かゆくもない頬ほおをこりこりと掻かいた。

「さて、それで、だ。殺すって手段が禁じ手となると、どうやって鳴海なるみ冴さえ香かを排除しようかって話に戻るわけだな」

「難しく考えなくても、単純に罪を償つぐなわせればいいのではないでしょうか」

「まあ、そうだな。少なく見積もっても、針原たちの仲間殺しや研究所でのライブラリ・チルドレン殺しで何十人もの死に関かかわってる。それが白日の下にさらされれば、社会的抹殺どころか死刑になってお釣りがくるほどの罪状だ。……が、問題は」

「立証できるか、ですね」

「ああ。針原の仲間の件は場所も図書館迷宮だし、研究所の件も閉鎖にまで追い込まれてるんだ。証拠が残っている可能性は低いよな」

　困り果てたように溜ため息いきをつきながら天井を見上げた刻こく馬まのとなりで、美み々み子こは少し考え込んで、

「果たして、そうでしょうか」

「え？」

「普通に考えれば、身を滅ぼしかねない証拠はさっさと隠滅するのが当然ですが、彼女は研究者です。自分の研究の成果は、特にそれが貴重なデータだとしたら、手元に残しておきたいと考えるのではないでしょうか」

「それは……まあ、可能性としてはありそうだが」

「彼女自身が書いていました。もう被検体や殺させるライブラリ・チルドレンの調達は難しい、と。そして、研究所でそのやり方で作り上げた手て駒ごまの人たちを使っているのであれば、データが残っている可能性は悲観するほど低くはないと思います」

「なるほど。そう言われると、そうかもって気がしてくるな。でも、あくまで推測は推測だ。一〇〇パーセントじゃない以上、空振りの危険性はつきまとう。それに、社会的な影響力は向こうが圧倒的に上だ。下へ手たをすれば、こっちが動き出した途端にあっちこっちに根回しされて、潰つぶされる危険性もある……」

　直接手を下すわけではない以上、備えは過剰なくらいの方がいい、と刻馬は考えていた。いざとなって、証拠不十分で無罪放免、では意味がない。

「データ漁あさりは梶かじ原わらさんに頼むしかないとして……問題は、当然対応してくるであろう彼女の動きをどうやって封じるか、ですね」

「そうなるな」

　刻馬は腕を組んで、一〇秒ほど瞑めい目もくした。

「ヤツは部下を信用していない、典型的なワンマンタイプだ」

「はい。それは、先ほどのメモからでも窺うかがえます」

「ヤツが部下に求めているのは忠実さのみだと思う。そりゃあそうだ、自分を天才だと自負してるような女だからな、自分の判断こそが最善だと信じているはず。つまり、部下に独自の判断力なんか求めていないだろう」

「はい。まともな判断力を持った部下は、普通は上司が法を犯そうとすれば諫いさめるなり告発するなりするでしょうし」

「だったら、ヤツ本人さえ情報から隔離できれば、敵方の対応力は一気に落ちる。幸い、俺おれ自身も含めて、エサになりそうなものはこっちの手にあることだし」

「……図書館迷宮に誘い出すおつもりですか？　確かに、図書館迷宮には電波が届きませんし、地上との交信手段は今のところ確立されてはいませんが」

「ああ。ヤツはイクミを独占したがっている。だが、地上で強権を発動して連行するような手段では、そうはいかないだろう。何しろ『断章』の研究だからな、一度公的機関に情報を通せば国家プロジェクトになる。仮に責任者になったとしても、好き勝手に研究できるということにはならないと思う」

「では、イクミさんの確保については、彼女は秘密裏にことを進めたがる、と？」

「十中八九な。となれば、事態が明るみに出にくい図書館迷宮は俺おれたちを捕らえるには絶好の場所だろ」

「要約すると――わたくしたちが図書館迷宮に彼女を引きつけて、その間に梶かじ原わらさんが動かぬ証拠を見つけ出して公開する、という作戦ですね」

「まあな。あとは、針はり原はらの封じ込めだな。あいつも鳴海なるみ冴さえ香かのことを知ったからには、これまで以上に活発に動きはじめるはずだ」

「下へ手たに襲撃などをかけられて、警戒されることになっても困るということですね」

「それもあるが、針原が殺しても、返り討うちにあって殺されても困る。だろ？」

「あ……はい」

　嬉うれしそうに、美み々み子こはうなずいた。

「一芝居打つか。そうだな、さっきまで考えてたろくでもないアイデア……図書館迷宮にヤツをおびき出して、針原に殺させる。そういう作戦を立てたことにして、適当な階で待機しててもらおう。俺たちは、その階より上で立ち回って時間を稼ぐ」

「……あとで恨うらまれそうですね」

「しかし、まともに説得したって聞いちゃくれないだろ」

「ええ……」

「いずれにせよ、俺たちが渡ろうとしてるのは、推測の上に張った薄氷だ。ただでさえ計算が立ちにくい作戦になる。だったら、針原も、針原以外の不確定な要素も、なるべく隔離しておきたい」

「理り瑠るさん以外？」

「有り体に言えば、王国同盟な」

「ああ、なるほど」

　ぽん、と美々子が手を打った。

「ま、丸め込むのは俺がやるから、適当に話を合わせてくれ」

「はい」

　そう返事をする美々子のとなりから、刻こく馬まは立ち上がった。

「とにかく、助かった。サンキュな」

「はい？」

　美々子が立ち上がった刻馬を見上げて、首を傾かしげる。

「お前の顔を見て、馬ば鹿かな考えが馬鹿だって気づけた気がする」

「はあ」

「話し相手になってくれたおかげで、考えもまとまったしな。いや、九く条じよう家のメイドは優秀で助かる」

「ありがとうございます」

　美み々み子こはにっこりと微笑ほほえんだ。

「でも、刻こく馬ま様。今のお言葉、一つ訂正させて下さい」

　美々子に言われて、はたと刻馬は自分の失言に気がついた。

　美々子は厚意で刻馬の身の回りの世話をしてくれていて、それを自分で『メイド』などと言っている。が、それを、厚意を受けている刻馬の立場から言うのはあまりに図ずう々ずうしい。

「……あ、そうだよな。ついメイドとか言っちまったが、俺おれが言うのはおかしいよな。悪かった」

「いえ、そこではなく、九条家の、というところです」

「……は？」

「九条家にお住まいなのは刻馬様だけでしたから、それでもいいかと思っていたのですが、この際ハッキリさせておきたいと思います。わたくしがお仕えしているは、九条家ではなく刻馬様です」

「え。何を刃は紋もんみたいなことを……」

「いえ！　刃紋さんよりもわたくしの方がずっ――と先です！」

　美々子は勢いよく立ち上がって、刻馬に詰め寄った。

　突然のことに、刻馬は立ち竦すくんで動けなかった。結果、美々子の顔は刻馬の顔の数センチにまで迫っていた。

　その至近距離で、美々子は真剣な目で刻馬の目を見つめる。

「わたくしは、ずっと昔から、そのつもりでおりました。これから先も、それは変わりません。そう、言うなれば刻馬様の専用メイドです！」

「……いや、意味がわからないんだが」

「別にメイドでなくても構いませんが、刻馬様の専用という点だけは譲れません！」

「だから、専用ってなんだよ」

　美々子は頬ほおを染めて刻馬から離れ、モジモジと、

「そう改めて訊きかれると困るのですが……でも、専用って言葉、なんだかちょっとえっちですね」

「は……？　あのな、たぶん一番えっちなのはお前の想像力だ」

「ふふふ、そうかもしれません。ともあれ、刻馬様の専用メイドを、これからもよろしくお願いします」

　美々子は少し遠慮がちに、刻馬の手を取った。

「さあ、刻馬様。リビングに戻りましょう」

「あ、ああ。そうだな」

　美み々み子こに引っ張られて慌ただしく部屋を出ながらも、刻こく馬まは友人の動きを封じ込めるためにどういう流れで会話を組み立てるべきか、目まぐるしく脳を回転させていた。



　ドアが開く音に、ウィーゼルは振り返った。

　リビングに戻ってきた刻馬と美々子に待ちかねていたように全員の視線が向けられた。

「何がどうしたというのだ。刻馬、また気分が悪くなったのか？」

「あ、いや。ちょっとな」

「なにー？　ちょっといいコトでもしてきたのー？」

　ニヤニヤしながら誠せい十じゆう郎ろうが訊きいた。

　ウィーゼルもその言葉に乗っかって、

「そうらしいね。美々子ちゃんったら、九く条じよう君と手なんか繋つないじゃって」

「なっ……!?　んなわけねえだろ、死んでしまえ」

　顔を赤くして繋いでいた手を振り払い否定する刻馬と、同様に少し照れている美々子に何かを察したのか、誠十郎が意味ありげにニヤニヤを加速させる。

　そして、イクミと刃は紋もんは二人してムッとした顔をするのだった。

「ところで、九条君も昔に色々あったんだね。悪いけど、刃紋やイクミちゃんから聞かせてもらったよ」

「申し訳ありません、お館やかた様さま。勝手に話すのもどうかと思ったのですが……」

　少しきまり悪そうに、刃紋が頭を下げた。

「別に構わねえよ。聞いて楽しい話でもないだろ？」

「……貴方あなたもＬＬＬスリーエルには酷ひどい目に遭わされているのに、どうして復ふく讐しゆうをやめろなんてウィゼ姉に吹き込むんですか」

　不満そうに、イオが前髪越しに刻馬を睨にらんだ。

「俺おれの場合は誰だれも死なずにすんだからなあ。それに、復讐だけならともかく、図書館迷宮を広げられたら、友達や知り合いもいっぱい死ぬかもしれないしな。あんただって、例えば針はり原はら……ウィーゼルとか王国同盟の仲間ごと図書館迷宮を消します、とか言われたらやめろって言うだろ？」

「う……そ、それは……」

　イオは黙り込み。考え込んでしまった。

「さて、それより、だ。針原、ちょっと真面目まじめな話がある」

　真剣な顔で、刻馬がウィーゼルの方へと向き直った。

「何？」

「お前を利用させてもらいたい」

「は？」

　ウィーゼルは首を傾かしげた。

「俺おれは、件くだんのいかれた研究者、鳴海なるみ冴さえ香かにこの世界から退場してもらいたいと思ってる。どうせ、もうイクミのことも調べ上げてるだろうしな。放ほうっておけば、絶対に俺たちにちょっかいをかけてくるだろう。だから、手を打ちたい」

「手を……ね」

　ウィーゼルは刻こく馬まの真意を推し量ろうと目を細めた。

「単刀直入に言えば、お前に殺させるつもりでいる」

　イクミと刃は紋もんは驚いて顔を見合わせた。イオも驚いたように刻馬の顔を見つめていた。

　ウィーゼルは薄く笑った。驚かなかったと言えば嘘うそになるが、わざわざそんな話を振ってきた流れからして、ぼんやりとは予測できていた。

「いや、んなこと九く条じよう君にやらされなくても勝手にやるし。しかし、また大胆な方向転換だね」

「そうでもないだろ。俺は無差別大量殺人をやめろと言ってはいたが、復ふく讐しゆうをやめろとは言ってなかったぜ」

「そうだっけ？」

「そうだよ」

「ふうん」

　腕を組んで、ウィーゼルは思考を巡らせた。

　一応、話の筋は通っている。イクミを守りたいから鳴海冴香を排除したい、それは間違いなく本音だろう。そして、同じ目的の自分を利用する、協力して殺させる、それも合理的な判断に思えた。

　しかし、何かが引っかかる。

　確かに、刻馬は無差別に人を巻き込むことはやめろとは言っても、復讐そのものをやめろとは言っていなかった気がする。しかし、『気持ちはわかるから何も言わない』というようなスタンスだったはずだ。それは、裏を返せば『本当はやめろと言いたいが』という文句が上につくはずなのだ。

　迷って、ウィーゼルは美み々み子こを見やった。

　目が合った美々子は、ウィーゼルにいつものような優しい微笑ほほえみを向ける。

　――嘘だ。

　強烈な違和感を感じ取って、ウィーゼルはそう結論を出した。

　美々子はウィーゼルが復讐を口にする度に、悲しそうに目を伏せていた。

　その美々子までが、刻馬の意見に賛同したとでも？

　否、美々子なら、想おもいとは裏腹であっても刻馬の言葉にならば従うだろう。しかし、こんな短時間で心の底からそれがひっくり返るとは思えなかった。

　――そうだよ。このお人ひと好よしたちが、どんな理由があったって人を殺すことを是とするはずがない……！

　では、刻こく馬またちの思惑は何か。

　――鳴海なるみ冴さえ香かからイクミちゃんを守るために手を打つ、っていうのはたぶん本心。となると、たぶんボクに復ふく讐しゆうをさせずに自分たちだけで片をつけようとか？　まったく、大きなお世話だね！

　若干顔が引きつりそうになるのを自覚しながらも、ウィーゼルは苛いら立だちのようなその感情を呑のみ込こんだ。

　そして、なるべく何ごともないふうを装いつつ、

「で、具体的には協力してくれるって解釈していいのかな？」

「まあ、そうだな。どうせどうやって鳴海冴香を殺すのか、作戦もないんだろ？」

「これから考えるの！　そのための情報収集なんだから」

　不愉快そうに、どん、とウィーゼルはテーブルを叩たたいてみせた。その衝撃にパソコンが揺れ、誠せい十じゆう郎ろうが迷惑そうな顔をする。

「じゃ、提案だ。図書館迷宮におびき出そうぜ、ヤツを」

「……それが簡単にできるなら苦労はないよ」

　唇を尖とがらせたウィーゼルに、刻馬はニッと笑ってみせた。

「できるさ。ヤツは俺おれとイクミに興味津々だろ。まして、前にやった失敗から、違法行為が表おもて沙ざ汰たになることを恐れている。だったら、次に俺たちがいつ探索に行くのか、情報をリークしてやれば食いついてくるはずだ」

「自らエサ役を買って出てくれるってこと？」

「まあ、言い換えればそうなるな。このまま放ほうっておいてもどうせいずれ手は出してくるだろうし、だったら、カウンターを狙ねらった方がお得だろ？」

「なるほど。いわゆる後の先ですね、さすがお館やかた様さま」

　刃は紋もんはもし尻尾しつぽがあるならパタパタと激しく振っているであろう表情で、キラキラと尊敬の眼まな差ざしを刻馬に向けた。

「そんな大おお袈げ裟さなモンじゃないけどな。とにかく、俺たちがヤツを誘い出して針はり原はらが待ち構えているところに連れて行くからさ。針原はそこに大量の罠わなでも仕掛けて待っててくれれば、あとは煮るなり焼くなりって寸法だ。刃紋から聞いてるぜ？　お前、罠を張るのが得意なんだろ？　あの強制テレポートもそうだったんだって？」

「う。ま、まあね」

　バツが悪そうな振る舞いをしながら、ウィーゼルは刻馬の言葉の分析を開始する。

　――九く条じよう君たちは、ボクに復讐をさせたくない。その前提で今の作戦を考えると、何が目的……？　罠わなを……あ、罠か！　罠であの女を仕留めようとしたら、ボクは罠を張った場所から動けない。つまり、ボクを一カ所に封じ込めたい……？

　思考を巡らせるウィーゼルをよそに、刃は紋もんは刻こく馬まに尻尾しつぽを振るかのように、

「でも、お館やかた様さま、どうやって情報を流しますか？」

「おいおい、俺おれたちの学校はＬＬＬスリーエルのお膝ひざ元もとだぜ？　ましてこっちに興味を持ってアンテナを張ってるなら、適当にくっちゃべってるだけでヤツの耳に入る可能性は高いだろ」

「うーん、確実性に欠けない？　もう少し確実に情報を届ける手段が欲しいな」

　ウィーゼルは言った。刻馬たちの思惑はどうあれ、鳴海なるみ冴さえ香かを図書館迷宮におびき出すという点については是非ともやって頂きたいところなのだ。

　その横で誠せい十じゆう郎ろうが、

「じゃあ、ネットを使おうか。校内ネットの掲示板とか、刻馬たちの名前があったらチェックが入るんじゃないかな。こないだは一〇階まで行ったんでしょ？　一一階まで行ったら学生の探索記録としては最高記録タイだし、注目も集まるよね」

　階数の話が出て、ウィーゼルは刻馬の狙ねらいをどうかわすかを考え始めた。

　少なくとも、刻馬は自分に罠を仕掛けさせたポイントより上で決着をつけるつもりなのだろう。ならば、肝心な階を定めるこの流れで好きにさせておける道理はない。

「タイじゃ弱いし、一二階……ううん、いっそ一三階まで行っちゃわない？」

「……気楽に言ってくれるな。俺たちにとっては未知の階層なんだぜ？」

「ん？　刃紋は行ったことあるでしょ？」

「ええ、まあ」

「じゃあ大丈夫だよ。極端に怪物が強くなるわけでもないし。地図とか、怪物との効率のいい戦い方とかの情報は刃紋だって持ってるはずだし。一〇階から一気に三フロア更新する、って触れ回った方が注目も大きくなるでしょ。しかも、階は深ければ深いほど、向こうも手を出したくなるよ」

「それはそうかもしれないが」

　しかし、躊ちゆう躇ちよする刻馬を無視して、ウィーゼルはテーブルの上に自分の地図のノートを広げた。

　もう決まった、という流れを強引にでもつくっておきたい、と考えてのことだった。

「あとは、一三階のどこに罠を張るか、だね。この辺なんか、広くてよさそうだけど」

　ウィーゼルはノートとにらめっこをしながらしばし考え込んで、

「うん、やっぱりここかな。開けてるから戦うにしてもよさそうだし。誘い込んで罠で一網打尽とか、超気持ちよさそう」

「わかったわかった、そこでいいよ。じゃあ、いつやるかの算段もしとこうぜ。こっちとしては、地上で強硬手段に出てこないってのも憶おく測そくでしかないから、早い方がいいんだが」

「うーん。罠わなを仕掛ける時間もいるし……三日後くらいかな」

　そこで、刻こく馬まは「あ、そうだ」と手を打った。

「なあ、針はり原はら。ついでだから、キングにも教えてやったらどうだ？　仇かたきの中でも一番の大物だろ」

「え？」

　訊きき返しつつも、しかし、ウィーゼルはその言葉で自分の推測に対する確信を深めた。

　――優しいお兄さんだね。

　刻馬は、キングたちにも復ふく讐しゆうをさせたくはないのだろう。ことがすむまで、キングたちをも足止めしておきたいと考えているのだ。

　――でも、そんな偽善的なお節介、迷惑なんだよ。ボクにとっても、キミの弟にとっても、さ。

　ウィーゼルは心を完全に隠して、何も気づいていないふりを続ける。

「うーん。でも、大見得切って出てきたしなあ……」

「いや、別に助けを求めるわけじゃねえよ。こんだけ大きなイベントやるから、来たけりゃ来い、って言ってやるだけさ」

「……それも、ボクを利用するって計略の一環？」

「疑り深いな。善意だよ、善意。知らない仲じゃないんだし、よしみで教えてやることをオススメしてるだけだって」

「怪しいなあ。まあでも、確かに戦力は欲しいよね。向こうだって兵隊引き連れてくるんだろうし。ねえ、イオ、ちょっと。キングたちにこのことを伝えに行ってくれないかな」

「ダメです。私は、帰るならウィゼ姉と一緒にと決めてます！」

　ぷいっとイオはそっぽを向いた。

「あーもう！　イオ、話は聞いてたでしょ？」

「じゃあ、ウィゼ姉は王国同盟に復帰するんですね？　また仲間に戻るから、キングたちに協力をお願いするんですね？」

　苦笑しつつもウィーゼルは、

「イオ。ちょっときて」

　とイオをリビングの隅へと引っ張っていった。

「お願い、イオ。復讐のチャンスなんだよ」

「じゃあ、一緒に帰って一緒に復讐すればいいんです！」

　ウィーゼルは駄々をこねるイオの手を取って、顔を寄せ、声のトーンを落とした。

「聞いて、イオ」

　顔の距離感にか、イオの顔が真っ赤に染まる。

「鳴海なるみ冴さえ香かを殺したら、一度戻るから。それでもう一回みんなで話し合おう？　ね、イオ。お願い、みんなに伝えて。十二階であのとき逃がした調査団のリーダーを討うつ、って」

「え？　でも、じゅうさ……」

　しっ、とウィーゼルはイオの唇を人差し指で触れて、言葉を呑のみ込こませた。そして、ウインクをして合図を送る。

「一二階、三日後。そう伝えて」

　小声で、もう一度そう念を押した。

「……わかりました。でも、ウィゼ姉、約束しましたよ？　絶対ですよ！」

「うん、ありがと。キングたちを頑張って説得してねー」

「はい！」

　言うなり身を翻ひるがえし、「フライデイ！」と巨大ライオンに跨またがり、瞬く間に九く条じよう邸から走り去って行ってしまった。

「いやあ、頑張って説得なんかしなくても、キングは来ると思うけどな」

　その後ろ姿を見送りながら、刻こく馬まが呟つぶやいた。

「え？　なんで？」

　誠せい十じゆう郎ろうが不思議そうな顔で訊きいた。

「だって、キングの狙ねらいだってイクミと俺おれだろ。当局が狙ってるなんて知れば、先に確保しておきたくなるだろうしな」

「お館やかた様さま。人の心を支配する魔眼の書物……『闇やみの貴族』でしたっけ？　何かそれに対抗する秘策でもあるのですか？」

「今のところ、確実に対抗できる作戦ってのはないな。そもそも情報が少なすぎるし、漠然と考えることくらいしかできねえよ。でも、どのみち衝突は避けられないだろ。鳴海なるみ冴さえ香か討とう伐ばつに戦力が欲しいのも事実だし。それより針はり原はら、強情な彼女に何を言って納得させたんだ？」

「ん？　それは――」

　一瞬考え込んで、ウィーゼルは、

「行ってくれたら、また一緒にお風ふ呂ろに入ってあげる、って」

「はあ？」

　首を傾かしげる刻馬と誠十郎をよそに、イクミと美み々み子こと刃は紋もんの三人は妙に納得した顔でうなずいていた。

「それはそうと、理り瑠るさんは今日は泊まっていくんですよね？」

「あ、うん、そのつもり。罠わなの詳しい設置場所とか、もう少し細かく打ち合わせる必要があると思うし、梶かじ原わら君にはもう少し探りを入れてほしいし」

　刻馬たちを出し抜こうとしていることを悟られないためにも、ウィーゼルは協力態勢に積極的なふりを続けなければならない。

「おお、やった！　では、どうだろう、明日は理り瑠ると一緒にケーキを……」

　しかし、イクミが言い終わる前にウィーゼルは、

「ごめん、イクミちゃん。明日の午前中には図書館迷宮に戻るつもりなんだ。なるべくたくさんの罠わなを仕掛けたいし」

「む、そうか。それは残念だ……」

「そういうことだから、梶かじ原わら君、間に合うように追加調査をよろしく。できれば、鳴海なるみ冴さえ香かの飼ってる部下の数とか、戦力とか」

「うん、帰って腰を据えて取りかかるよ」

「誠せい十じゆう郎ろう、頑張れよ。ヘマやって見つかったりしないようにな」

「誰だれに言ってんの。ってか、えー、ちょっとは泊まっていけって引き留めてよ」

「ん？　別に、泊まっていきたいなら俺おれは構わないが」

「あ、いや、親がうるさいから帰るけどさ……」

　寂しそうに、誠十郎が道具を片づけ始める。

「そういえば、ウィーゼル先輩。ライオンの彼女は行ってしまいましたけど、罠設置のときの護衛はどうするんです？」

「別に、普通に雇うつもりだけど」

「そんなツテがあるの？」

　ノートＰＣの電源を落としてパタンと閉じながら、誠十郎が訊きいた。

「そりゃあね。ずっと地上で針はり原はら理瑠やってたけど、図書館迷宮から一切離れてたってわけでもないし。それに、地上でいろんなところに渡りをつけようとしたら、図書館迷宮内でのコネだって必要になってくるんだよ。地上の人は、ボクに『図書館迷宮内にパイプを持ってる人』を期待するわけだからね」

「なるほどねえ」

　誠十郎は納得したのか、書物を緩かん衝しよう材ざいで包む作業に集中し始めた。

「あ――しまった」

　刻こく馬まが、ふと何かを思い出したように言った。

「どうしたのだ？」

「いや、三日後ってスケジュールだと、注文してた剣が間に合わないなあ、と」

「でも、もうイオも行っちゃったし、変更はできないよ。発注先に急いでもらうとか、できないの？」

「無理だろうなあ。幻想鉄は精錬に時間がかかるから。それに、急せかして雑な仕事されても困るし」

「申し訳ありません。あたしが斬きってしまったばっかりに……」

「え!?　まさかとは思ってたけど、やっぱあれって刃は紋もんの仕業だったの!?　っつーか、幻想鉄の塊を真っ二つって、キミの日本刀はどうなってんのよ！」

　驚いたウィーゼルに、刻こく馬まは肩を竦すくめて笑った。

「ありゃ反則だ。防御した途端にああなっちまったからなあ。無敵すぎだろ」

「お褒ほめに預かり、光栄ですッ！　かくなる上は、この刃は紋もんがお館やかた様さまの剣として、一生お側そばにお仕えする所存ッ！　さしあたり、大剣の償つぐないはこの身体からだで……ッ！」

「だから、それはもういいから！　こら、服を脱ぐなって！」

「ああもう、刃紋さん、またですか!?」

「刃紋！　抜け駆けは禁止だっ！」

　服のボタンに手をかけた刃紋を、美み々み子ことイクミが神がかり的な速さで押さえ込んだ。

　その脇わきでは、刃紋が服を脱いだ後の素敵な光景を見られなかった誠せい十じゆう郎ろうがガックリと肩を落とすのだった。










第三章　揺れるアイデンティティ





　――うむ、今日はかなり充実した一日だった。

　就寝のために自室に入って、イクミは一人、ベッドの上に下着とロングシャツ一枚というあられもない格好で座って、満足げにうなずいた。

　帰ってきてから刻馬に読んでもらえなかったのは残念だったが、図書館迷宮ではバッチリ使ってもらえた。

　それに、読んでもらえなかったとはいえ、帰ってからは理り瑠るたちと楽しく過ごせたのだから文句はない。

　――それに、今日はたくさん『断章』を取り戻せた。

　ベッドの上に手に入れた羊皮紙の束を並べてみる。

　鉄の巨人のような『守護者』を倒して手に入れた『断章』が一部。

　ミンユィンという王国同盟のメンバーから譲ってもらった『断章』が二部。

　――大収穫だ。

　それは、嬉うれしい、という感覚とは少し違っていた。

　鳴海なるみ冴さえ香かのような人間もいる。キングのように、復ふく讐しゆうに利用しようとする者もいる。

　そういった者に、自分を悪用されるわけにはいかないのだ。まして、図書館迷宮をさらに広げようなど、もってのほか。

　だから、『断章』を集めて、管理する。

　――全部を集めて、そして、刻こく馬まにしか私は読ませない。使わせない。そうすれば、もうあんな『事故』は起こらない。

　そう、あんな悲ひ惨さんな、生きたまま住人を巻き込んで異世界が顕現するような現象は。

　心の奥底、失われた記憶が抱える恐怖に、イクミは一度身を震わせた。

　――起こさせるものか……！

　イクミはシャツの裾すそをまくり、右みぎ内うち股ももを露あらわにした。そこには、真っ白い肌の上に刻まれた幾何学模様。書物の証あかしである、刻印だ。

　その刻印に、イクミは『断章』を一部そっと近づけた。

　すると羊皮紙から文字が浮かび上がり、ひとりでにイクミの刻印へと吸い込まれていく。やがてすべての文字を吸収されて白紙になった羊皮紙は、砂のようにサラサラと崩れ落ちた。それを、残りの二部でも繰り返す。

「うむ、これでまた『私』を取り戻せた。世界は、平和に近づいたのだ」

　呟つぶやいて、そしてイクミは砂のように崩れた『断章』の残ざん骸がいがベッドの上に散乱していることに気がついた。















「うあ……」

　困ったようにしばし逡しゆん巡じゆんした末にイクミは立ち上がって、

「美み々み子こー、美々子ー」

　と、頼れる九く条じよう家のメイドの名を呼びながら部屋を出たのだった。



　掃除機を手にした美々子に、

「もう、『断章』を取り込むのも初めてじゃないんですから、少しは考えて下さい」

　と軽く怒られた後、イクミは早々に部屋の電気を消して綺き麗れいにしてもらったベッドに潜り込んだ。

　今日の探索では、刻こく馬まは大規模な魔法は使っていない。しかしそれでも、たくさんの魔力を刻馬に提供したことには変わりがなかった。

　しかも、今回はずっと「威力を調整する」という課題に取り組んでいたのだ。提供する魔力の量を調整しようとイクミも試行錯誤を繰り返していたので、横になった瞬間にドッと疲労が睡魔に変へん貌ぼうして襲いかかってきた。

　それに抗あらがう術すべを、イクミは持ち合わせていない。抗う理由もない。

　一瞬にして、イクミは深い眠りの淵ふちへと引き込まれていった。
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　倦けん怠たい。

　退屈。

　そこにあったのは、言葉で表現するならばそんな感情だった。

　何百年か、何千年か、何万年か。

　ただひたすらに、世界の奥底で書物を生み出し続けるだけの存在。

　言うなれば、『執筆者』。

　すべての書物の父にして、図書館迷宮における神。

　しかし『執筆者』――神は全能ではなく、ただ書物を生み出すことができるのみだった。

　やがて、彼の倦うんだ心は渇かつ望ぼうへと変わった。

　――異なる世界を、この無限に続く時の牢ろう獄ごくとは違う世界を、見たい。

　その一念で、『執筆者』は持てるすべてを注ぎ込んだ一冊の魔導書を書き上げる。

　異世界を顕現させる書物、『異空密儀教典』を。

　――さあ、行くのだ、我が娘よ。行って、その世界の住人に理解させるのだ。お前自身を。お前に記された秘儀を。

　そして、『執筆者』は魔力溜だまりの作用を巧みに利用し、異空密儀教典を異なる次元へと放った。

　いつの日か、異なる世界を引き連れて自分の元に帰還することを信じて。

　悠久の時がもたらした渇かつ望ぼうを癒いやしてくれると信じて。

　その願いが。

　その想おもいが。

　その記憶が。

　それらが夢の奔ほん流りゆうとなって、イクミを呑のみ込こんでいく。

　自分の生まれた意味。自分に与えられた役割。

　自分の存在意義。

　イクミは、自分自身が書物であること、道具であることを理解している。

　刻こく馬まに使ってもらえること、読んでもらえることを嬉うれしいと思うのは、自分が道具だからこそであることも。

　道具は、与えられた役割を果たしてこそ意味があるのではないのか？

　役割を放棄した道具など、ただのガラクタなのではないのか？

　自分は、図書館迷宮と他ほかの世界を繋つなげるために、そのためだけに創つくられたのだ。

　では？

　その宿命に従うべきなのだろうか？

　――ありえない。

　自分の用途を全まつとうすれば、また多くの人が死ぬ。

　まして、頑かたくなに刃は紋もん一人を殺すことさえ拒み、殺してしまったかもしれないと長年苦しみ続けてきた刻馬に、その片棒を担がせることなど、できようはずがなかった。

　その瞬間、脳裏に割り込んでくるような記憶があった。

　詠唱。術式。

　巡る魔力。

　規則正しく組み上がっていく理論。

　広がっていく闇やみ。

　すべてを呑み込んでいく闇。

　闇に沈んでいく街。

　断末魔。絶望。恐怖。悲しみ。我が子を呼ぶ悲痛な叫び。

　数えきれないほどの――命の、消滅。

　フラッシュバックする、事故の日の光景。

　図書館迷宮の奥深くへと飛ばされ、生活している人々もいたのだという。しかし、それはむしろ少数派だ。巻き込まれた大半の人々は、人間が生存さえ不可能な次元のひずみに呑み込まれ、消滅していったのだろう。

　その様子が。

　その光景が。

　克明に、止めどなく、蘇よみがえる。

　図書館迷宮の顕現に巻き込まれ、次元の狭はざ間まに呑のみ込こまれて消滅した命の悲鳴。

　図書館迷宮内に取り込まれ、過酷な環境で生きることを余儀なくされた人々の絶望。

　殺されたという王国同盟の仲間たちも、自分さえいなければ――図書館迷宮さえ顕現しなければ、きっと命を落とすこともなく、刻こく馬またちと一緒に学校に通っていたかもしれないのだ。

　――私さえいなければ。

　悔恨にも似た自己嫌悪が、止めどなく湧わき上あがってくる。

　――私が、殺したのだ。あんなに、あんなにたくさん……！

　怨えん嗟さの声が、自分を取り巻いているようだった。

　お前のせいで死んだのだと。お前が殺したのだと。

　すべてのものが、自分を恨うらんで睨にらんでいる気がした。

　いつしか、イクミは悲鳴を上げていた。
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　深夜。

　夜よ闇やみをつんざくような悲鳴を聞いて、刻馬は弾はじかれたように跳び起きた。

　――今の声……イクミ!?

　ＬＬＬスリーエルの……鳴海なるみ冴さえ香かの興味は、自分よりイクミに向くだろうと刻馬は考えていた。

　――甘く見ていたか!?　まさか、早々に強硬手段に出るとは……！

　刻馬はベッドの傍かたわらに置いていた古い大剣を手に、急いで部屋を出た。

　廊下に出ると、パジャマの上にカーディガンを羽織った美み々み子こと鉢合わせた。武器は携帯していないが、美々子も一冊の書物を手にしていた。

「刻馬様、今の声は……！」

「ああ。イクミだ」

　イクミの部屋へ、走る。

　走る背後から、

「お館やかた様さま！」

「九く条じよう君！　今のって、まさか……」

　と、自室から出てきた刃は紋もんとウィーゼルの声が追いかけてきた。

「そりゃ聞こえるよな」

　イクミの部屋のドアを、刻こく馬まはドンドンと激しくノックした。

「おい、イクミ、無事か!?　開けるぞ！」

　返事はない。

　舌打ちをして、刻馬はイクミの部屋のドアを蹴けり開けた。

　ドアが開くなり、剣を抜いて身構える。

　……が、暗い部屋には、イクミを拐かどわかそうとしている敵も、争った跡も、何者かが侵入した形跡さえも存在していなかった。

　刻馬が開けたドアから差し込む廊下の照明に照らされて、ただ、ベッドで上体を起こしたイクミが震えながら目にいっぱいの涙を溜ためているのみだった。

　襲撃があったわけではないらしい。

　刻馬は大きく溜ため息いきをついて大剣を下ろした。

「……刻馬」

　パジャマ姿でベッドから下りたイクミは、そのままドアへと駆け寄った。

　そして。

「刻馬あぁ――――――」

　ボロボロと涙を零こぼしながら、イクミは刻馬の胸に飛び込んだ。

「は――？　お、おいっ、イクミ、いったい何を……」

　驚いた刻馬の手から、がらん、と大剣が零れ落ちた。

「いっ、イクミさん……!?」

「わお！　イクミちゃん、やるぅ！」

　突然のことに驚く美み々み子こと、ハプニングを面白がるウィーゼルの声が重なった。

　その横で刃は紋もんはそわそわしながら、

「イクミ先輩。つ、次はあたしの番で……」

「違うだろッ」

　照れ隠しも半分あって、胸にしがみつくイクミをどうしたらいいのかわからないまま、刻馬は首だけを刃紋に向けた。

「ってか、お前、また俺おれのワイシャツ――！」

　下着一枚にワイシャツだけを着た姿で、刃紋は腕で胸を寄せるような挑発的なポーズを取ってみせた。わざとらしくボタンが外されて露出した胸の谷間は明らかにノーブラ、ワイシャツの裾すそに隠れてチラチラ見え隠れする太ふと股ももが色っぽい。

「返せ！」

「うふ。はい、ただいま」

　刃紋は喜々としてワイシャツを脱ごうとボタンに手をかけた。

「今じゃねえ――――――ッ！　部屋に戻って着替えてからそのシャツを持ってこいって言ってるんだよッ！」

「まあ。お館やかた様さま、あたしが脱いだこのシャツをどのようにお使いに……？」

「訂正！　俺おれんとこじゃなくて、洗濯機の中に持っていけ！」

「刃は紋もんさん」

「は、はい……」

　にっこりと微笑ほほえみを浮かべた美み々み子この威圧感に、刃紋が怯ひるんで数歩後退あとずさった。

「着替えてきて下さい。それから、刻こく馬ま様のワイシャツをちょろまかすのは今後一切禁止です。わかりましたね？」

「そんな。あ、そうだ、奥方様も一度着てみては……」

「着替えてきなさい！」

「はいっ」

　逃げるようにそそくさと、刃紋は部屋へ着替えに戻ったのだった。

「やれやれ。……で、イクミ、いったいどうした？　なんで泣いてんだよ。怖い夢でも見たのか？」

　胸の中で嗚お咽えつを漏らし続けるイクミの頭にぎこちなく右手を乗せながら、刻馬は訊きいた。ふわりと、プラチナ色の髪からほのかなシャンプーの香りが漂ってくる。

　泣きながら、イクミは小さくうなずいた。

「なあんだ。まあ、とにかく、何ごともなくてよかったね」

　ウィーゼルがあくびを噛かみ殺しながら言った。

「そうだな。夢は夢、現実じゃねえよ。だから、な？　もう怖くないだろ？　明日も学校はあるし、早く寝た方がいいぜ」

「そうですね。もう真夜中ですから」

　三々五々、美々子もウィーゼルも自分の部屋へ戻ろうとする。

　が。

「い、行かないで……くれ」

　ぎゅっと刻馬の背中へ両手を回し、イクミは懇こん願がんした。

「え？」

　美々子とウィーゼルも足を止めて振り返る。

「悲鳴が……聞こえるのだ。闇やみが広がって……逃げる間もなく人が呑のみ込こまれて……それで、それで……たくさん……たくさん人が死んでいくのだ……！　私が……そんな酷ひどいことを、私が……。怖い。刻馬、怖い！　私は、私は……！」

　刻馬と美々子は顔を見合わせた。

「まさか、事故のときの記憶が……！」

「あ。イクミさん、寝る前に今日手に入れた『断章』をまとめて取り込んでいたようですから、それで記憶が一気に戻ったのかもしれません」

「なるほど、かもな。でも、イクミ、お前は悪くないぞ。お前のせいじゃない」

　しかし、イクミは刻こく馬まの胸の中で小さく首を横に振った。

「私は、そのために存在しているのだ。そのために生み出されたのだ。他ほかの世界を、図書館迷宮に繋つなげるために……。それを引き起こしたのは確かに私ではない。だが、それを引き起こさせたのは間違いなく私だ。私が悪いのだ」

「そんな理屈があるか。ナイフを持った人間が必ず人を刺すわけじゃないだろ。お前は悪くないって」

「でも……」

　寒い季節でもないというのに、イクミは震えていた。それを腕の中でダイレクトに感じている刻馬としては、さすがに突き放すこともできない。

「刻馬」

　イクミは涙目で刻馬を見上げて、

「頼む、一緒にいてくれ。一人は怖い。一緒に……寝てくれ」

「はあっ!?　いやいやいや、それはまずいだろ！　な、なあ、美み々み子こ！」

「は、はい。まずいですッ！　刻馬様だって男なんですから、狼おおかみさんになっちゃうかもしれませんよ!?」

「……おおかみさん？」

　刻馬の胸の中から顔だけを動かして、イクミは近くにいたウィーゼルに訊きいた。

「ええと、具体的にはえっちなコトをされちゃうかも、ってことだね」

　懇こん切せつ丁寧にウィーゼルが解説する。

　イクミは赤く染めた顔を、また刻馬の胸に埋うずめた。

「構わない。それで刻馬が一緒にいてくれるなら……」

「ええっ!?」

　驚きの声を上げながら、美々子が頬ほおを染めた。

「ダメだろそれは――――――ッ！」

　照れ混じりで叫ぶ刻馬も、美々子以上に顔が赤くなっている。

「うっわ、大胆発言！　美々子ちゃん、どうするどうする？」

「もう、理り瑠るさん、面白がらないで下さい！」

「あ、そうだ、じゃあ美々子に一緒に寝てもらったらどうだ？　それなら一人じゃないから怖くないだろ？　しかも、どさくさにまぎれて美々子のおっぱいに触り放題だ」

「……刻馬様、ちょっと聞き捨てならない部分があったのですが」

「いやでも、代わってもらわないわけにはいかないだろ」

「それはそうですが」

　イクミは数秒ほど横目で美み々み子こを見て「んー……」と考えていたようだったが、

「刻こく馬まがいい」

　そう言って、また刻馬を掴つかむ手に力を込めた。

「なんでだ――――――ッ!?」

「…………なんでしょう、この敗北感」

　そこに、パジャマに着替えてきた刃は紋もんが、いない間の話の流れをウィーゼルから聞いて、

「この際ですから、みんなで寝るというのはどうでしょう？」

「またお前は、そんな混乱を招くようなことを……！」

「いえ、しかしお館やかた様さま。今回は何ごともありませんでしたが、今後も襲撃の可能性はあるわけで。それを考えれば、一人一人別々の部屋で寝ているよりは安全かと。それに、どのみちいずれは全員を娶めとられるのですから、万が一何か間違いが起こったとしても結果オーライで……」

「いや待て。お前は何を口走ってるんだ」

「はい？　何かあたし、おかしいことを言いましたか？」

「おかしいことだらけだろッ!?」

　そして刻馬は諦あきらめたように溜ため息いきをついた。

「……しかし、それしかないような気もしてきたな」

「刻馬様、い、い、イクミさんと一緒に寝ると、本気で仰おつしやってるんですか!?」

「まあな。なあ、美々子。一人きりで眠ってると、恐怖ってのは際限なく大きくなっていくんだ」

　たった一人で悪夢にうなされていた昔のことを思い出しながら、刻馬はまたイクミの頭を撫なでた。

「刻馬様……」

　その昔の刻馬を知っている美々子が言葉に詰まる。

「さすがに二人っきりってわけにはいかないし、監視してもらう必要はあるだろ。断っておくが、狼おおかみさんにならず朝までいられる自信は一切ないからな」

「刻馬様、断言しないで下さい……」

「お館様。もしどうしても我慢できないようでしたら、是非あたしを襲って頂いて」

「ダメですッ！　もう、刃紋さんはもう少し恥じらいを……」

「では、先に奥方様を」

「えっ？　ええッ!?　そ、それは……その……」

「いや、それもダメでしょ」

　冷静に、白い目で、ウィーゼルが美々子にツッコミを入れた。

「ま、でも、実際その方がいいかもね。間違いとか狼さんとかはさておき、ＬＬＬスリーエルによる襲撃の可能性とか安全面とかの理屈は刃は紋もんの言う通りだし。ボクは関係ないから一人でゆっくり寝るけど。お邪魔しても悪いしね」

　ウィーゼルは一つあくびをして、

「じゃ、お休みー」

　あてがわれた部屋へと戻っていった。



　寝ているイクミの側そばにいて手でも握ってあげていればいいかな、と思っていた刻こく馬まだったが、イクミは刻馬の胸から離れたがらなかった。

　なだめてもすかしても、ぎゅっとしがみついて、

「怖いからいやだ」

　の一点張りである。

　結局根負けして、添い寝をすることになってしまった。

　――まずいよなー。どんどんまずい方向に行ってるなー。

　そして刃紋までが一緒に寝ると言い張り、美み々み子こも刻馬のみならず刃紋のことも見張らなければと言い出し、すったもんだの挙げ句、四人で寝るという結論に着地した。

「……なんでそうなる」

　言ってみたところで、もはや決定は覆らない。

　ちなみに、イクミの部屋のシングルベッドでは四人は収まりきらないので、床に何組もの布団を敷いての就寝である。

　中央に、刻馬と刻馬から離れないイクミ。

　その両サイドに美々子と刃紋が寝るのだが、どちらが刻馬側に寝るかで熾し烈れつな睨にらみ合あいになった。

「すまんが、こっち側には美々子が来てくれ。この上背中から刃紋にちょっかいを出されたんじゃあ理性が保もたない」

「そ、そんな……。お館やかた様さま、決してそのようなはしたない真ま似ねはいたしませんので、あたしをそちらに」

「俺おれのワイシャツを勝手に着こなしてたヤツが何を言う」

「ふっ。刃紋さん、日ひ頃ごろの行いの差がこういうところで出るんですよ」

　勝ち誇ったように言って、美々子が部屋の明かりを消し、刻馬の背中に寄り添うように身を横たえた。

　常夜灯のぼんやりとした光の中、刻馬の首筋を美々子の吐息がくすぐる。

「ちょ、おい、近すぎるんじゃないのか!?」

「いえ、そ、そんなことは！」

「だってお前、息が首筋に……！」

「で、でも、あんまり離れすぎても、か、監視になりませんから！」

「そ、そうか。……ん？　そうか？」

「はい、断じてそうなんです！　ああもう、顔が火ほ照てって……明かりを消してからでよかった……」

「え？　何？」

「あっ、いえっ、独り言ですので！」

　そんなやりとりに「うー」と不満の声を上げながらも、イクミの向こう側でがさごそと刃は紋もんが横になったのであろう音が刻こく馬まの耳に届いた。

　肝心のイクミはといえば、未いまだに刻馬にしがみついている。だいぶ落ち着いたようだったが、恐怖が蘇よみがえるのか、ときおり身を強こわばらせたり震えたりしていた。

　頭を撫なでてやると、恐怖が和やわらぐのか、イクミはまるで猫が喉のどを鳴らすように「んんー」と気持ちよさそうなうなり声を上げて、刻馬の胸板に顔をすりつけてくる。

　思い出した記憶が怖いからだと知っていても、この甘えられている感じは男としては悪い気はしない。

「刻馬」

　少し躊躇ためらいがちに、イクミは言った。

「ん？　どうした？」

「私など、存在しない方がいいのだろうか」

　胸の中から刻馬を見上げる瞳ひとみは、常夜灯の弱い光にも鮮烈に赤く、そして怯おびえたように小刻みに揺れていた。

「はあ？　何言ってんだ。そんなことは絶対ないから、二度と言うな」

「でも、もしも私がいなければ、図書館迷宮が顕現することもなかった。理り瑠るたちも仲間を殺されることもなかったし、刻馬だって研究所とやらで酷ひどい目に遭わされることもなかった」

　ところどころでしゃくり上げながら、余裕のない口調でイクミはまくし立てる。

　それに対して、刻馬は言い聞かせるように、諭すようにゆっくりと、

「何をどうしたって、過去は変わらないぞ。さっきも言ったが、別にお前がやったわけじゃない」

「だが！　私がいるから、王国同盟はよくないことを考える。刻馬たちも、巻き込まれてしまう」

「イクミさんがいなかったら、刻馬様は生まれていないかもしれませんよ」

「だな。っつーか、ほぼ間違いなく生まれてないだろうな」

　異空密儀教典、すなわちイクミに記されていた秘儀を用いて、儀式を行うための才能を持たされて生まれてきたのが刻馬とキングである。図書館迷宮の顕現のみに心血を注いできた刻こく馬まの父が、その目的なしに子をなしたかという点ではかなり怪しい。

「イクミが存在しない方がよかったというなら、俺おれだってそうだよな。俺はイクミを使って図書館迷宮を顕現させる目的で生み出されたんだから」

「それは………………でも」

　まだ不安そうなイクミの頭を、刻馬はまた撫なでた。

「言いたいことがあるなら全部言っちゃえよ。全部吐き出せば楽になるかもしれないぞ」

　イクミは少し考え込んだ。

　その間中、刻馬は優しくイクミの頭を撫で続けた。

　それで少しは落ち着いたのか、イクミはぽつぽつと話し始めた。

「……図書館迷宮の奥底には、神がいるのだ」

「神？」

　刻馬が訊きき返すと、イクミは刻馬の胸の中でうなずいた。

「すべての書物の父とも言うべき存在だ。『執筆者』とでも言うべきか、書物を生み出すこと以外はほぼ何もできない、かなり限定的な神ではあるが」

「図書館迷宮の書物は、全部その『執筆者』が書いたってのか？」

「うむ……あ、いや、実際に書いているのかどうか、どういう形で生み出しているのかはわからないし、そもそもどんな形をしているのか、それさえも私は知らないのだが」

「あの量の書物を、全部……？」

　刃は紋もんが半ば呆あきれたような声を出した。

「そうだ。気が遠くなるほどの昔から、『執筆者』はただひたすらに書物を生み出し続けてきたのだ。だが、その『執筆者』に、あるとき一つの感情が生まれた。倦けん怠たいだ」

「飽きたってのか」

　イクミは刻馬の胸の中で小さく顔を左右に振り、

「たぶんそれだけではなくて、倦怠を核にしながら、好奇心のような感情もあったのだと思う。それで、これまで意図など何もなしに書物を機械的に生み出していた『執筆者』は、初めて明確な意志を持って一冊の魔導書を生み出したのだ。それが私だ」

「なるほど、イクミは『執筆者』の愛まな娘むすめというわけだ」

「支配者の娘……。イクミ先輩が姫君だったとは」

「いや、違う」

　刃紋の言葉を、イクミは即座に否定した。

「そんなたいそうなものではない。ただの道具が、一つ役割を負わされたにすぎない」

「道具って……そんな」

「書物とて道具なのだ、美み々み子こ。別に卑下しているわけではない。私は道具であることに誇りも持っている。……いや、持っていた」

　ギュッと、イクミは刻こく馬まのシャツを握りしめた。

「でも、これでは……。道具は、与えられた役割を果たしてこそ、その存在に意味があるというものではないか。なのに、私は……」

　震えたイクミの声は、また涙声になりつつある。

「んー、あのな、イクミ。少なくとも地上では、生まれや家柄に関係なく自由に生きる権利が認められてるんだぜ。誰だれでも生きたいように、なりたい職業に就く権利がある。まあ、場合によっては、なれるかどうかは別問題だけどな。でも、どんな職業でも目指す権利は等しく認められてる。家や親の職を継ぐかどうか、決めるのは本人だ。だからさ、親が一方的に決めた役割とかなんとか、そんなもの、いやなら捨ててしまったって誰もお前を責めることなんかできないんだ」

「それは、人間の話だろう」

「バカタレ。お前だって、人化した時点で人間なんだよ。編入したときに日本国民として登録されてるんだ。お前にだって好きなように生きる権利があるんだ」

　イクミが刻馬の胸の中から上目遣いに見上げる。

「……しかし」

　しかしなどと言いながらも、イクミの瞳ひとみは、畳みかけてほしいと、言い負かしてそれを認めざるを得なくしてほしい、と言っているように刻馬には思えた。

　ならば、と刻馬はさらに言葉を重ねる。

「眠れないくらい怖かったり、泣くほどいやだったりすることからなら、逃げたっていいんだよ。ってか、逃げろ」

「それで、いいのだろうか……？」

「当たり前だ。押し潰つぶされてボロボロになるくらいなら、その方がいい」

「というか、イクミさんはあの事故を繰り返させないために『断章』を集めようとしているじゃないですか。それは、立派に立ち向かっていると思いますよ」

　刻馬の後ろから、美み々み子こが優しく言った。

「ああ、なるほど。確かにそうだな。美々子の言う通りだ。そこは自信を持て」

「……そう、なのか？」

　見上げたイクミの目に、涙が浮かんでいた。

　それがどういう種類の涙なのか、刻馬にはわからない。恐怖の涙なのか、それとも別のものなのか。

　ただ、刻馬の腕の中のイクミは、もう震えてはいなかった。

「おう。ま、気にするな。どんなふうに生まれたからって、どんな能力を持っていたって、イクミはイクミであることをやめなくていいんだ。これまで通り、イクミらしく、イクミの好きなようにやっていけばいい」

「……そうか。私は……私も、好きなように生きていいのか……」

「もちろんだ。それをダメだなんて言うヤツがいたら、俺おれが叩たたきのめしてやるよ。たとえそれが神だったとしてもな」

「刻こく馬ま……」

　つうっ、と、イクミの目から涙が零こぼれ落ちる。

　それを隠すように、拭ぬぐうように、イクミはその顔を刻馬の胸に埋うずめた。

「うん。……ありがとう、刻馬」

　囁ささやくような小さな声で、嬉うれしそうに言って、イクミは黙り込んだ。そして少しすると、可愛かわいい寝息を立て始めた。

　――やっと寝てくれたか。

　少しホッとして、刻馬は布団から出ようとした。

　万が一に備えるにしても、あとは美み々み子こと刃は紋もんに任せればいい。

　が、起き上がる前に、刻馬は背後から押さえ込まれてしまった。

　――はあっ!?　み、美々子!?

「ちょ、おい、こんなときに悪ふざけは……」

　イクミを起こさないよう、極力ボリュームを抑えて刻馬は背後に言ったが、美々子が離れる気配はない。それどころか、刻馬にしがみつく腕にはますます力がこもり、ぐいぐいと身体からだを押しつけてくる。















　――なっ、おい……！　って、背中に当たる、この二つの大きくて柔らかい感触は、まさか……！

　自然と頭を抱きしめられたときの感触が思い出されて、刻こく馬まは顔が熱くなるのを感じていた。

「み、美み々み子こ、いったい――」

　返事の代わりに背後から聞こえてきたのは、美々子の穏やかな寝息だった。

　――う、嘘うそだろ……？

　胸の中には、ときおり身じろぎするイクミの温ぬくもり。

　背中には、美々子の柔らかい感触。

　前後から聞こえる、超至近距離の寝息。

　寝返りでも打っているのか、イクミを挟んだ向こうからは刃は紋もんの「ん……」とかいう声までが刻馬の煩悩……もとい、本能を挑発する。

　――こ……この状況で、寝ろと……？

　結局、刻馬は一睡もできずに、夜が明けるまで己の中の狼おおかみさんと闘い続けたのだった。



　　　　　　　　＊



　暗くなった室内で、目まぐるしく情報を映し出すモニタを眺めながら、ツインテールの髪を揺らして冴さえ香かはほくそ笑んだ。

「来た来た。くすくす、まあ、確かにこっちの動向を探ろうとしたら、ネットを介してここに入ってくるしかないわよねえ」

　冴香は図書館迷宮七階の集落で、斧おのを持った女の子の態度から、彼女が大穴を開けた当事者と繋つながりがあると判断していた。

　ならば、自分たちＬＬＬスリーエルの調査団が出向いて大穴を調べていたという情報は、遅かれ早かれ伝わるはずなのだ。

「……へえ、何、結構やるじゃない。あらら、特製ファイアウォールもあっさり抜いちゃうとか……生意気。でも、誘い込まれてることに気づかない時点でアウトね」

　冴香は思考を巡らせた。

　――『断章』、か。

　桁けた外はずれの素養を持ちながら、書物使いとしては一度潰つぶれた九く条じよう刻馬。

　その刻馬が学校への編入手続きを行った書物、『異空密儀教典』。

　そして、九条刻馬以外には不可能であろう大規模な魔法の跡。

　その跡から検出された、『断章』から発動される“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟と酷似する痕こん跡せき。

　――もう、状況証拠だけで判断しちゃってもいいくらいよね。

　タイミングからしても、状況からしても、『異空密儀教典』が『断章』の大本であった書物である可能性は極めて高い。

　国家権力を使って、強引に身柄を拘束する手もある。おそらくそれが一番手っ取り早いだろう。

　だが。

　果たして、それをさせたとして、研究に関する全権を自分が握ることは可能だろうか？

　――無理。

　有能さは認められていても、冴さえ香かは過去に行きすぎた研究を強行した問題児とも思われている。

　仮にプロジェクトのリーダーになれたとしても、そのプロジェクトチームは色々なしがらみを抱えることになるはずだ。有力な学がく閥ばつや企業などは、息のかかった研究員を送り込もうと躍起になるだろう。

　そんなメンバーによって構成されるチームは、それぞれが自分の組織のことを第一に考える烏う合ごうの衆にすぎない。

　ましてや、法を犯すような強引な手法は取らせてもらえまい。

　――やっぱり、秘密裏に進めるべきだわ。色々因縁もあるし、他ほかの研究者なんかに渡すもんですか。となると、表おもて沙ざ汰たにはしないで、図書館迷宮で確保するしかないわね。

　口元を歪ゆがめて、冴香は薄く笑った。

　冴香が魔術結社『ダァト』の門を叩たたいたのは、確か一二歳になる前だった。

　天才の名をほしいままにし、科学を学ぶことに飽きて半ば投なげ遣やりの選択だったが、そこで出会った未知の知識に冴香は魅了されていった。

　そこで魔術を学ぶほどに、見え隠れする一冊の書物。その書物を源流にして『ダァト』が成り立っていることは、結社内では誰だれもが知っている事実だった。

　ただし、その書物を見たことがある者はほとんどいなかった。

　異世界を顕現させる。その目的は大きく掲げられていても、その鍵かぎとなる書物に関しては書名すら秘されていた。

　学べば学ぶほど、その書物を直接研究したいという欲求は募っていった。

　その書物が欲しい。

　行われる儀式に潜り込み、準備段階から時間をかけて細工を施して事故を装い、その隙すきを突いて盗み出す作戦を、冴香は迷わず決行した。

　が、その効果は冴香の想像を遥はるかに超えていた。

　街一つを呑のみ込こむ異世界の顕現。

　人も、建物も、あらゆるものが呑み込まれていく中、冴香も自分を守ることに手いっぱいで、その書物を数ページ分手に入れることしかできなかった。

　その後、日本は一変する。

　冴さえ香かは先んじて身につけていた書物、読書魔法に関する知識をアドバンテージに、その研究の第一人者としての立場を固めていった。

　ある程度権力を行使できる立場にまですぐに駆け上がり、生き残った『ダァト』の主要メンバーやその関係者を拘束させたが、『断章』の元となった書物の行方は誰だれからも聞き出すことができなかった。

　とはいえ、その頃ころには冴香の興味はもう他ほかへと移り始めていた。

　図書館迷宮がすでに顕現した今、その書物よりも読書魔法という技術そのものの方が、冴香には魅力的に見えるようになっていたのだ。

　そして、自身も読書魔法の使い手として、直接調査団を率いて探索にも赴おもむいた。

　その探索の中で、冴香は苛いら立だちを募らせることになった。

　目の前に貴重な書物がある。なのに、それが手に入らないという事態。

　自分が下した命令に対して、人道だのモラルだのを口にして反抗する部下。

　そんな偽善が何を生み出すというのだろう。そんなことのために貴重な時間を費やしてどうなるというのだろう。

　冴香はその場で反抗する部下を処断し、他の部下たちを恐怖で縛りつけ、お目当ての書物を強奪した。

　結果、部下たちの反目を招いて、冴香は別行動を取って先に帰還する。その部隊がその後帰還しなかったこともあり、冴香は自身の正しさと忠実な部下の必要性を再確認し、今度は忠実な部下の確保と育成に着手した。

　増え始めた素養の高い子どもを集め、研究の名目で選別を始めたのだ。

　が、それもすぐに頓とん挫ざする。

　あの『ダァト』を率いていた九く条じようの息子の反抗によって。

　さらにスタッフの密告により、研究所そのものが閉鎖に追い込まれた。

「あんな子どもでさえ、善悪も分別も知っていたでしょう！　まして、電流に負けず信念を貫いたのだから」

　それが理由を問い詰めたとき、そのスタッフが発した答えだった。

　――馬ば鹿かどもの偽善には、虫むし酸ずが走るわ。

　ますます、冴香は自分に従わない部下を憎悪するようになり、そのときに確保した被験者を中心に、『自分に逆らわない部下づくり』に腐心する。

　部下に心など要らない。

　個性も、モラルも、必要ない。

　必要なのは鉄の忠誠心と、どんな命令でも躊ちゆう躇ちよなく実行できる冷徹さ。

「室長、まだお帰りじゃなかったんですか」

　その『逆らわないこと』を仕込まれた少年が、研究室に入ってくるなり言うのだった。

　鎧よろいを脱げば、彼らもまだ九く条じよう刻こく馬まと同じくらいの少年少女である。ただ、年齢にそぐわない冷静さが、あどけないという印象からはほど遠かった。

「まあねー」

　空返事をして、冴さえ香かはどうしようか、と考えを巡らせた。

　一度は諦あきらめた『断章』の入手。それが、手が届くところに転がり込んできた。

　――据すえ膳ぜん食わぬはなんとやら、よね。あたしは女だけど。

　もはや、異世界の顕現には興味がない。むしろ、互いの世界が潰つぶし合わずに共存している現状が都合がいい。

　この世界があればこそ、研究も評価されるのだ。研究が金にも名誉にも繋つながるのだ。

　しかし、それはそれ。

　強力な書物もその使い手も、部下としてはもちろん、研究対象としても申し分ない逸いつ材ざいなのだ。

　まして、過去の遺い恨こんを晴らして跪ひざまずかせることも一興というもの。

　腕を組んでまた笑みを浮かべ、冴香は部下の少年に顔を向けた。

「ちょっと、アンタ。ＬＬＬスリーエルの学校に連絡して、高等部の九条刻馬の近辺を調べるように通達を出しておいて」

「はい？　学校に、ですか？」

「そう。それから、鎧の書物電子化システムの整備、終わってる？」

「いいえ、まだです。ですが、作業に遅れは出ていないので、明日中には終了する予定だと報告を受けています」

「あっそう。じゃあ、“〝枯渇空間結界デソレイト・フイールド”〟のデータ化が終わってるから、明日中にインストール作業をやっとくように言っておきなさい。必要魔力も増えるから、燃料の書物もそれに合わせてセッティングするように。可能なら明日中に、遅くとも明後日には運用テストをやるからね」

「は、了解です」

　冴香は視線をモニタに戻した。

　あのとき耐えることしかできなかった九条刻馬は、どう出るだろうか。

「せいぜい足あ掻がいてみせてよね。今回は、手足は拘束されていないんだから」

　楽しそうに、嬉うれしそうに、冴香は笑った。まるで、嘲あざ笑わらうように。










第四章　デコイ・ミッション





　カーテンの隙すき間まから朝日が差し込むようになってからしばらくして、刻こく馬まの胸の中でモゾモゾとイクミが動き始めた。

「……刻馬」

　呟つぶやくような小さな声で、イクミは言った。

「よく眠れたか？」

「うん」

「そりゃよかった」

　そう答えた刻馬自身は一睡もできなかったのだが、それと引き替えにでもイクミが怯おびえずに眠れたことにホッとしていた。

「刻馬、ありがとう」

「どういたしまして」

　もう朝で、イクミが怖い思いをせずに眠れたのだから、刻馬がここにいる理由はない。刻馬としては、この落ち着かない環境から抜け出して、自分の部屋で少しでも眠りたいと思うのだが、今度は背後から押さえ込む美み々み子こが刻馬を逃がしてくれない。

「不思議だ」

　そう言いながら、イクミはまた刻馬の胸板に顔をこすりつけた。

「何が」

「刻馬の胸はゴツゴツしていて、硬い。美々子の胸の方がむにむにと柔らかくて、ずっと感触がいい」

「……そりゃまあ、そうだろうよ」

　背中にその感触を今まさに感じている刻馬としては、赤面せざるを得ない。

「うむ。なのに、刻馬の胸の方が気持ちいい。刻馬の胸の方が、安心できる」

「なんだそりゃ」

　照れ気味に、刻馬はぶっきらぼうに訊きいた。

「わからない。でも、きっと刻馬が一緒なら何も怖くない」

　妙にきっぱりと、刻馬の胸から顔を上げて、イクミは言った。そのほんのりと赤く染まった顔に、はにかんだような、幸せそうな微笑ほほえみを浮かべて。

「はあ？　いや、大おお袈げ裟さだな、おい」

　ますます照れた刻馬だったが、現状では背中で寝息を立てている美々子に気を遣ってしまって、照れ隠しに頭を掻かくこともままならない。

「そんなことはない。刻馬のおかげでよく眠れたし、ずいぶん気が楽になった」

　その赤い瞳ひとみは、まっすぐに刻こく馬まの顔に向けられていた。

「もう大丈夫……と言い切るには少し不安はあるが、きっとなんとかなる。刻馬、私はもう泣いたりしないぞ」

「そりゃ何よりだ。でも、無理することはないと思うぞ？　別に、泣くことは恥ずかしいことじゃないんだから」

「そうか。じゃあ、そのときはまた刻馬に添い寝してもらおう」

「……前言撤回。もう泣くな」

　その、刻馬の拗すねたような物言いに、くすくすとイクミが笑う。笑うときの小さな揺れが、刻馬の胸にダイレクトに伝わってきた。

「なあ、刻馬」

「ん？」

「私は、決めた」

「何を」

「私は私の好きなように生きることにする」

「ああ、それな。まあ、そんなに気張って言うことでもないんじゃないか」

「いや、刻馬には聞いておいてほしい。私自身も、宣言することで自分の決意をよりハッキリさせておきたいのだ」

「そうか」

「うむ。私は、やはり図書館迷宮の顕現など間違っていると思うのだ。だから、『執筆者』の意には添うことはできない」

「そうだな」

「私は、地上が好きだ。学校は楽しいし、この家での生活も楽しい。でも、それは刻馬や美み々み子こや刃は紋もんがいるからだ。誠せい十じゆう郎ろうもクラスのみんなも、いなくなってしまったら地上は全然楽しくない」

「ああ、それはわかる。俺おれもそう思うよ」

「もし図書館迷宮が顕現するようなことになれば、みんな死んでしまうかもしれない。それでは、地上は楽しいところではなくなってしまう」

「その通りだな」

「だから、私はそのことを父に……『執筆者』に伝えようと思う」

「え？」

　思わず刻馬が訊きき返したのは、その内容よりも、言葉に込められた決意のような意志の強さに虚を衝つかれたからだった。

　昨夜の弱々しげなイクミが、まるで嘘うそのようだ。刻馬を見つめるその赤い瞳は、いつの間にか従来の自信と力強さを取り戻していた。

「この世界がどんなに面白いかを。刻こく馬またちとの生活がいかに楽しいかを。そして、世界を繋つなげることがそれを壊してしまうことも。もし他ほかの世界のことを知りたいなら、私が話して聞かせればいい。そうすれば、きっと父も満足するだろう。また私のような書物を書いて、世界を繋げようなどと考えなくてもよくなると思う」

「なるほど」

　刻馬の同意の言葉に、イクミは嬉うれしそうに笑った。

「だから、刻馬には一つお願いがある」

「ああ、わかった」

　ん？　と、イクミは刻馬の胸の中で首を傾かしげた。

「……私はまだお願いの中身を言っていないが？」

「その『執筆者』のところまでつれていけって言うんだろ？」

「さすが刻馬、こんなときでも先読みか。うん、それもだが、でももう一つある」

「もう一つ？」

「うむ。一緒に父に会ってほしいのだ」

「はあ？」

　父に会って。

　その一言に、刻馬はしばし硬直してしまった。

「お、お前な……」

「父に刻馬を会わせて、私の所有者だぞと思いっきり自慢してやるのだ！」

「いや、あのな。お前はわかってないんだろうが、親に紹介ってのは……あいてっ！」

　後ろから髪の毛を引っ張られて、刻馬は悲鳴を上げた。

　その背後で、美み々み子こが「むにゃむにゃ」とか寝ぼけて言っている。

「うーん」

　そんな騒ぎを聞きつけて目を覚ましたのか、むくりと刃は紋もんが起き上がって、

「……あっ！　お、奥方様まで、お館やかた様さまに密着して……！　ずっ、ずるい！　い、イクミ先輩ッ！　起きてるんでしょう!?　もう朝なんですから、代わって下さい！」

　イクミはチラリと刃紋を振り返って、べー、と舌を出した。

「お、お館様ッ！　あたしの番は、いつになったら……！」

「番ってなんだよ」

「だって、奥方様とイクミ先輩は肌を許してるのに、あたしだけ……」

「紛らわしい言い方すんなっ！」

「では、今日の晩にはあたしを……」

「お前は俺おれを睡眠不足で殺す気か――――――ッ！」

　と、刻馬の背後で美々子も身体からだを起こし、髪を整えながら、

「刃は紋もんさん、刻こく馬ま様はあまり眠れなかったようですから、そんなわがままを言ってはダメですよ」

「そりゃあ奥方様は満足でしょうけど！」

　美み々み子こは不思議そうに首を傾かしげて、

「なんのことです？　それより、朝ご飯の支度を始めますから、刃紋さんも手伝って下さいな。ほら、イクミさんも」

　美々子は器用にイクミを刻馬から引きはがし、ついでに刃紋の襟えり首くびを掴つかんで部屋を出ようとする。

「そんな……！　せめて、せめて五分だけでもお館やかた様さまとスキンシップを……！」

「ダメです」

「お館様ああぁぁ――――――ッ！」

　ずるずると引きずられて、刃紋の悲しげな声はフェードアウトしていった。

「美々子、今日の朝ご飯は何を作るのだ？」

「そうですねえ。アジの開きでも焼きましょうか」

　遠ざかるそんなやりとりを聞きながら、刻馬はぐったりとして時計を見やった。

　――同居人が全員可愛かわいいってのも、考えものだよな……。贅ぜい沢たくな悩みではあるが。

　眠れる時間は、もういくらも残っていなかった。



　　　　　　　　＊



　始業前。

　刻馬は椅い子すにもたれて、あくびを噛かみ殺した。

　教室の窓から見える空は、腹立たしいほどに青い。

「……ですので、一二階までで注意すべきはゴートデーモンくらいですが、これも知能は低くて力押し一辺倒なので、冷静に立ち回れば――あの、お館様？」

　刃紋に声をかけられて、油断すれば眠気に負けてどこかへ飛んでいきそうになる意識を繋つなぎ止めようと、刻馬に頭を振る。

「ああ、悪い。えーと、なんだっけ？」

　またあくびをしながら、刻馬は訊きいた。

「一一階以降に出る怪物の話ではないか」

　昨日は怖い夢を見て以降もよく眠れたのか、いつも通り元気いっぱいのイクミが言った。

「眠そうだな、刻馬。昨日は眠れなかったのか？」

「……あの環境で眠れるかっつーの」

　やさぐれたように、しかし思い出される様々な感触に頬ほおを染めて、吐き捨てるように刻こく馬まは言うのだった。

　くすくすと笑う美み々み子こも、つられたようにあくびをする口元を手で隠した。

「なんで美々子まであくびを……？　お前、ガッツリ寝てただろうに」

「あ、いえ……その、ほほほ」

　きまり悪そうにしながらも少し頬ほおを染めて、美々子は刻こく馬まから目を逸そらすのだった。

「ってか、なんで刻馬が菱ひし谷やさんがどのくらい寝てたかとか知ってるの」

　誠せい十じゆう郎ろうに白い目で見られて、刻馬は、

「いや、ちょっとゴタゴタがな……。お前が疑ってるようなことは何もなかったから安心しろ」

「……怪しいなあ」

「そ、それより刻馬様、いよいよ明後日には学生未踏の一二階に挑むわけですから、対策をしっかり立てませんと！」

　美々子は「一二階」をやや不自然なくらい強調して言った。

　これは朝、登校中に話し合った作戦の一環だった。

　ウィーゼルたちが待ち構えるのが一三階。一二階に挑む、と情報を流しておけば冴さえ香かたちが一三階に立ち入ることは防ぐことができる。

　それで、各員なるべく「明後日に一二階に挑む」という情報を広めるために言葉に織り交ぜていくことにしよう、と決めたのだった。

「え、それマジ？」

　近くにいたクラスメイトが、美々子の声を聞きつけて刻馬に訊きいてきた。

「おう、まあな」

「じゃあ、あの掲示板の書き込みってホントだったんだ！」

「らしいよ。僕は行かないけどね」

　掲示板に書き込んだであろう当人が、頭の後ろで手を組みながら、いけしゃあしゃあと言う。

「危なくないの？」

「お前ら、こないだ遭難とかしたばっかりじゃんよ。大丈夫なのか？」

　次々と、クラスメイトたちが刻馬たちの周囲に集まってき始めた。

「逆にそれで自信がついたんだよ。結構際どい場面もあったけど、全員無事に八階から帰還できたしな」

「いやまあ、でも九く条じようと菱谷さんと宗むね近ちかさんもいるからなあ。今や誰だれもが認める学内最強パーティの候補筆頭だし」

「美々子ちゃん、頑張ってね！」

「九条君、イクミちゃんのこと、ちゃんと守んなきゃダメだからね！」

「はいはい。言われなくてもそのつもりだよ。ま、大丈夫だろ。刃は紋もんが地理や生息する怪物については知ってるから」

「は、お任せを。お館やかた様さまのお役に立てるよう、一命を賭としてご案内いたします。そして次こそは、お館様に添い寝して頂けるよう……」

「添い寝!?」

　誠せい十じゆう郎ろうも含めたクラスメイトたちが、声を揃そろえて反応する。

「お願いだからおかしなことを言い出さないでくれ――ッ！」

　叫ぶ刻こく馬まに、クラスメイトの一人がヘッドロックを極めた。

「ってか、てめぇ、いつの間に宗むね近ちかさんにお仕えされてやがるんだ!?　独り占めか!?　羨うらやましすぎるぞこの野郎！」

「ぐえ。く、苦し……」

　しかし刻馬の抗議の声には誰だれ一人耳を貸さず、

「そうだそうだ！」

「菱ひし谷やさんがいてイクミさんまでいるのに、この上……ッ」

「不潔！　不潔だわ！」

　と、その瞬間、始業を知らせるチャイムが鳴った。

　チャイムに気を取られて緩んだヘッドロックを外し、逃げ出すように刻馬は自分の席を離れてドアへ向かう。

「あ、刻馬様、どちらへ？」

「屋上で寝てくる」

　もはや隠しさえしないで堂々とサボり宣言をしつつ、刻馬は廊下に出ながらまた一つあくびをした。



　三時限目が終わった頃ころ、屋上に誠十郎がやってきた。

　これから実行する作戦に関して話そうと、刻馬が携帯電話で呼び出したのだ。相手が相手だけに、電話越しの説明では傍受される危険性が高い。人の多い教室でも、誰に冴さえ香かの息がかかっているかわかったものではない。

　学校内にいるからには屋上だって油断はできないが、しかし教室や廊下よりはマシだろうと刻馬は思っていた。

「……なんで鞄かばんを大事そうに持ってるんだよ」

　その誠十郎の姿を見て、寝っ転がったまま刻馬が苦笑する。

「えー、だって、大事な書物に何かあったら困るじゃん。家に置いといたら親が勝手に触るかもしれないし、うちのクラスにそんな人はいないと思うけど、教室に置きっぱなしにして盗まれても困るし」

　やっぱりそんな理由か、と呆あきれながら、刻こく馬まは「よっと」と上体を起こした。

「悪いな、わざわざ来てもらって」

「いや、ちょうど僕も話したいことがあったし」

「話したいこと？」

　誠せい十じゆう郎ろうはキョロキョロと辺りを見回して人がいないのを確認しつつ、刻馬に歩み寄ってすぐ側そばに腰を下ろした。そして声のトーンを落として、

「うん。食いついたみたいだよ。さっきまた入り込んでみたら、なんだか慌ただしく装備の調整とかやってるみたいだった。それに、例の鳴海なるみ冴さえ香かの名前で明後日に調査に出る旨の通達が出されてる」

「おいおい、学校でハッキングしたのかよ」

「まあね。常に動向には気を配らないと。僕は現場に行っても役に立たないし、そもそも行かないし、ここで活躍しとかなきゃ針はり原はらさんに合わせる顔がないでしょ。大見得も切っちゃったし、そろそろ針原さん、図書館迷宮に発たつ頃ころだし」

「それはそうか。いや、それはまあいいんだが……」

　腕を組んで、刻馬は考え込んだ。

「なあ、反応が早すぎないか？　お前が昨日の夜のうちに掲示板に書き込んだとしても、俺おれたちがその話をし始めたのが今日の朝だぜ？　なのに、午前中のうちに動きがあるってのは……」

「それだけ刻馬たちに興味を持ってるってことなんじゃないの？　あの魔法の跡を見たんなら、むしろそのくらいの反応はあると思うけど」

「ならいいんだが……」

「ちょっと考えすぎなんじゃない？　そりゃまあ、パーティのリーダーやってれば慎重にもなるんだろうけどさ」

「……」

　果たしてそんなに甘い相手だろうか、と刻馬は思わずにはいられない。

「で、刻馬の話って？」

「ああ、実はな、俺たちが探索に出てヤツらを引きつけてる間に、やってほしいことがあるんだ。念のため、壁に耳あり障子に目ありっていうから、ちょっと耳を貸せ」

　そう切り出して、刻馬は誠十郎に美み々み子こと立てた作戦について耳打ちをした。

「……なるほど。そういうことだったんだ」

　納得顔で、誠十郎がうなずいた。

「ああ。できるか？」

「できるできないじゃないよね。やるよ。僕も、刻馬と菱ひし谷やさんの意見には賛成だから。針原さんのためにも、きっちりやってみせるよ」

「助かる。でな、誠せい十じゆう郎ろう。もしも、万が一のときは、俺おれたちのことを洗いざらい喋しやべっちまって構わないからな」

「は？　何言ってんの？　仲間を売るような真ま似ね、僕は……」

「いや、わかってる。けど、実は喋られたからって凄すごく困るようなことはあんまりないんだよ。お前が捕まった時点で作戦は失敗だし。だったら、意地を張ってもいいことはないだろ。何かあったら絶対に助けに行くから、何を喋ってでも命を繋つなぐことを考えてくれ」

「や、やだなあ、そんな大おお袈げ裟さな」

「大袈裟なもんかよ。相手は、針はり原はらの仲間たちを何十人も殺した相手なんだ」

「大丈夫……だと思うよ？　バレてなければなんにも起こりようがないし……」

　かなりビビった顔で、うわずった声で誠十郎は言った。

「そうだな。そうであってくれれば一番いいんだが……」

　今のところ、刻こく馬またちが意図した通りに状況は動いている。

　だというのに、刻馬の中にある妙な胸騒ぎは、一向に消える気配がなかった。



　　　　　　　　＊



　不気味なほどに何ごともなく、作戦決行の日がやってきた。

　刻馬たちは学校が始まる前、早朝のうちから図書館迷宮へと出向いた。授業が始まってしまっては、学生は実習などで学校からの通達なしには入り口の改札を通してもらえない。

　刻馬たちが学生で初めて一二階に挑むという話は改札で警備に立つ自衛官たちにも伝わっているらしく、

「よう、いよいよ今日だってな。学校が始まる前に肩慣らしってわけか？」

　などと気さくに笑いかけられた。

　ええまあ、とか適当に返事をしつつ、ゾロゾロと改札を抜けて、中へ。

「あの自衛官の人たちを騙だましているようで、ちょっと罪悪感があるな」

　ギギギ、と閉まろうとするサグラダ・ファミリアもどきのドアから改札を振り返って、槍やりを手にしたイクミが呟つぶやいた。

「学校をサボるというのも、なんだかドキドキしますね」

　優等生の美み々み子こは、そうは言いながらも少し楽しそうだった。

「しかしお館やかた様さま、何もこんな早くから探索を始めなくても。放課後からでもよかったのでは？」

「いや。俺たちの目的は、逃げ回って時間を稼ぐことだ。先に入られて待ち伏せの布陣を敷かれたりすると面倒くさい」

「待ち伏せ……！」

　イクミも美み々み子こも刃は紋もんも、一様に息を呑のんだ。

「こっちの利点は身軽さと機動性だ。待ち伏せられて数を効果的に使われると……要するに、囲まれるとまずい」

「しかし、待ち伏せていてくれるのなら、わたくしたちは何もせずとも時間が稼げるのではないでしょうか？」

「全部が待ち伏せてくれればな。向こうには数の利がある。例えば適当な階の碑を一部隊に封鎖されてしまえば、こっちが逃げ回れるフィールドは限定されて追い詰められやすくなる。最悪、俺おれたちが入った後に上の碑を押さえられる可能性もあるしな」

「なるほど……」

　納得したように、美々子がうなずいた。

「できればこっちが待ち伏せて、ヤツらの動向を先に掴つかみたい。それでちょこちょこちょっかいをかけながら、あちこちを引っ張り回す。常に下へ退路を確保しておけば、一二階までは時間を稼げる。七階から始めると仮定して、一二階までは最短ルートを普通に歩いても三時間。向こうの足の遅さやこっちからのちょっかいも加味して、四時間くらいは稼げると思う。引き返す時間も考えれば、倍近くにはなる。そのくらい稼げれば、あとは誠せい十じゆう郎ろうが上う手まくやるだろ」

「うふ。万が一の場合は、あたしが斬きり伏せて血路を開いてご覧に入れます」

「ダメだ。刃紋は斬り伏せ禁止。可能なら、誰だれ一人殺すな」

「な……しかし！」

「言っただろ。俺は誰にも人を殺してほしくないんだ」

「お言葉ですが、お館やかた様さま。おそらく向こうはお館様とイクミ先輩以外は殺すつもりです」

「それでも、だ。俺たちはヤツらとは違う。殺して解決なんて絶対にダメだ。だからこんな作戦を立ててるんだろ。本当にヤバいとき――こっちの誰かが殺されそうなとき以外は、絶対に殺すな」

　なおも不満そうな刃紋の肩を、ポンポン、と美々子が叩たたいた。

「刃紋さん。貴女あなたは刻こく馬ま様に仕えているのでしょう？　わかっているんですか？　これは君命ですよ」

「……ッ！」

　弾はじかれたように、刃紋が刻馬の前で跪ひざまずいた。

「し、失礼いたしました！　謹んで拝命いたしますッ！」

「あ……いや、えー」

　困ったように、刻馬は頭を掻かいた。

「とりあえず、立てって」

　刻馬は刃紋の腕を掴んで立ち上がらせた。

「そんな大おお袈げ裟さなもんじゃないが、一緒に暮らしてるんだから家族みたいなもんだろ。家族に人殺しなんてさせられるかよ」

「家族……」

　刻こく馬まの言葉に、刃は紋もんが頬ほおを染めた。

「ああ、なんというお優しい心遣い。確かに娶めとって頂けば家族ですし、将来お世継ぎを抱く手が血に汚れては一大事ということですね！」

「違いますっ！」

　刃紋を刻馬の側そばからぐいっと引っ張って引き離し、美み々み子こが叫んだ。

「たった一言で、いったいどこまで都合よく飛躍するんですか！　まったく！」

　刻馬は苦笑しながら、

「さっき誠せい十じゆう郎ろうに電話をして確認してもらったが、今のところＬＬＬスリーエルの調査団が改札を通った記録はないそうだ。とりあえず六階と七階を繋つなぐ碑の、七階側へ向かおう。そこで陣取って、連中の到着を待つ。連中が来たら、一度姿を見せて、ベルテの村とは反対側のルートへ誘導しよう」

「うむ。刻馬、では、急ごうではないか」

「ああ。でも、途中で怪物にやられたんじゃ意味がない。急ぎながら、慎重に行こうぜ」

　互いにうなずき合って、四人は書架の間を進み始めた。
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　改札の記録について刻馬に報告し終えて、誠十郎は携帯電話を置いた。

「あとは、魚が食いつくのを待って、こっちも作戦開始か……」

　手元の書物に触れる。

　上う手まくやれる。その自信はある。

　……が、屋上で刻馬が言っていた『万が一』の話が頭から離れなかった。

　もし、捕らえられたら。

　想像しただけで、身体からだに震えが走る。

　しかし、刻馬たちは自分よりももっと危険な囮おとり役やくをやっているのだ。その間に自分が上手くことを運ぶと信じて、文字どおり、命いのち懸がけで。

　――いや、問題ない。大丈夫……。

　何度もそう自分に言い聞かせながらも、しばし考えて、誠十郎は書物を開いた。

　――でも、やれることがあるなら……。

「小説『アイス・クラッシュ』より抜粋、顕現せよ、“〝電脳結線ソウル・コネクト”〟――」
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　木々や書架の陰に隠れて二時間ほど待った頃ころ、碑の前に次元の裂け目が現れた。そこから姿を現したのは、銀色に輝く鎧よろいで全身を覆い、イクミのそれより倍以上も長い槍やりを携えた戦士だった。鎧の左手部分は不自然に膨らみ、液晶のモニタがはめ込まれている。その上、左の腕部分には開いた状態で書物がセットされており、鎧の胸元にはＬＬＬスリーエルのエンブレムが刻まれていた。

　――来た！

　刻こく馬またちの間に緊張が走る。

　物陰で目配せをしあっている間にも、鎧は続々とその数を増やしていた。

　周囲を警戒しつつ整列しているその数は、とっくに三〇を超えている。しかし次元の裂け目から出てくるペースがまったく衰えない。

「なっ、何人いるというのだ!?」

　思わず声に出してしまったイクミに、ＬＬＬ調査団員たちの視線が集中した。

「あ……！」

　イクミはしまった、という顔をするが、もう遅い。

「逃げるぞ！　走れッ！」

　刻馬が鋭く叫んだ。

「刃は紋もん、先頭を行けッ！　美み々み子こは防御障壁を展開して、しんがりを頼む！」

「「はいっ！」」

　返事をするや否や、刃紋は走り出していた。走りながら書物を引き抜き、怪物との遭遇に備えている。

　それと同時に、美々子も詠唱を開始していた。そして魔法を完成させるなり、

「刻馬様！　お早く！」

「すまん」

　刻馬は後ろを気にしながら、パニクりかけていたイクミの手を取って走り始めた。



　五分ほど走って、先頭の刃紋が足を止めた。

　分かれ道に差しかかったのだ。

「どちらに向かいますか、お館やかた様さま」

　やや乱れた息で、刃紋が訊きいた。

「そうだな……美々子、追ってきている様子は？」

「いえ、今のところはありません」

「そうか。実際、さっきもヤツら、急いで追いかけようって雰囲気じゃなかったな。おそらくはまだ七階に出てきてなかった鳴海なるみ冴さえ香かの指示待ちってところか」

　刻こく馬まは繋つないでいたイクミの手を放し、あごに手を当てて思案を始めた。

「こ、刻馬。その、すまない。声を出してしまって……」

　イクミが申し訳なさそうにうつむいた。

「いや、問題ない。どのみち気づかせるつもりだったしな。アイツらには、俺おれたちを追いかけて、狩りの気分を楽しんでもらわなきゃ困るんだから」

「そ、そうか」

「ああ」

　空返事をしながら、刻馬は交互に分かれ道を見やって、

「刃は紋もん、木を適当に斬きって横倒しにして、こっちの道を塞ふさいでくれるか。通りにくくなる程度でいいから」

「はい。お安いご用です。小説『五剣伝』より抜粋、顕現せよ、“〝三日月宗近クレセント・ムーン”〟」

　刃紋は顕現させた日本刀を振るい、樹木に対して剣を一いつ閃せんした。斜めに入った切り口を滑って、倒れた木が道に横倒しになる。それを何度か繰り返すと、道はすっかり通れなくなってしまった。

「こちらの道を塞いで、どうするのだ？」

「ヤツらもそう考えるだろ。この道を塞いで、俺たちはどっちへ行ったのか、と。少しでも迷ってくれればありがたい。塞いだ方が気になれば倒木を退ける作業で時間を食うだろうし、こっちに行けば若干だが遠回りになる」

「なるほど」

「さあ、急ごう。あまり引き離しすぎてもまずいが、追いつかれるわけにはいかない。八階への碑のところで待ち受けて、ヤツらの姿を見たら八階に移動する」

　うなずき合って、一行は八階への碑へと向かって歩みを再開した。










第五章　刻こく馬まの剣





　主に碑のあたりなどで姿をさらし、かつ追ってきていることを確認しながら、刻馬たちは下へ下へと移動していった。

　そして、一二階。

　それまでの鬱うつ蒼そうとした森とは一転して、書架や書物の山を除けば、奇岩が立ち並ぶだけの荒涼とした大地が続いている。

　空は夕焼けとも朝焼けとも違う、濃淡のない赤一色。

「……話には聞いていたが、思った以上に視界が通るな。森よりかなりやりにくくなりそうだ」

　呟つぶやいて、刻馬は腕時計に目をやった。

　早朝に図書館迷宮に入ってから四時間半。

　しかし、それだけの時間を動き回りながらも、刻馬自身も仲間にも疲労の色はあまりなかった。想像以上に鎧よろいの一団の歩みが遅かったおかげで、追いついてくるのを待つ間などで思ったよりも休息が取れているのだ。

「想定より時間は稼げましたね」

　美み々み子この言葉に、刻馬はうなずいた。

「この下には針はり原はらたちがいるはずだしな。ここで上う手まく立ち回って、折り返して地上を目指そう。ここからは上に向かう際には、相手の待ち伏せも考えられる。最悪強行突破をするほかないし、ここからが正念場だ」

　一同がうなずき合う中、碑の前で次元の裂け目が口を開け始めた。

「お館やかた様さま」

　その旨を、刃は紋もんが目で知らせてくる。

「ああ。じゃ、鬼ごっこの再開といくか」



　少し走って、奇岩も少なくなり開けた場所に出ると、書架の陰から現れたマント姿の人影が立ち塞ふさがった。

「な……理り瑠るさん!?」

　驚く一同に、ウィーゼルはショートボブの髪を揺らして笑った。

「ごめんごめん、ちょっと思うところがあって、罠わなは一二階に仕掛けることにしたんだ。ほら、仲間たちが殺されたのもこの階だし」

　しゃあしゃあと言うウィーゼルに、刻馬は眉み間けんに深くしわを寄せる。

「お前、最初からそのつもりだったな？」

「別に、フロアが一個くらいずれたからって、作戦に大きな支障はないでしょ？　ボクに殺させるって作戦には。違う？」

「くっ……」

　返す言葉もなく、絶句する刻こく馬またちの前に、さらなる影が次々に姿を現した。

　キング、ティタン、ミンユィンの三人をはじめ、少年少女がおよそ四〇人。

　全員が王国同盟のメンバーなのか、刻馬には判別がつかなかった。なぜなら、キングも含めて、誰一人として白十字の黒マントを身につけていなかったからだ。

　白十字のマントを身につけているのは、王国同盟を抜けたというウィーゼル一人だけだった。

　ティタンは腕を組んだまま刻馬を一いち瞥べつし、面白くなさそうに顔を背けた。そんな恋人のとなりでミンユィンは苦笑を浮かべる。

「やあ、兄さん。今回は盛大なイベントにお招き頂いて、感謝しているよ」

　そう、キングは刻馬に歩み寄った。

「そりゃ嫌味か？　それとも皮肉か？」

「心からの謝辞のつもりだが」

「ところで、イオとあのライオンはどうしたのだ？」

　イクミがキョロキョロと見回しながら訊きいた。















「彼女には少し仕事をしてもらっている。この図書館迷宮には、我々以外にもＬＬＬスリーエルに恨うらみを抱いている者は多いんでね。この一年二年だけでも、力ずくで書物を奪われたり、仲間を殺されたりという被害は多いんだそうだ。我々の仲間たちも、新しく入った者たちの大半はＬＬＬに恨みを持つ者たちばかりだ」

「うふ。まったく、聞くほどに度し難いこと……！」

「ああ。だから、今日ここで殺す」

　きっぱりと言い切るキングに、刻こく馬まは不機嫌さを露あらわにする。

「まったく、キングといい針はり原はらといい……！」

「刻馬様、それよりあれを！」

　美み々み子こが指さした先には、銀色の鎧よろいの一団の姿が見え始めていた。整然と一糸乱れぬ隊列を組み、長い槍やりを天に向けザッザッと行進してくる。その数は一〇〇ほどだろうか。この場に集った王国同盟の倍以上の数である。

「くっ、もう来やがったか……！」

「どうするのだ、刻馬！」

「どうするもこうするも、この状況じゃあ……！」

　逃げ回る作戦は、もう意味をなさない。かといって、キングやウィーゼルを思い止とどまらせる妙案も、刻馬にはない。

「兄さんたちはそこで見物していればいいさ。さあ、全員、書物を抜け！　今こそ復ふく讐しゆうを果たすとき！　ウィーゼル、罠わなを！」

「うん、発動させる！」

　ウィーゼルが屈かがみ込こんで、足下に転がっていた書物を何冊か動かした。

　……が、何も起こらない。

「あ、あれ？」

　慌てるウィーゼルに、ティタンが、

「おい、何をやっているんだ、ウィーゼル！　ちゃんと仕掛けたのか!?」

「当たり前だよ！　そこにもあそこにも……！　くそ、なんで発動しないんだッ！」

　ウィーゼルが拳こぶしを地面に叩たたきつけた。

「ウィーゼル、不発だった罠にこだわらない方がいいヨ。たくさん仕掛けたなら、他ほかの罠を発動させるべきネ」

「やってるよ！　でも、どの罠も動いてくれないんだ！」

「馬ば鹿かな……」

　ティタンが信じられないという顔で絶句する。

「いや、全部が失敗なんて、逆に不自然だ。ウィーゼルの罠の精度は我々もよく知っている。一つしくじっただけで珍しいというのに、こんなことはありえない」

「……何かが罠わなの発動を阻そ害がいしているんだ。そしてたぶん、それは連中がやっている」

　ぽつり、と刻こく馬まが王国同盟の面々のやりとりを聞きながら、言った。

「うむ。少なくとも、連中が何か魔法を起動していることは間違いない。あの鎧よろいの全員から、ときおりかなりの魔力の活性化が見て取れる」

「ワタシも異空密儀教典の意見に同感だヨ。おそらくは起動待機型の魔法、特定の条件下で自動で効果を発揮するタイプだネ。効果を発揮するタイミングで魔力が活性化しているのヨ」

　そうこうしているうちに、ＬＬＬスリーエルの騎士たちは刻馬たちから五〇メートルという位置にまで行進してきて、歩みを止めた。

　向けられた二メートルを軽く超える長ちよう槍そうの穂先が、鋭く光る。

　その一団の中から、スーツ姿の女が姿を現した。

　左右に分けて結んだ髪、人を小こ馬ば鹿かにしたような笑みとふんぞり返ったような態度。腰には剣と書物を吊つってはいるが、高級そうな真っ赤なスーツは図書館迷宮では明らかに浮いて見える。

「久しぶりねえ、九く条じよう刻馬君。あたしのこと、覚えてる？」

　挑発するように、艶えん然ぜんと微笑ほほえんで、女が、鳴海なるみ冴さえ香かが言った。

「……高校生相手に騎士みたいなフル装備の書物使いを一〇〇人か。ずいぶん大おお袈げ裟さじゃないか、冴香先生」

　刻馬は冴香を睨にらみつけた。

「懐かしい呼び方ね、昔を思い出しちゃうわ」

「こっちは思い出したくもねえけどな」

　くすくすと笑って、冴香は、

「でもさあ、大袈裟ってことはないでしょ？　あの七階の大穴、あ、八階にもあったわね。あれをやらかすような子を相手に、これっぽっちじゃ心こころ許もとないわあ」

　そんなことを口にしながらも、顔や態度からは揺るぎない自信がにじみ出ている。

「で、もう逃げないの？　それとも、そのお友達がいるこの場所までおびき出すのが目的だったってこと？　ふん、ま、どっちにしても、小細工なんか踏み潰つぶしてあげるけど」

　――なるほど、思惑があって逃げ回ってることなんかお見通しってか。それを全部打ち破ってみせて、自分の力を誇示しつつ、こっちを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめして戦意を喪失させたいんだな。まったく、自信家でサディストのこの女らしいやり方だ……！

　と、いうことは。

　まだ、何かあるのではないか。

　そう思えてならない。

　――俺おれたちが意図を持って逃げ回っていたことは、まあ、予測されていてもおかしくはないが……針はり原はらのトラップまで予測できたのはなぜだ？

　悪寒のようなイヤな感覚が、刻こく馬まの心に粘り着くように不安を掻かき立てる。

「さあ、九く条じよう刻馬君。数では圧倒的にこっちが有利ね。どうするの？　七階と八階に大穴を開けた魔法を見せてくれるのかしら？」

　冴さえ香かが言うと同時に、背後の調査団員たちが一斉に槍やりを構えた。

　――槍やり衾ぶすまとは、古典的な……。

　しかし、数を揃そろえ、長い槍を持って隊列を整えた部隊はかなり戦いにくい相手である。

　並ぶことで隙すきをつくらず、長い武器の攻撃範囲を活いかして一方的に攻撃する。武芸としての槍術は短い槍の方が扱いやすいが、集団戦になった途端、槍は長さが重要になるのだ。

「数の優位、か。だが、ここは図書館迷宮、我々のテリトリーだ。それを忘れてもらっては困るな」

　キングが、そう笑った。

　同時に、刻馬たちの背後から、足音が聞こえ始めていた。それも、一つや二つではない。

　砂すな埃ぼこりを巻き上げながら、かなりの人数の猛も者さたちがＬＬＬスリーエルの調査団を包囲するように展開していった。

「ウィゼ姉！　キング！　お待たせしましたっ！」

　その先頭を走っていた、大きなライオンに跨またがったイオが叫んだ。

「俺おれたち群ぐん狼ろう党、ＬＬＬへの恨うらみが晴らせると聞いてやってきたぜッ」

　数多くのツノオオカミを引き連れた一団の中から、髪の長い少年が咆ほえた。

「白しろ薔ば薇ら兵団、突撃用意ですわッ！　今こそ妹たちの仇かたきを討うつとき！」

　高らかに、白い革かわ鎧よろいに身を包んだ女の子たちが剣を掲げて鬨かちどきの声を上げる。

「我らリッパーズ、貴様らに恨みはないが、質のいい武器防具を剥はぎ取とれると聞いて馳はせ参じた」

「俺たちの村を襲って数多くの書物を奪っていった暴挙、忘れたとは言わせないぞ！」

「見ていてくれ、戦友！　今日こそ、お前の無念を張らすっ！」

「よくもあの人を……！」

　駆けつけてくれた援軍のその数、ツノオオカミも含めておよそ一二〇。その端々から、ＬＬＬに対する恨みの声が聞こえてくる。

「……どんだけ恨みを買ってたんだ」

　思わずぼそりと突っ込んだ刻馬の声など完全に無視して、冴香は面倒くさそうに、

「ぎゃあぎゃあうっさいわねえ。弱いのが悪いんでしょ」

　と吐き捨てた。

「ボサッとしないで、円陣を展開！　三六〇度どっちにでも対応できるよう、槍を並べなさい！」

　冴さえ香かの号令で、全身鎧よろいの騎士たちは全方位に槍やりを向けた、ウニのような陣を敷く。

「これで数の優位は崩れた」

　キングは言いながら、書物を抜いた。

「脚本『非常識酒場』より抜粋、顕現せよ、“〝念動制御トワイライト・ヘツド”〟」

　笑みを浮かべ、キングは顕現させた念動力によってたくさんの書物を周囲に浮かべ、戦闘態勢を取る。

「それに、槍やり衾ぶすまなど恐れることがあるものか。槍が長いというならば、その槍の届かないところから魔法で畳みかければいいだけのこと！」

　キングの宣言に、図書館迷宮の猛も者さたちからさらなる鬨かちどきの声が上がる。

「さあみんな、憎きＬＬＬスリーエルに魔法を放て！　斬きり裂さき、焼き尽くし、蹂じゆう躙りんするのだッ！」

　キングが複数の魔法を同時に制御できるという特性『多重魔法マルチプル・キヤスト』で“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟と雷撃を立て続けに放った。

　ウィーゼルもティタンも、それぞれに武器を構え、書物を手に魔法を唱え始める。

　冴香たちＬＬＬ調査団を包囲する面々からも、炎の矢が、超高圧の水が、冷気の塊が、浸食する闇やみが、これでもかというほど放たれた。

　一〇〇人程度の部隊なら、一〇回は全滅するほどの魔法攻撃。

　しかし、その降り注ぐすべての魔法は、冴香や鎧の調査団員に届く遥はるか前に霧散してしまった。

「な……ッ!?」

　キングのみならず、その場にいた全員が驚きよう愕がくに言葉を失った。

　一気に場を静寂が支配する中、冴香がニヤニヤと笑っていた。

「……やっぱりか！　針はり原はらの罠わなは失敗したんじゃない！　ヤツらによって無効化されてたんだ！」

「馬ば鹿かな！　仮に防御系の魔法障壁を張っていたとしても、あれだけの数の魔法を防ぎきれるはずがない！」

　キングが叫ぶが、刻こく馬まは首を横に振った。

「一人の魔法では無理でも、書物使い同士を連結させて、同じ魔法を全員が共有しているとしたら、そのくらいの出力は賄まかなえるはずだ」

「あ……！　書物電子化システム……！」

　美み々み子こが、思い出したように言った。

「ああ。おそらく、な」

　冴香がぱちぱちぱち、と手を叩たたいた。

「はい、大変よくできましたー。範囲内の読書魔法の顕現を阻そ害がいする結界を展開してるってわけ。書物電子化システムで一〇〇人分を連結してね。言っておくけど、単純に一〇〇倍じゃないわよ？　さすがに一〇〇乗とまではいかないけど、出力だけなら何千人分くらいはひねり出せてるから。要するに、あたしたちに魔法攻撃は通用しないってことね」

　言いながら、冴さえ香かは書物を引き抜いた。

「でも、その結界を展開したままでも――」

　それを開いて、目を落とす。

「民話集『怪異談』より抜粋、顕現せよ、“〝氷柱女房の寵愛フローズン・エンブレイス”〟」

　空中で水分が集約し、凝固し、長さ三〇センチほどの大きな氷柱つららが形成された。

「魔力そのものは遮断されないから、結界の外側に魔法を顕現させることは可能なのよねえ。さて、誰だれにしようか、なっと！」

　語尾の語気を冴香が強くした瞬間に、空中の氷柱が放たれる。

　その氷柱はまっすぐに飛び、ウィーゼルの右の太ふと股ももを貫いた。

「ああああああ――――――ッ！」

　痛みにもがきながら、ウィーゼルが倒れ伏した。氷柱が砕けて消え去ったせいか、半ば凍りかけた傷口からは血が噴き出している。

「ウィゼ姉――――――ッ！」

　イオを乗せたまま、フライデイが駆け出した。イオは駆けるフライデイのたてがみをまさぐるようにして、

「よくもウィゼ姉をッッ！　フライデイ、行きますよっ！　絵本『金曜日のライオン』より抜粋、顕現せよ、“〝野生の大行進アニマル・キングダム”〟ッ！」

　フライデイの影が大きく広がり、その中からゾウが、水牛が、シマウマが、ガゼルが、何種類もの動物たちが何十、何百と溢あふれ出始めた。それらが一丸となって、地響きを立てながらＬＬＬスリーエルの調査団に向かって突進していく。

　その大行進に呑のみ込こまれれば、普通ならばただではすまない。大きな動物にぶつかられ、いくつもの蹄ひづめに踏みつけられて、重厚な金属鎧よろいを身に着けていたとしても、命を落としかねないだろう。

　しかし、それも呑み込むことができればの話。

　大量の動物たちも、槍やりの穂先にすら届くことなく、次々と雲散霧消していった。

　冴香は勝ち誇ったようにサディスティックな笑みを浮かべ、手にしていた書物を仕舞いながら、

「無駄だって言ってるでしょ、頭の悪い子ね。じゃ、わかるように思い知らせてあげるわ。ナンバー七〇以降の三〇名、システム切り替え！　攻撃魔法用意！」

「まずい！　全員、攻撃に備えろッ！　可能な者は防御系の魔法を発動させるんだッ！」

　刻こく馬まが叫ぶと同時に、ＬＬＬの円陣の中で騎士たちは左腕のモニタを見やりながら詠唱を開始した。

「「「「「「民話集『怪異談』より抜粋、顕現せよ、“〝氷柱女房の寵愛フローズン・エンブレイス”〟」」」」」

　まったく同じ魔法の詠唱が、幾重にも折り重なる。

　空中に、何十本もの氷柱つららが形成され、地上に向けてバラ撒まかれた。

「刻こく馬ま様ッ！　カタログ『魔導器百選』より抜粋、顕現せよ、“〝携帯用城壁パーソナル・ランパート”〟っ！」

　美み々み子こが防御障壁を展開して、刻馬やイクミ、刃は紋もんを守る。

　ティタンも大きな盾を顕現させてミンユィンを守り、キングは飛行系の魔法を駆使して氷柱を回避していた。

　イオはフライデイを駆り、倒れたウィーゼルを守ろうと手斧ちようなで氷柱を叩たたき落としていた。

　他ほか、防御魔法を唱える者、武器で防ぐ者などやり方は様々ながら、半数以上の者たちは対応したようだったが、間に合わない者たちが幾人も傷つき、倒れていった。

「さて、魔法は効かない。近づけば槍やりの餌え食じき。こっちは一方的に魔法で攻撃できる。さすが天才よねー、あたし。取引でも持ちかけようかと思ってたけど、このまま殲せん滅めつしちゃおうかしら」

　冴さえ香かは勝ち誇ったように高笑いをするのだった。

　刻馬が、キングが、それ以外にも何人もが悔しそうに唇を噛かんだ。しかし、形勢が悪いのは事実、迂う闊かつに動くことは誰だれ一人できなかった。

「でもまあ、さすがに森を丸々消しちゃうような魔法をぶつけられたらまずいって感じだしー、もう一枚切り札を出そうかしらね。連れてきなさい」

　冴香の命令を受けて、鎧よろいの調査団員に引っ張ってこられたのは、両手を後ろ手に縛られた小柄な学生だった。

「せ、誠せい十じゆう郎ろう……！」

　瞬間、刻馬は理解した。

　ウィーゼルの罠わなについて、冴香が知っていた理由。

　誠十郎に何を喋しやべってでも命を繋つなげ、と言ったのは刻馬自身なのだから。

「ごめん、刻馬」

　刻馬はさらに強く唇を噛んだ。

　誠十郎が囚とらわれているということは、作戦そのものが失敗したということなのだ。

　思考を切り替えなくてはならない。

　最優先は、誠十郎の救出。

　そして、ウィーゼルや王国同盟も含めた、仲間を守ること。

　さらに、それらを満たした上で、ウィーゼルや王国同盟側にも、なるべく人を殺させないこと。

　しかし、目下最優先事項の誠十郎救出さえ、何も有効な手がないのが現状だった。

　冴香は腰のブロードソードを抜き、誠十郎の喉のど元もとに刃やいばを突きつけた。そして誠十郎が大切にしていた書物を左手で掲げた。

「ふふん、気づいてないと思うあたりが、所しよ詮せん学生の浅知恵ね。こんな凄すごい書物を持ってても、宝の持ち腐れってヤツ？」

　またひとしきり笑って、冴さえ香かは、

「じゃあ、九く条じよう刻こく馬ま君。まず、その大剣をこっちに放ほうってもらおうかしら？」

「くっ……」

　言われるまま、刻馬は背負っていた大剣を鞘さやごと外し、放り投げた。

　冴香がその大剣を顎あごで指すと、鎧よろいの調査団員が一人やってきて、大剣を重そうに引きずりながら持ち去っていく。

「そうそう。いいわねー、頑かたくなに反抗してあたしの研究所を閉鎖にまで追い込んだ九条刻馬君が従順なこと！　じゃあ、次は……そうだ、ここに集まったクズどもを一掃してもらおうかしら？　あれだけの森を消し去れる刻馬君なら簡単よねえ？」

「なっ……そんなこと……ッ！」

　刻馬は冴香を睨にらみつけた。

「あらあ、反抗的な目ね。困ったねえ、ハッカー君。薄情なお友達は、あたしに忠誠は誓えないって言いたそうよ？　キミの命がかかってるのにねえ」

　冴香はそんな刻馬を嘲あざ笑わらうように、誠せい十じゆう郎ろうに突きつけた剣先を揺らしてみせるのだった。

「……ッ！」

　ぎり、と刻馬は歯は噛がみをした。

　考える。

　冴香が危き惧ぐする通り、最大出力の“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟をぶつければ、顕現無効化の結界をゴリ押しで打ち破れるかもしれない。

　しかし、仮にそれで結界を破れたとしても、冴香や調査団員たちを殺してしまうことになりかねない。さらに、誠十郎をも巻き込んでしまう。

　かといって、冴香の要求通り、ここに馳はせ参じてくれたライブラリ・チルドレンを攻撃するなど、絶対に呑のむわけにはいかなかった。

　――八はつ方ぽう塞ふさがりか……！

「刻馬……」

　不安そうに、イクミが刻馬の顔を覗のぞき込こむ。

「刻馬ッ、僕に構わないで！　こいつらにあの魔法をぶっ放すんだッ！」

　そう叫んだ誠十郎を、冴香は力いっぱい蹴けり飛ばした。

「うわっ」

　地面に無様に転がった誠十郎に、冴香は苛いらついた顔で剣を突きつける。

「何勝手に喋しやべってんのよ、馬ば鹿か。ホンッッット、馬鹿。何かっこつけてんの？　自分の立場、わかってる？　指とか腕とか、一本くらいなくなったって人質の役目は果たせるって理解させてあげようか？」

　冴さえ香かが剣を振り上げた。

　その瞬間。

　冴香のもう一方の手から、目も眩くらむようなまばゆい光が溢あふれ出した。
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　イクミは光を遮るように目を手で庇かばいながらも、その現象から目を背けることができなかった。

「まさか、書物が――」

　刻こく馬まが呟つぶやく。

　書物が人に変化する。人以外にも、動植物や、怪物にも。それを、イクミは知っている。しかし、目の当たりにするのは初めてだった。

　冴香も、鎧よろいの騎士たちも、もしかしたら初めてなのかもしれない。眩まぶしさから目を庇うその様には、明らかに動揺があった。

　やがて光が収束していき、その中から手が伸びた。冴香の、剣を持つ右手に向かって。

「ご主人様から離れやがれ、このクソババア、です」

　抑揚がまったくない声が響くや否や、光の中から飛び出した影は冴香の右手を掴つかみ、そして思いっきり噛かみついた。

「痛――――――ッ！」

　剣を取り落とし、冴香が数歩後退あとずさる。

　冴香に噛みついた当人は、冴香の腕から離れ、誠せい十じゆう郎ろうを守るように両手を広げて立ちはだかった。

　それは、少女だった。誠十郎やウィーゼルよりもなお小柄な女の子。しかし、堂々と張った胸は、イクミよりも女の子らしいふくらみを誇示していた。

　淡い青色の、短く刈った髪。

　そして、鼻の上にちょこんとのった眼鏡。

　ゴムともレザーともつかない、ピッタリとフィットした近未来を思わせる衣装も髪に近い青。その首からは、何本かのコードが伸びてブラブラと揺れていた。

　露出した肩に、書物の証あかしである刻印。

「それから、私には汚い手で触るな、です。ご主人様にも、ぞんざいに扱われたことないのに」

「き、君は……」

　誠せい十じゆう郎ろうが、自分を守ろうと仁王立ちする少女の背中を見上げた。

「刃は紋もんさん！」

「はい、奥方様！」

　その一瞬の虚を衝ついて、グルカナイフを構えた美み々み子こと脇わき差ざしを抜いた刃紋が勢いよく駆け出した。二人はお互いを庇かばい合うように巧みに槍やりをさばき、誠十郎と彼を守る書物の女の子の下へと走っていく。

「くっ、なんでこんなタイミングで……ッ」

　噛かまれた腕を押さえながら、冴さえ香かが毒づいた。

「こんなタイミングだからに決まってんだろッ！」

　イクミのすぐ横で、刻こく馬まが叫んだ。

「書物にだって、感情はあるんだよ！　そんなシステムで書物の心をないがしろにして、いや、人間の心さえもないがしろにして、お人形たちを従えてるアンタにはわからないだろうけどなッ！」

「そうですっ！　忠誠なんて、強要するものじゃありません！」

　誠十郎の手を縛るロープを斬きりながら、美々子が言った。

「その通り！　忠誠とは、自らの意志で捧ささげるもの！」

　美々子や誠十郎に伸びてくる槍を弾はじきながら、刃紋が叫んだ。















「刃は紋もんさんの言う通りです！」

「忠誠とは、愛！　忠誠とは、女の歓よろこび！」

「その通り……え？　刃紋さん、それは違……きゃあ！」

　当初こそ混乱もあってか美み々み子こや刃紋が自在に立ち回れていたものの、徐々に調査団も冷静さを取り戻し、的確に連携し始めた。数の利を活いかして、取り囲もうと動き出す。

　刃紋が突き出された槍やりの穂先をかわし、長い柄つかを掴つかんでぐいっと引っ張った。よろけて近づいてきた調査団員の鎧よろいの継ぎ目を狙ねらい、脇わき差ざしを振りかぶって――、

「……くっ、斬きり伏せは、禁止……っ！」

　しかし、刃紋はその手を止めて、鎧の顔面に蹴けりを入れるに留とどめる。

「刃紋さん、こんなときでも刻こく馬ま様の言いつけを守るなんて、さすがです！」

「もちろんです！　それに……うふふ、この窮きゆう地ちを脱することができれば、お館やかた様さまに褒ほめて頂けるはず！　君命を厳守してとなれば、もっともっと……ッ！」

　槍の攻撃をさばきながらも、そんなことを口走る刃紋の表情は恍こう惚こつとなり始めた。

「お館様もそうでしたもの。あたしを殺せと強要されながらも、決して殺さず……！　そうだわ、あたしが拝命した君命は、お館様が矜きよう持じを賭として、生涯を賭して進もうとなさっている道と同じ！　つまり、お館様はその果てしない道程を、この刃紋に供をせよと仰おつしやったのだわ！」

「え……。それはたぶん、拡大解釈がすぎるのでは……」

　が、刃紋は美々子の呟つぶやきには耳も貸さず、

「生涯を賭する道行きのお供……それはつまり、……うふふふふふふふふふ」

　言いながら刃紋は槍を脇差で受け流し、誠せい十じゆう郎ろうに向けて突き出された別の槍の穂先を踏みつけて封じ込めた。

「殺しはしない。でも……、殺させもしないわ！　絶対に！」

「え、ええ……！　その点については、同感です！」

　刃紋も美々子も、多勢を相手に八はち面めん六ろつ臂ぴの奮闘を見せている。

　だが、いかに気迫で数の差を補うといっても、限界がある。

　しかも、美々子と刃紋は、誠十郎と書物の女の子を守らなければならないというハンディがある。徐々に分が悪くなっていることは明らかだった。

「くそ、せめて剣さえあれば……！」

　悔しそうに、刻馬が唇を噛かむ。美々子や刃紋を助けにいきたいのだろう。

　――そうだ、刻馬は、剣を奪われてしまっている……。

　なんとか助けになれないかとイクミは思考を巡らせるが、いいアイデアなど何も浮かばなかった。

　そもそも、イクミから発動できる魔法は、今のところ一種類しかないのだ。それは、現状で美み々み子こや刃は紋もん、誠せい十じゆう郎ろうたちを巻き込まない使い方はできそうにない。巻き込まないような出力では、あの無効化結界に掻かき消されるのがオチだ。

　冴さえ香かは、全力での刻こく馬まの魔法を恐れている。

　しかし、全力で撃てば味方を巻き込む。

　どうにか、味方を巻き込まずに全力の魔法をぶつけられれば……。

　無理だ、とイクミは思った。

　そんな矛盾したことが、できるはずがない、と。

　悔しさに唇を噛かむ。

　あの書物の少女は、持ち主である誠十郎を守るために人化までしたというのに。

　持ち主の危機を救うために、その姿まで変えたというのに。

　――諦あきらめてしまって、いいのだろうか。

　このままでは、美々子や刃紋まで人質になってしまう。冴香の要求は、刻馬にとっては悪夢の再来だ。

　それを、刻馬にさせるというのか？

　――ダメだ。それだけは、絶対にダメだ！

　一緒に寝てくれた刻馬の温ぬくもりが、蘇よみがえる。怖いと泣く自分を抱きしめてくれた刻馬の手の感触が蘇る。

　――優しい刻馬に、そんなことをさせるわけにはいかない。

　好きなように生きろと、そう言ってイクミの迷いや恐怖を拭ぬぐい去さってくれた刻馬に、そんなことをさせるわけには――。

　――好きなように……？

　ふと、閃せん光こうのように、イクミの脳裏を何かが走り抜けていった。

　できるかどうか、とは考えない。

　できるはずだ、と強く自分に言い聞かせて。

「刻馬」

　自分の所有者の名前が、口をついて出ていた。

「私を読んでくれ」

「え？　しかし」

　イクミは戸惑う刻馬に詰め寄って、

「早く！　このままでは、美々子たちまで……！」

「でも、“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟じゃあ……」

「いいから！　頼む、刻馬！　私を信じてくれ！」

「何か、考えがあるのか」

　イクミは力強くうなずいた。

「……わかった」

　刻こく馬まにもたれるように身を預けて、イクミは両断されてしまった刻馬の剣を想おもう。

　――さぞ無念であろうな。最後は所有者を守って散った、それは本望であろう。とはいえ、一番肝心なときに、一番刻馬が必要としているこの瞬間に、戦場に持ってきてもらうことすらできなかったのだから。

「お前の遺志は、私が継ごう。だから――」

　私に、力を貸してくれ。

　口の中で呟つぶやいて、イクミはリンクされた刻馬の心へと意識を投じた。
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　刻馬が心の中に浮かび上がったイクミの書物を手に取ると、書物はパラパラと勝手にめくれ始めた。

　ピタリと止まって開かれたページは――

「え？　白紙？」

　何も書かれていない、まっさらなページ。

　本来収まるべきページが『断章』としてが失われたままの、白いページ。

「イクミ、これは……」

　イクミは何も言わない。

　しかし、刻馬はその腕の中で、イクミの魔力がいつになく高まっていることも確かに感じていた。

　――読んでくれ、刻馬。

　刻馬が再び白紙のページに目を落とすと、そこにはうっすらと文字が浮かび上がり始めていた。

「……！」

　――その書物は、私の心そのものだ。ならば私の決意だって……！　幸い、まっさらなページはたくさんあるのだから！

　その文字が、徐々に濃度を増していく。

『私は、刻馬の大剣が羨うらやましかった』

　まず浮かび上がったのは、そんな文章だった。

『あんなふうに、私も刻馬に使いこなしてほしかった。性能を引き出してほしかった。あの剣と同じだけ、信頼してほしかった。戦友として認めてほしかった』

　噛かみしめるように、刻馬は浮かび上がる文章を追っていく。

『刻馬は、私にも好きなように生きる権利があると言ってくれた。

　だから、私は決断する。

　私は、与えられた宿命も役割もすべてを放棄しよう。

　異世界の顕現など知ったことか。

　そして――、

　その想おもいを、このページに永遠に刻もう。

　私は、大剣になりたい。

　優しい刻こく馬まが助けたいと願うものを、堅けん牢ろうに守護する剣に。

　優しい刻馬の憤りを体現し、敵を討うち滅ぼす剣に。

　決して折れることなく、何ものにも負けることがない最強の剣に。

　我が魔力よ、刻馬を通して世界に顕現する力よ、そのすべてを刃やいばと為せ！

　常に我が所有者――大好きな刻馬の手の中に在り続ける、私は、そんな剣としてこれからの一生を捧ささげると誓おう！』

　刻馬にもたれたイクミの身体からだが、恥ずかしそうに少し身じろぎをする。

　――さあ、刻馬。唱えてくれ！

　魔力が、イクミから流れ込んでくる魔力が溢あふれてしまいそうだった。

　熱いほどに、狂おしいほどに、刻馬の中で素養が受け止めた魔力が猛たけっている。

「唱えてくれ！　『執筆者』から与えられた借り物の力ではない。これは、私自身が望み、私自身がそう在ろうと願う、刻馬だけに捧げる私の魔法だッ！」

　イクミから供給される魔力の量が、さらに跳ね上がった。

　無限のはずの器を満たそうとするように。

　その魔力は熱っぽく叫ぶイクミのテンション同様に、煮えたぎるような高温で刻馬の中を暴れ回る。

　その高温に浮かされるように、刻馬は記述から導き出され収束する魔法を顕現させるべく、意識を集中させた。

「ま……魔導書『異空密儀教典』より抜粋、顕現せよ、“〝イクミの魔剣アニヒレイシヨン・ブレイド”〟ッ！」

　詠唱を終えた途端、刻馬の身体から大きく魔力が弾はじけ出でた。闇やみよりもなお黒いその魔力は、しかしすぐにイクミを包み込み、イクミごと収縮し、刻馬の目の前にそれを形作る。

　剣の、柄つか。

　刻馬が愛用してきた大剣のそれとほぼ同サイズの、柄。

　左右に伸びる鍔つばの間には大きな闇色の宝玉が嵌はめ込こまれて、その中ではイクミの内うち股ももにあった刻印と同じ図形が揺らめいていた。

　剣身は、ない。刃のない、柄だけの大剣。

　恐る恐る、刻馬はその柄に手を伸ばした。

　握りの部分を、掴つかむ。

　その瞬間、柄つかから闇やみが溢あふれ出した。

「うわっ」

　闇は鍔つばから剣身にあたる空間を走り、刻こく馬まの身の丈を越えるほどにまで噴出する。

　まるで、燃え盛る漆黒の炎のように。

　その燃え盛る闇の剣は、周囲のすべての者の目を惹ひきつけて止やまなかった。

　身震いするほどに禍まが々まがしく、それでいて目が離せなくなるほどに神々しい。そんな、異形の魔剣。

「あはははははははははははッ！　やった、やったぞ！　私は――私は、刻馬の剣になった！　剣になれた！」

　剣身の炎が揺れ、イクミの声が戦場に響き渡る。

「さあ、刻馬、私を使ってくれ！　私を心ゆくまで振るってくれ！　この刃は我が魔力そのもの！　効果範囲など気にすることなく、全力で叩きつけられるぞッ！」

「……！　なるほどな」

　にやり、と刻馬は笑った。

　そして、地面を蹴けって走り出す。

「くっ！　迎撃しなさいッ！」

　冴さえ香かの指示を受けて、調査団員たちがまた詠唱を始めた。

　刻馬に向かって、氷柱つららの槍やりが降り注ぐ。

「このッ！」

　その氷柱の群れを、刻馬は大剣を振るって斬きり裂さいた。

　否、斬り裂くこともなく、刃やいばに触れた氷柱は、剣身に呑のみ込こまれるように跡形もなく消滅していた。

　その手て応ごたえに、刻馬は驚きよう愕がくする。

　――軽い。まるで重さを感じない……！

　ずっしりとした重厚感は確かに手の中にあるというのに。

「馬ば鹿かな。あの刃、まさか“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフイア”〟と同じ性質を持っているというのか……！」

　愕がく然ぜんとしたキングの呟つぶやきを背に、刻馬はまっすぐに突っ込んでいく。

　やがて、幾多の魔法が掻かき消えたあたりで、ガン、と剣が何かにぶつかるような感覚があった。

　槍やり衾ぶすまの円陣まで、あと三〇メートルというあたりだった。

　刻馬の手の中で、大剣の存在感が揺らぐ。

「ぐあっ！　こ、刻馬、ここだっ！　ここが境界だ！」

　悲鳴を上げながらも、イクミが、剣が叫んだ。

「おう！　全力でいくぞッ！」

　刻こく馬まは足を止めて、衝撃を感じたあたりに大剣を叩たたきつけた。

　ギィン、と金属音にも似た衝撃音が響く。

　がくん、と膨大な魔力が持っていかれる感覚が刻馬を襲った。

「ぐう……、こ、こりゃあ、並の魔法が一瞬で消えるわけだ……！」

　が、同時に、鎧よろいの調査団員たちが騒然となり始めた。

「なっ、なんだこの負荷は!?」

「化け物か！」

「このままでは……ッ！」

「この結界を抜かれてあの剣で斬きられたりしたら……ッ！」

「室長、ご指示をッ！」

「ガタガタうるさいッ！　攻撃に回った人員も含めて、全員で防御に専念しなさい！」

「へっ、やっぱりこの結界、効果を発揮するときには消耗が激しくなるんだな！」

　ならば、と刻馬はまた大剣を振りかぶった。

「真っ向から力比べといこうじゃねえか！」

「うむ！　我ら二人対騎士団一〇〇人か、相手にとって不足はないな！」

「出力だけなら何千人分だって言ってたけどな」

「ならばなおのこと、打ち負かし甲が斐いがある！」

　イクミのやる気に、刻馬はくすりと笑って「確かに」とうなずいた。

「「言っておくが――」」

　声を揃そろえて、刻馬とイクミは雄お叫たけびのように叫んだ。

「イクミの魔力は、無尽蔵だぞッ！」

「刻馬の素養は、底なしだぞッ！」

　そして、叫ぶや否や、鬼神の如ごとき勢いで結界を乱打し始めた。

「おらあ――――――ッ！」

　一撃ごとに、魔法を中和しようとする障壁とあらゆるものを消し去ろうとする闇やみの刃やいばがぶつかり合い、何もない空間に亀き裂れつにも似た衝撃を走らせる。

　やがて、調査団員の何人かの鎧から、白い煙が上がり始めた。

「も、もう保もたない！　ガントレットが焼けついちまう！」

「こっちもだ！　このままでは……！」

　調査団員たちが浮き足立ったのを見て、刻馬は、

「美み々み子こ、刃は紋もん！　今のうちに誠せい十じゆう郎ろうたちを！」

「は、はい！　さあ、梶かじ原わらさん、今のうちに！」

「う、うん、ありがとう。さあ、君も……！」

　誠十郎が書物の女の子に手を伸ばす。少女は躊躇ためらわずにその手を握り、

「はい、ご主人様。この手は放さないで下さい、です。あ、もちろん比ひ喩ゆですが」

　冷静沈着に、しかしほのかに頬ほおを染めて、そう答えるのだった。

「え……？　あ、う、うん」

　戸惑う誠せい十じゆう郎ろうに、刃は紋もんは散漫になった攻撃を余裕でさばきつつ、

「うふ。お熱いのは結構ですが、お早く」

「了解です。さあ、ご主人様」

「うん！」

　手に手を取って走ってくる誠十郎と女の子を守るように、美み々み子こと刃紋が槍やりの円陣から離脱した。

「よし！　イクミ、このまま結界をぶっ壊すぞ！」

「うむ！　ヤツらから優位を奪って、撤退に追い込むのだな！」

「そういうことだ！」

　刻こく馬まは、さらに漆黒の魔剣を振るい、結界を叩たたく。

「きーッ！　アンタたちがグズだから、人質に逃げられちゃったでしょ！」

　不機嫌そうに喚わめき散らすが、鎧よろいの面々はそれどころではない。

「し、室長。剣を……」

　気を利かせたつもりか、調査団員の一人が冴さえ香かが落とした剣を拾い上げて差し出した。が、冴香はその調査団員に蹴けりを入れ、剣をふんだくって鞘さやに収めつつ、同じ調査団員をもう一発蹴る。

「あーもう、どいつもこいつも、ホンット使えない！」

「し、しかし、これほどの負荷を強しいられては……」

　と、誠十郎と女の子を安全圏まで逃がした美々子が踵きびすを返して、刻馬の近くへと走り寄った。

「刻馬様！　微力ながら、お手伝いいたしますッ！」

　美々子は叫ぶなり書物を開き、

「カタログ『魔導器百選』より抜粋、顕現せよ、“〝魔導砲マナ・ブラスター”〟」

　顕現した小振りな杖の先端を結界へと翳かざした。

「起動せよ、魔法選択、マジック・ミサイル！　シュートっ！」

　美々子が唱える度に、杖の先端からいくつもの光球が放たれた。それは空中を滑るように飛び、境界で弾はじけて消える。

「あたしだって……！　奥方様だけにいい格好はさせませんッ！　小説『五剣伝』より抜粋、顕現せよ、“〝数珠丸恒次ソード・ロザリオ”〟ッ！」

　刃紋の手に顕現したのは、鞘に収まった日本刀だった。その鍔つばと鞘は、幾重にも数珠じゆずが巻きつけられて抜けないように封印されている。

　その数珠じゆずがじゃらじゃらと蠢うごめき、刃は紋もんの周囲を取り巻いて鎌かま首くびをもたげた。

「行けッ！」

　刃紋の号令とともに、じゃらららららっ！　と数珠は音を立てながら凄すさまじい速さで調査団へと向かって伸びていった。結界に阻まれて掻かき消えても、刃紋は一向に気にしたふうもなく何度も数珠を伸ばし、放ち続ける。

「我々も加勢するぞ！　少しでもいい、ヤツらの消耗を早めるんだ！」

　キングが取り囲む武闘派混成部隊に向かって叫んだ。

　同時に、フライデイに跨またがったイオが叫ぶ。

「ティタン！　お願い、ウィゼ姉を治して下さいっ！」

「ダーリン！　早く！　ウィーゼルが死んじゃうヨ！」

「ああ、わかってる！」

　イオとミンユィンに急せかされて、ティタンは倒れたウィーゼルへと走り始めた。

　四方から魔法が降り注ぎ、なおも刻こく馬まは禍まが々まがしい大剣を振るい続けている。

　キングや武闘派たちの魔法が降り注いだところでものの数ではなくとも、刻馬の斬ざん撃げきは確実に調査団員に消耗を強しいて、書物電子化システムに強烈な負荷をかける。

　何人かのガントレットが火を噴いて機能を停止させ始めた。

「くっ……！　計算外だわ。どうしてこんなことに……！」

　冴さえ香かの顔が、初めて焦りに歪ゆがんだ。
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　魔法が降り注ぐ轟ごう音おんと、周囲から上がる歓声で、途切れかけていたウィーゼルの意識は覚かく醒せいした。

　頭がぼうっとして、思考が上う手まくまとまらない。

　それが、脚の傷からの大量失血によるものだと思い至るまでに数秒を要した。

「ぐ……」

　呻うめきながら顔を上げると、自分の名を呼びながらフライデイに乗ったイオと、ティタンとミンユィンが駆けてくるのが見えた。

　――そうだ、戦況は……？

　ぼんやりとした頭で見回す。

　刻馬が、見たこともない異様な大剣を振り回していた。その周囲では、美み々み子こと刃紋が無効化されることを承知で魔法を乱発していた。

　いや、美々子と刃紋だけではなく、キングや周りの武闘派の連中までもが、意気盛んに魔法を無駄撃ちしていた。

　――何、これ。

　事態が理解できない。

　優勢なのか、劣勢なのかさえも。

「こ、ここを何がなんでも死守しなさいッ！　いいわね！」

　そう叫ぶように命じて、冴さえ香かは身を翻ひるがえした。

「室長!?」

　戸惑う部下たちを尻しり目めに、冴香は来た方向、一一階への碑がある方向へと、調査団員たちの形成した槍やりの円陣から抜け出して走り始めた。

　――逃げる……!?

　みんなの仇かたきが。

　復ふく讐しゆうの相手が。

　それだけは、させるわけにはいかなかった。

「に……逃がすもんか……ッ！　逃がすかあッ、鳴海なるみ冴香ァ――――――ッ！」

　血が噴き出すのも構わずに、ウィーゼルは叫んで身を起こそうとした。

　が、身体からだに、脚に力が入らない。

　名を呼ばれて振り返った冴香が、地べたに這はいつくばったウィーゼルに嘲あざけりの眼まな差ざしを向けた。

　お前に何ができる。

　まるで、そう言っているように。

　いや。あの女は、ずっとそういう目で見てきたのだろう。

　ライブラリ・チルドレンを。

　ウィーゼルの仲間たちを。

　そういう目で見下し、蔑さげすみ、殺してきたのだ。

　――許さない。許すわけにはいかない。たとえ、この命に代えても……ッ！

　ウィーゼルは腰のホルスターから書物を引き抜いた。

「ウィゼ姉、やめて――――――ッ！」

「やめるのヨ、ウィーゼル！　治療が先ヨ！」

「そうだ、無む茶ちやはするな！　その出血では、命が危ないんだぞ……！」

　駆け寄ってくるイオたちの言葉も、ウィーゼルの耳には入っていなかった。

　近くに転がっていた、自分が取り落としたサバイバルナイフを右手で拾い上げる。

　痛みも出血も構わず、無理矢理にウィーゼルは上体を起こした。

「ぐああああああああッ！　ま……魔導書、だ、『ダイアン・フォーチュンの日記』より抜粋！　顕現せよ――、」

　冴香は余裕の笑みを浮かべ、腰の書物に手を伸ばした。

「ホント馬ば鹿かね！　そのザマでまだ戦おうなんて！　ホント、鬱うつ陶とうしい！」

「やめろおおおおお――――――ッ！」

　刻こく馬まが戦場中のすべての音を掻かき消すような大音量で叫んだ。

　それは、誰だれに対する言葉だったのだろう。

　怪け我がを押して魔法を唱えようとするウィーゼルに対してか。

　そのウィーゼルに攻撃を仕掛けようとしている冴さえ香かに対してなのか。

「ふん、無駄よ！　確かに結界が破れるのは時間の問題でしょうけど、あの死に損ないを叩たたきつぶすだけならあたしの方が――」

「黙れッ！　殺させるわけにはいかないのだ！　貴様にも、理り瑠るにも！　それが刻馬の願いなのだから、私は！」

　闇やみの剣身が揺らめいた。大きくうねり、すべてを呑のみ込こむような黒はさらにその深さを増す。

「私は、刻馬の剣として！　断じて、そんな真ま似ねを許すわけにはいかないのだッッッ！」

　その場にいる誰もが、イクミが変じた魔剣に目を奪われたことだろう。

　イクミが供給する魔力が、刻馬の身体からだから溢あふれ出る魔力が、人の目にさえハッキリ映るほどの濃度に跳ね上がっている。

　異世界を顕現させるほどの魔力が。















　広大な森を一瞬にして消し去るほどの魔力が。

　漆黒の剣身その一点に収束していく。

　周囲の光をすべて吸い込んでしまうかのような、いっそまばゆいような、そんな深しん淵えんがそこにはあった。

「「砕け散れ――――――ッ！」」

　二人の声が合わさり、刻こく馬まの剣が大上段から振り下ろされた。

　刻馬の眼前の空間に、広く、大きくヒビが入る。

　そして、一瞬の後。

　空間が――結界が、砕け散った。

　調査団員たちの左腕から、次々と派手な煙が上がる。

　無効化されなかった魔法が、雨のように銀色の鎧よろいの上に降り注いだ。

　同時に、不発に終わっていたウィーゼルの罠わなが発動したのか、地面のそこここから火柱や雷撃が噴出し始めた。

「くっ……！」

　結界が破られて、冴さえ香かの顔色が一気に青ざめた。ウィーゼルにさえ背を向けて、再び碑のある方へと走り出す。

　――しめた！

　結界が、割れた。

　それはつまり、今なら魔法が届くということ。

　ウィーゼルは歯を食いしばって、傷の痛みをねじ伏せた。逃げる冴香の背中を、血走った目で睨にらみつける。

　――魔法を……魔法を完成させさえすれば……ッ！

　放たれる風の魔法の衝撃に備えて、身体からだに力を込める。

「あああああああああ――――――ッ！」

　また血が流れ出し、激しい痛みが全身を駆け巡った。我慢しきれず、悲鳴が止めどなく溢あふれ出る。

　でも。

　それでも。

　――ボクは、みんなの……ラビの、仇かたきを……ッ！

　ウィーゼルは、復ふく讐しゆうの手を止めるわけにはいかないのだ。



　一方で、結界が割れた瞬間に動いた者が、もう一人いた。

　それを刻馬は見逃さなかった。

「神話『十二柱の神々』より抜粋、顕現せよ、“〝愚者の翼イカルスズ・リグレツト”〟ッ！」

　周囲に浮遊させた幾多の書物の一冊から、キングは魔法を発動した。背中から、真っ白い鳥の翼が顕現する。

　キングは一度大きく翼を羽ばたかせて空へと飛び上がり、一〇メートル以上の上空で旋回した。

　そして。

「叙事詩『猛犬の物語』より抜粋、顕現せよ、“〝足投げの槍ゲイ・ボルグ”〟！」

　魔法によって顕現させた巨大な槍やりを、刻こく馬まに向けて放った。槍は空中で砕け散り、無数の鋭い破片となって降り注ぐ。

「刻馬！」

「ああ、わかってるッ！」

　鋭く叫んだイクミの警告に応こたえつつ、刻馬は側そばにいた美み々み子こと刃は紋もんを守るように前に出て、漆黒の大剣を振るった。

　剣身に触れた破片が、闇やみに呑のまれていく。闇に呑まれた破片を中心に闇が広がり、その闇に触れた破片もまた闇に呑まれる。闇は刻馬が剣を振るう度に、そして破片を呑み込む度に急速に増殖し、拡散し、瞬く間にすべての破片を呑み込んだ。

「ったく、本性を現しやがったな！　鳴海なるみ冴さえ香かより怪け我がをした針はり原はらより、俺おれを襲うのが最優先かよッ！」

　咆ほえた刻馬を、キングは空中で悠然と笑った。

「ウィーゼルの怪我は、ティタンが治す。結界さえ消えれば、勝敗は決した。あの女はいずれ誰だれかが殺すだろう。万が一逃がしてしまったとしても、図書館迷宮で地上を呑み込んだ後に改めて殺せばいい！」

　キングの周囲でくるくるといくつもの書物が動き回る。そして、キングの顔の前で、大判で重厚な書物がピタリと止まる。

「小説『闇の貴族』より抜粋、顕現せよ、“〝始祖の凶相ヴアンパイア・フオーム”〟」

　キングの口から、鋭い犬歯がせり出してくる。その瞳ひとみは、イクミのそれよりもなお赤く変へん貌ぼうしていた。

　――そうか、連中がマントを外していたのは……！

　刻馬は、瞬間的に理解していた。

　吸血鬼が嫌うものを、戦場からなるべく排除したかったのだ。

　すなわち、背中に負った十字架を。

「まずい！　目を合わせるな！　魅み入いられるぞ！」

「し、しかし、それでは満足な防御も……！」

　刻馬の言葉に従ってキングから顔を背けながらも、刃紋が困惑気味に的を射た問題点を口にした。

　相手を直視できない。

　戦闘に際してそれがいかに不利か、考えるまでもなく刻こく馬まも理解していた。

「確かにな……」

　刻馬は悔しそうに吐き捨てた。

　相手を直視できない。しかも、相手は上空にいて剣も届かない。

「さあ、兄さん。覚悟を決めてもらおう」

「ざけんなッ！　それでお前の仲間たちは浮かばれるのかよ！　喜ぶのかよ！」

「喜ぶさ！　少なくとも、我々の仲間たちを……ラスクを殺した世界など、憎悪の対象でしかないな！　いや、彼女に見せられなかった地上など、もはや存在する価値もない。いっそ滅んでしまえばいい！」

　勝ち誇ったようなキングの絶叫は、しかし、刻馬の耳には悲鳴にしか聞こえなかった。

　悲しみを紛らわすために復ふく讐しゆうを言い張って走り出し、いつしか立ち止まることができなくなってしまったのだ。

　そう、刻馬には思えてならなかった。

「……馬ば鹿か野郎」

　一度、血が出そうなほど強く唇を噛かんで、そして。

「刃は紋もん！　さっきの数珠じゆずをキングに向かって放て！　当てる必要はない、ただ、絶え間なくキングに向けて放ち続けるんだ！」

「え？　は、はい！」

　刃紋がわけもわからないまま、詠唱を開始する。

「美み々み子こ！　下から、俺おれとヤツとの位置関係をナビゲートしてくれ！　大おお雑ざつ把ぽな位置関係だけでいいから！」

「な、ナビゲート？」

「ああ。行くぞ、イクミ。もう少し、力を貸してくれ」

「うむ。しかし、もう少しなどと、遠慮は要らない。私は刻馬の剣なのだから」

「そうだったな。助かる」

　刻馬は地面を蹴けって、刃紋が放った数珠を掴つかんだ。

　伸びていく数珠は刻馬ごと、空中を走ってキングへと肉薄する。

「「……！」」

　驚きながらも、刃紋も美々子も刻馬の意図を察したようだった。

　刃紋はさらに幾条も数珠を放ち、刻馬の足場をつくりにかかる。

　美々子も赤い空を見上げ、「刻馬様、あと三メートルです！」と叫んだ。

「おうよッ！」

　刻馬が数珠から手を放し、その勢いのまま、飛んだ。

　――狙ねらうはあの書物、『闇やみの貴族』！　アレさえ斬きれば、キングの計画は潰つぶせる！

　大剣を横よこ薙なぎに振るい、斬る。

　しかし、キングは翼をはためかせてその攻撃をかわした。

「ああっ！　惜しい！」

　イクミが残念そうに叫んだ。

　――くっ、さすがにそう簡単にはいかないか。そもそも、直視できないから狙いも甘くなってしまう……！

　刻こく馬まは刃は紋もんが用意してくれた数珠じゆずを足場にして、走り、跳び、キングを追いながら次の攻撃に備えて態勢を調整した。

「上です、刻馬様！」

　美み々み子この声に、刻馬はまた数珠を蹴けった。

　キングは滑空や旋回を繰り返し、刻馬から魔法の間合いを取ろうとする。

　それを、数珠の上を駆けながら刻馬が剣の間合いに収めようと追いかける。

「ちぃっ！　なんという身体能力だ！　我が兄ながら、化け物か！」

「うるせえッ！　やらせるわけにはいかねえんだよッ！　地上にいる俺おれの友達たちのためにも、お前の仲間たちのためにもッ！」

「まだ言うか！」

　剣を構えた刻馬の影と、キングの影が交錯しそうになったその瞬間。

　起動した罠わなの一つから、幾つもの光が迸ほとばしった。



　地上に広がった複雑な紋様の中心から、数十にも及ぶ光の筋が溢あふれ出す。

　が、それは敵であるはずの調査団には向かわず、王国同盟の面々目がけて飛来する。

　その光の一つがウィーゼルの目の前に落ちて、

『もうやめて！』

　そう、確かに声を発した。

　あまりに懐かしい声色で。

　光は徐々に人の姿を形作る。

　ちょんまげのように髪を結んだ、幼い女の子の姿を。

『もうやめてよう。そんなぼろぼろのうぃぜねえ、みたくないよう』

　大粒の涙を大きな瞳ひとみから零こぼしながら、淡く発光を続ける女の子は、ウィーゼルに歩み寄って抱きついた。

「……ラビ」

　ウィーゼルは書物もナイフも取り落として、女の子をしっかりと抱きしめた。考えるより先に、抱きしめていた。懐かしい温かさが、感触が、その腕を通して確かに伝わってくる。

「……ごめんね。ごめんね、ラビ……！」

　謝罪が口をついて出ていた。

　それが、今心配をかけてしまっていたことに対してなのか、あのとき守れなかったことに対してなのか、地上に連れていってあげられなかったことに対してなのか、ウィーゼル自身にもわからなくなっていた。

『無様ね。そんな醜態、ライバルにはさらしてほしくないものだわ』

　腰に親の形見だという鈴を着けた少女の姿に変じた別の光が、腕を競い合っていたスズネが、つんとそっぽを向いてウィーゼルに言った。

『だよな。そんな無む茶ちや、作戦としては下の下だしね』

　狐きつねのように細い目の男の子、策士気取りのキョウも、いつしかウィーゼルの側そばで微笑ほほえんでいた。

『っていうか、そんなに無理して死にそうになったりされてたら、おちおち寝てもいられないじゃないか』

『しかも、頼んでもいない仇かたき討うちのためになんて』

『スズネ、それは言いすぎ。でも、さ。みんなが笑ってくれてた方が、僕らとしては嬉うれしいよ』

「う……」

　ウィーゼルの目から、涙が零こぼれ落ちる。

「……ごめん。みんな、ごめん…………」

　ぎゅっ、とラビを抱きしめる腕に力を込めた。

　腕の中のラビが、ようやく『えへへ』と笑みを零した。

　ふとウィーゼルが見やれば、ミンユィンの前にも、ティタンのところにも、イオの下にも、いくつもの光が人の姿をとって優しく話しかけていた。

　そして、まるで争いを止めるかのように、キングと刻こく馬まとの間にも一条の光が割って入っていた。

『地上にはたどり着いたんでしょう？　なのに、どうしてそんなに苦しそうなの？』

　光は長い髪を束ねた女の子を形作り、キングに語りかける。

　キングは言葉を失って、目を見開き、ただその姿を凝視していた。

『私たちのことはもういいから。それより、地上へ行きましょう？　きっと地上はいいところよ。だって、私たちがずっと目指していたところだもの。それに、地上で育った貴方あなたのお兄さんは、こんなにも優しいじゃない。こんなにも、貴方やウィーゼルたちのために必死になってくれてるじゃない』

　諭すように、あやすように、その女の子は穏やかに語りかける。

『たまに、地上でラスクを食べたときにでも、私たちのことを思い出して。私たちのことは、そのくらいでいいから』

　女の子は微笑ほほえんで、そして一度、そっとキングを抱きしめた。

　そのまま、光が薄れて、徐々に輪郭が霞かすんでいく。それは、他ほかの光もまた同様だった。

　もちろん、ウィーゼルの腕の中のラビも。

『さよなら、うぃぜねえ。だいすき……！』

　その笑顔が、消えていく。感触も、温ぬくもりも、声も、姿も。

「ま……待ってくれ！　私は君に……！」

　キングが叫んで、光が消えた虚こ空くうに手を伸ばした。そして、光が現れた地点まで飛んで降り立ち、罠わなの中核を為していた書物を手に取った。

　タイトルは『降霊術大全』。

　キングはそのページを慌ただしくめくるが、その表情はすぐに失望とも怒りともつかないものに変わった。

「な、なんだこれは……！　記述どころか、文章にさえなっていない……！　どうしてこんなものが……」

　一方では、調査団員たちが潰かい走そうを始めていた。すでに冴さえ香かの姿もない。

　武闘派の面々は追撃に出ているようだったが、そこはさすがに調査団員もエリートである。鎧よろいに組み込まれたシステムは使えなくなっても、槍やりと書物を巧みな連携で使い、後退あとずさりしながらもなんとか攻撃を防いでいるようだった。

　逆に、武闘派側が統制を欠き始めている。倒れた調査団員に群がって鎧を剥はぎ取とろうとするもの、功を焦って連携を無視する者などが続出している。

　するすると数珠じゆずを伝って地面に降り、呆ほうけている王国同盟の面々に歩み寄って、刻こく馬まはティタンの肩を叩たたいた。

「なあ、ティタンさんよ。針はり原はら……ウィーゼルの怪け我が、治してやってくれよ」

「あ、ああ、そうだった！」

　ティタンは慌ててウィーゼルに駆け寄り、書物を引き抜いて詠唱を開始した。

「あれはなんだったのヨ？　ウィーゼルが仕掛けたのカ？」

　ミンユィンもやってきて、ウィーゼルに訊きいた。

　ウィーゼルは首を左右に振る。

「あんな書物、知らないよ……。何かの拍子に紛れ込んだのかな」

「しかし、キングは文章にさえなっていないと言ってル」

「……うん」

「きっと、理り瑠るさんたちに伝えたかったんですよ。その想おもいが、ありえない偶然を呼び起こしたんです。ここ、すぐ側そばなんでしょう？　あの人たちのお墓の」

　美み々み子こは魔法の治療を受けるウィーゼルの側そばに屈かがみ込こんだ。

「うむ。きっとそうだ」

　刻こく馬まの手から人の姿に戻って、イクミも言う。

「不思議なこともあるものだな、刻馬」

「ああ、そうだな。ところでキング、どうするんだ？　仕切り直して、まだ続けるか？」

　役に立たない『降霊術大全』を手に立ち上がり、キングはうなだれた。

「意地が悪いな、兄さん。我々の復ふく讐しゆうは、もう大義を失ってしまったというのに。当の本人たちにああ言われてしまっては……」

「それを聞いて安心した。たぶん、あの子たちも安心してると思うぜ？」

　刻馬はそう言って笑った。

「結局、私は間違っていたのか。そして、ラスクたちとは面識もない兄さんの方が、彼女たちの気持ちを理解していた……」

「いや、そんな大層なもんじゃない。俺おれは俺で、俺の住んでる世界をメチャクチャにされたら困る、って思ってただけだ」

「よく言う。まったく、敵かなわないな、兄さんには」

　キングが力なく笑った。

「おお、今まさに『竜が竜に呑のまれた』ネ」

「え？」

　イオが呟つぶやいたミンユィンを振り返った。

「ふふん、こっちの話ヨ。ま、今にして思えば、竜の弟は竜に決まっていたネ」

「はあ」

　不思議そうに、イオが首を傾かしげる。

　そんな二人の脇わきをスタスタと通り抜けてやってきた刃は紋もんが、

「なんだか大団円的な雰囲気ですが、お館やかた様さま。鳴海なるみ冴さえ香かには逃げられてしまったようです」

　しかし、残念そうな刃紋とは対照的に、刻馬は清すが々すがしい顔をしていた。

「ああ。ま、俺たちの作戦は失敗だったけど、何よりの収穫だったと思うぜ。針はり原はらやキングたちが復讐を諦あきらめてくれたのなら」

「あ、いや、刻馬」

　ひょこひょこと、ついさっきまで書物だった女の子と近づいてきた誠せい十じゆう郎ろうが、何やら意味ありげな笑みを浮かべていた。

「実はさ――」








エピローグ





　冴さえ香かが部下を半数以上失い、命からがら地上に戻ったときには、もう夕方になっていた。

　結局、また九く条じよう刻こく馬まにしてやられた。

　悔しさに歯は噛がみしながら、改札に向かう。

　――こうなったら、公的権力を使ってでも九条刻馬たちを拘束して……。もうなりふりなんか構ってられないわ。あの子自身も、書物も、仲間たちも、すべてをメチャクチャにしてやる……！

　報復の策を練りながら、冴香は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。

　その冴香たちを改札の向こうで待ち受けている一団があった。

　改札を包囲するように展開した機動隊。そして、銃を構えた警官隊と、警察所属の書物使いの一団。まるで凶悪なテロリストを逮捕に来たような物々しさだった。

「ＬＬＬスリーエルの鳴海なるみ冴香さんですな？」

　歩み出てきた初老の刑事が、警察手帳を示しながら訊きいた。

「そうだけど、あたしに警察がなんの用なのよ」

「いえね、今日の午前中に、なんて言うんですかな？　ウイルスとかスパイウェアとか言うヤツが、貴女あなたの研究室のコンピュータから根こそぎデータを持ち出してマスコミや警察にバラ撒まきましてね」

　そこまでを聞いた時点で、冴香の顔色は目に見えて青ざめていた。

「誰だれがそんな……まさか、あのハッカー君が……？」

「ま、誰でもいいですな。ただ、ライブラリ・チルドレンたちの死体の処理場所まで記録しておいたのは迂う闊かつでしたな。お昼ひる頃ごろからの捜索でしたが、白骨死体が出るわ出るわ。今もまだ掘り起こす作業が続いていますよ」

「ぐっ……」

「罪状はおわかりですな。とりあえず、殺人と殺人教きよう唆さ。ま、これだけで充分死刑でお釣りがきそうですが」

「……ずいぶん手回しがいいわね。さては森もり山やま派学がく閥ばつの差し金？　いや、あるいはＬＬＬの独占状態を妬ねたんでブックウィザード社が圧力を……？」

「さて、どうですかな。いずれにせよ、そんなのは我々の窺うかがい知れない上層部での話。我々下っ端は、凶悪な犯罪者である貴女を、法に基づいて捕らえるだけですが」

「逮捕？　この天才のあたしを？　ちょっと待ちなさいよ！　わかってんの？　それって、日本の、ひいては世界の損失じゃない？　低迷する日本の経済を救ったのは誰？　読書魔法の研究や、発見された書物から超技術を見つけ出して日本に恩恵をもたらしたのは誰だと思ってんの!?」

「往生際が悪いですな。残念ながら、日本では功績によって罪が軽減されるような制度は存在しませんよ。むしろ、法を犯して得た功績など、地に落ちて誰だれも功績だと思わなくなるだけです」

「……ＬＬＬスリーエルが黙ってないわよ」

「ははは、ＬＬＬも、貴女あなたの違法な研究をそれと知って支援していたという嫌疑がかけられ、目下あちこちで家宅捜索が行われていますよ。それどころではないでしょうな」

「……」

　力なく、冴さえ香かは膝ひざをついた。

「観念したようですな。よし、手錠をかけろ！　一九時二五分、容疑者確保！　その鎧よろいどもも共犯の疑いがある。一緒に取調室へご案内だ」
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　刻こく馬またちが地上に戻ったときには、鳴海なるみ冴香のおぞましい犯罪の数々、及びＬＬＬの組織ぐるみの隠いん蔽ぺいなどがニュースで大きく取り沙ざ汰たされていた。

　死体遺棄の現場から発見された子どもの遺骨は一〇〇を軽く超え、冴香の名は「読書魔法研究の第一人者」から「近年稀まれにみる残虐な大量殺人犯」へとその代名詞を変えた。

　すべての罪状が明らかになるまで、取り調べや裁判は長引くと見られているが、死刑を免まぬがれることはない、というのが多くの識者の見解だった。

　またＬＬＬもその責任を追及される形となり、上層部の人間はそのほとんどすべてがすげ替わるような様相になりつつある。

　さらに翌日には、ウィーゼルをはじめ、王国同盟の面々が警察へと出頭、自首したというニュースが刻馬たちを驚かせた。

　彼らが語る生い立ちはすぐにメディアに乗り、多くの仲間たちを殺された過去は人々の同情を誘った。結果として、相対的に鳴海冴香の悪名はさらに高まることとなった。

　王国同盟に関しては、情状酌しやく量りようの余地があること、自白している罪のほとんどは立証が難しいこと、善悪などの教育を受ける機会が乏しかったこと、全員が未成年であること、全員が有望な書物使いであり、一刻も早い教育と社会貢献が望まれること、何より同情的な世論が後押しをして、異例の速さで執行猶予が決定した。

　そして調べが進むとともに、鳴海冴香や王国同盟に各所で関かかわりを持つ一人の少年の存在が報じられるようになった。

　鳴海冴香の脅しに最後まで屈せず、ライブラリ・チルドレンの少女を殺すことなく、その研究を頓とん挫ざさせた少年。

　鳴海なるみ冴さえ香かが欲した希き少しような書物の少女を守るために奮闘した少年。

　王国同盟に復ふく讐しゆうを思い止とどまらせようと奔ほん走そうした少年。

　しかし、身元を明かすことも、取材に応じることも頑かたくなに固辞し続けたその少年の名前が世間に知られることはついになかった。

　だが、図書館迷宮では、ある剣士の逸話がまことしやかに語られるようになった。

　その剣士は書物使いでありながら両手持ちの大剣を携え、ひとたび魔法を唱えれば、広大な森を一瞬にして消し飛ばすのだという。

　ある者は言う。

　その剣士は、強大な魔法を用いて村の窮きゆう地ちを救ってくれた英雄なのだ、と。

　また、その剣士は黒い炎のような剣身を持つ、異形の魔剣を使うのだともいう。

　ある者は言う。

　鳴海冴香が率いるＬＬＬスリーエルの調査団をライブラリ・チルドレンたちが退けた戦いでは、その剣士は魔剣を手に一〇〇人の調査団員に挑みかかり、単身で圧倒的に不利だった形勢を覆したのだ、と。

　ライブラリ・チルドレンの間で非常に嫌われていたＬＬＬの調査団を打ち負かしたというその剣士の話題は、図書館迷宮では常に喝かつ采さいとともに語られる。そして、その戦いに参加した猛も者さたちは尊敬の眼まな差ざしを一身に受け、そのときの話をもっと聞かせてくれ、と幼子たちにせがまれるのだ。

　そのＬＬＬ調査団との戦いに参加した猛者たちでさえも、誰だれもが口を揃そろえて言う。

　あの神々しくも禍まが々まがしい魔剣だけは敵に回したくない、と。

　今、その剣士が図書館迷宮で最強である、という噂うわさ話ばなしに異を唱える者は皆無に等しい。
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　鳴海冴香の逮捕から数日が経たった朝。

　それぞれが重要参考人として聴取やら何やらを受けることになったりしていて、ようやく日常を取り戻しかけたその初日。

「にしても、時限式のスパイウェアを忍ばせておいたとはね」

　机に頬ほお杖づえをついて、刻こく馬まは言うのだった。

「へへん、さすがでしょ。僕とユキちゃんのコンビに不可能はないんだよ」

「ないのです」

　誠せい十じゆう郎ろうが胸を張り、ユキちゃんと命名された『アイス・クラッシュ』の少女が、制服姿で誠十郎の真ま似ねをした。

　彼女は誠十郎の家に養女として迎えられたのだという。誠十郎の両親も「可愛かわいい娘ができた」とデレデレなのだ、と刻こく馬まは聞いていた。

　ちなみに、誠せい十じゆう郎ろうもＬＬＬスリーエルのコンピュータに不正に侵入した犯罪行為のことで、図書館迷宮から戻るなり警察に出頭していた。が、話を聞いた初老の刑事は、

「証拠不十分ですな。君、警察は、自白だけでは動けないのですよ。それに、今はどの部署も忙しくてね。そんな戯たわ言ごとに付き合っている暇はないのだよ」

　と片目をつぶりながら誠十郎に告げたのだという。結果、厳重注意扱いで他ほかにお咎とがめはなかったのだそうだ。

「正直なところ、刻馬が万が一捕まったら、とか言うからさ。保険をかけておいたんだけど、大正解だったね」

「だな。逆転満塁サヨナラホームラン、ってかＭＶＰはお前だよ。しかしまあ、あの女が逮捕されて静かになるかと思ったら、やれ取材させろとかなんとかうるさいこと」

　かなり辟へき易えき気味に、刻馬は溜ため息いきをついた。

「全部断ってるんだって？　もったいなくない？　取材受けたら一躍有名人だよ？」

　誠十郎の提案に、刻馬は面倒くさそうに手をひらひら振って、

「冗談だろ？　顔が全国に知れ渡るなんて、考えただけでゾッとするよ」

「うむ。ニュースに顔が張り出されるのなど、あの犯罪者女だけで充分だ」

「確かに、お館やかた様さまのご尊顔が鳴海なるみ冴さえ香かと並んで報道されるなど、虫むし酸ずが走ります」

　イクミと刃は紋もんの冴香に対する反応は、まるで毛虫かゴキブリを見るようだった。二人とも、不快感どころか、生理的嫌悪が表情に張りついている。

「そういえば、鳴海冴香といえば、彼女の影響力がなくなったおかげで、刻馬様のお母様とわたくしの両親が解放されるそうです。すでにお聞き及びとは思いますが」

「ああ、らしいな」

「そこで、なのですが」

　顔を赤らめて、少しモジモジしながら、美み々み子こは、

「イクミさんがお父様に自慢される前に、わたくしの両親に会って頂きたいのですが」

「はあ？　そりゃ、会うことになるだろうよ。お前の家は消滅したまんまだし、当面は俺おれの家に住んでもらうことになるだろうし」

「そ、それはそうなのですが」

「ってか、もう会ったこともあるしな。ずいぶん昔だけど」

「ですから、その」

「……いや、ちょっと待て。イクミが自慢云うん々ぬん言ってたときって、お前まだ寝てたはずじゃなかったか？」

「う。いえその、おほほ」

　刻馬に怪け訝げんな視線を向けられて、美々子はきまり悪そうに顔を背けた。

　そこへ刃は紋もんが身を乗り出すようにして、

「お館やかた様さまッ！　ご母堂様がお帰りになるのでしたら、是非とも妻の一人ですとご挨あい拶さつをさせて頂きたくッ！」

「はあっ!?」

「待つのだ、刃紋！　刻こく馬まの書物にして愛剣である私の方が先だ！」

「ちょ、イクミまで何を……」

「いやあ、大変だね、刻馬のお母さん。帰ってくるなり、息子と同居してる女の子が三人も、競って挨拶に来るなんて」

　白い目で、誠せい十じゆう郎ろうが言う。

「うっ……」

「ねえ、刻馬。僕、愛って数じゃないと思うよ」

「ないのです」

　誠十郎の言葉に、さらりとユキが乗ってくる。

「なんだそりゃ。お前、彼女ができた途端にそれかよ」

「別にー」

「別にー、です」

　やれやれ、と刻馬が肩を竦すくめた瞬間に、チャイムが鳴った。同時に担任がドアを開けて、生徒たちを「ほら、席に着きなさい」と窘たしなめた。















　生徒たちが自分の席に着くのを待って、担任は、

「あー、なんというか、最近多くて『また』なんだが、転校生を紹介するから。はい、全員入ってきて」

　担任の指示に、ゾロゾロと五人の制服姿が教室に入ってくる。

　その姿を見て、刻こく馬まは思わずガタッと音を立てて腰を浮かせてしまっていた。

「お、お前ら……！」

「騒がしいぞ、九く条じよう。いいから座れ。じゃ、一人ずつ自己紹介を」

　促されて、一番端にいた女の子がぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさい。ボク、みんなを騙だましてました。針はり原はら理り瑠るというのは偽名で、本当はライブラリ・チルドレンのウィーゼルといいます。保護観察中の身ではありますが、お願いします、もう一回みんなの仲間に入れて下さい」

　ウィーゼルが頭を上げると、そのとなりにいた男子が、軽く会釈をした。

「私は同じくライブラリ・チルドレンの九条マルクト。そこの九条刻馬の腹違いの弟です。よろしく」

　さらにそのとなりにいた大柄な男子は、照れくさそうにそっぽを向いて、

「ティタンだ」

　無愛想な一言であいさつを終えた。

　ティタンに寄り添っていた少女は、嬉うれしそうに制服を翻ひるがえしてくるりと回る。

「はーイ！　書物のミンユィンだヨ！　地上では色んな服を着られて楽しいネ！」

　最後に、セミロングの前髪で目が隠れそうな女の子は、少しオドオドしつつ、

「わ、私はイオです……！　そしてこの子は――」

　と、廊下から大きなライオンを窮きゆう屈くつそうにドアから教室内に引っ張り入れて教室中の度肝を抜いた。

「トショカンライオンのフライデイですっ！　仲良くしてあげて下さい！」

　どよめく生徒たちに、担任は、

「あー、落ち着いて。このライオンについては、色々検査した結果、高い知能が認められています。元は書物だそうですし、人を襲うこともないそうなので、特別に校内に連れてくることを許可しました。図書館迷宮の生き物の研究にも協力してくれるそうですので、みなさんも慣れるなり観察するなりして、探索に役立てて下さい」

「……もう何でもアリだな、この学校」

　呆あきれ気味に刻馬が呟つぶやくと、イクミが満面の笑みで、

「まあいいではないか！　みんな一緒で楽しそうだし！」

「お館やかた様さま、そもそも探索のための学校という時点で最初から規格外なのでは」

「そりゃそうかもしれないが。それにしても、一気に五人って……。普通は他ほかのクラスにも分散されそうなもんだろ」

「あ、それだけど、他のクラスにも各五人くらいずつ転校してきてるらしいよ。どうやら、主要メンバー以外の王国同盟も地上で市民登録して編入したみたいで」

　ざわめき始めた教室内で、歓よろこびを隠しきれないかのような笑顔で、美み々み子こはガタッと椅い子すを鳴らして立ち上がった。そして、言いたいのをずっと我慢していたような勢いで叫ぶように言った。

「理り瑠るさん、お帰りなさい！」

　ウィーゼルは虚を衝つかれたのか、一瞬ポカンとして、しかし、直後に少し頬ほおを染めて、はにかんだように微笑ほほえんだ。

「……うん。ありがとう、美々子ちゃん。ただいま」

　無表情な針はり原はら理瑠しか知らなかった生徒の大半は、その笑顔に驚いたり見とれたりするばかりだった。

　騒然とした教室の中で、刻こく馬まは嬉うれしそうな美々子を見て口元を綻ほころばせた。そしてその直後、黒板の前に立つキングと目が合った。

　刻馬は、つい数週間前まではその存在さえ知らなかった腹違いの弟に向けて、綻んでいた口をさらに大きな、屈託のない笑みに変えて、言った。

「ようこそ、地上へ」



　屋上でゴロンと仰向けになると、空の青さが刻馬の視界を埋め尽くした。

　事情聴取などで疲れているところにきて、ややもすれば寝しなや早朝に美々子と刃は紋もんがぎゃあぎゃあと騒ぎ出したりすることもあって、慢性的に睡眠時間が削られている。

　――天気もいいし、気分もいい。こんな気持ちよく眠れそうなときに授業なんて受けてらんねえよな。

　ふわあ、とあくびを一つして、目を閉じる。

　が、その瞬間、ドアが開き、小走りの足音が刻馬に向かって近づいてきた。

「刻馬！」

　目を開けるまでもなく、声を聞いただけでイクミであることは明白だった。

「お前、授業は」

　片目を開けて刻馬が問うと、イクミは刻馬の傍かたわらに腰を下ろしつつ、呆あきれ顔で、

「もちろん、抜け出してきた。っていうか、刻馬がそれを言うのか」

「確かに俺おれが言っても説得力はアレだが、悪いところは真ま似ねするなよ？」

「うむ、本当に説得力がないな」

　イクミが小さく笑った。

　刻こく馬まは溜ため息いきをついて、開けた片目で一度空を見やって、閉じた。

「……美み々み子こも理り瑠るも、嬉うれしそうだったな」

「そうだな」

「みんな、イオのライオンに驚いていた」

「そうだな」

「王国同盟のみんなも、ずいぶん遠回りになったが、やっと地上に来られてよかったな」

「そうだな」

「刻馬、寝るなら膝ひざ枕まくらをしてやろう」

「そうだな…………って、ちょっと待て！　なんでそうなる!?」

　ガバッと上体を起こして叫んだ刻馬のとなりで、イクミは膝を抱えるようにして座って笑っていた。

「遠慮はいらないぞ？　刻馬は色々私によくしてくれているし、『執筆者』のところにも連れていってくれると約束してくれた。その感謝を形にしたい。何かお礼をしたいのだ」

「いやいやいや！　お前も刃は紋もんに毒されすぎだ！」

「しかし、ベルテの村での勝負のこともある」

「勝負ってなんだよ」

「美々子の膝枕とどっちが柔らかいか、決着がついていないではないか」

「着けなくていいだろ、そんな決着」

「そうはいかない。私の気がすまない。……それとも、私には膝枕などしてほしくはないというのか」

「そういうことじゃなくてだな！　なんつーか、照れくさいんだよ！」

「あのとき美々子にはさせたではないか」

　イクミが拗すねたように唇を尖とがらせる。

「あれだって無理矢理だし！」

「そんなことは知らない。それに、何を照れる必要がある？　私の太ふと股ももになど、何回も触っているではないか」

「それとこれとは話が違うだろ！」

「何が違うものか。添い寝に比べたらなんでもないだろう」

「ってか、学校で添い寝がどうとか言わないでくれ――ッ！　お願いだから！」

「刻馬。今は授業中だ。あんまり騒ぐと下に聞こえて、怒りに先生が来るかもしれない」

「うっ……」

「さあ、刻馬。覚悟を決めるのだ。あんまり強情だと、私も強攻策に出なければならない」

「なんだよ、強攻策って」

「膝枕させてくれなければ、添い寝のことを言い触らす」

「はあ――――――ッ!?　強攻策って、脅迫かよ！　お前、お礼とか言いながらそれはあんまりだろ！」

「むう。……確かに、非道すぎるか」

「気づくの遅おせえよ。だいたいなあ、いちいちお礼とか言い出すなって。家族や友達に親切にするのなんて、何もお礼とか見返りを求めてやるわけじゃないんだから」

「そうか。では、お礼ではなく挨あい拶さつにしよう」

「は？」

「誰だれよりも強い私の所有者に。誰よりも頼りになる私の相棒に。それから、誰よりも優しくて照れ屋な、私の大好きな人に――」

　頬ほおをほんのりと朱に染めて、イクミは先読みさえも許さぬ大胆さとスピードで、刻こく馬まの胸に飛び込んだ。

「なっ……！」

　そしてイクミはイタズラっぽく微笑ほほえんで、

「これからも、よろしく頼む」

　不意を打たれて目を白黒させている刻馬の唇に、自分のそれを強引に、しかし優しく重ねた。








あとがき



　間に合った……！　担当のＳさんに「発売月変更のご相談を……」とか言われたときにはもう駄目かと思いましたが、なんとか間に合ったようです。

　しかし、その分Ｓさんやちゅ先生には色々ご迷惑をおかけしたことと思います。本当にごめんなさい、ごめんなさい。そんなわけで、おかざきは猛反省中です。

　えー、さて、反省は一旦終わり。

　今回は焼き肉が登場します。著者近影も焼き肉、というか生肉にしてみました。

　焼き肉と言えば、ついつい今でも思い出すことがあります。

　私は日本酒党なので肉より魚の人なのですが、私が勤める会社はどちらかというとガテン系なので魚派の私は少数派です。飲み会ともなれば焼き肉！　という声が圧倒的です。

　もうずいぶん前ですが、とある飲み会でのこと。まあ、焼き肉屋でもユッケか何かを肴さかなにちびちびやっていようかなあ、とかそんな呑のみ方をしていた私がいるテーブルに、同僚の女の子、Ｃちゃんがやってきました。

「どうしたのー、網の上すっからかんじゃん！　もっとドンドン焼こうよ！」

　上機嫌で、すっかりできあがっている模様です。そして、私たちのテーブルのお肉をどかどか焼き始めました。そしてあろうことか、

「あ、それも焼かないと」

　そう言って私の前からユッケを引ったくると、ざばーっと焼き網の上にぶちまけたのでした。ご存じの通り、ユッケとは細かく刻んだ生肉を調味料で和あえて卵黄を落とした料理です。焼いて食べるものではありません。しかも、荒い網の間から細かいお肉がどんどん落ちていって、救出する間さえなく消し炭に変わっていきます。

「ユッケを焼くな――――――ッ！」

　謝れ！　ユッケになってくれた命と、料理人さんに謝れ！　もちろん、周囲は大爆笑でしたが。そんなＣちゃんもずいぶん前に寿退社されましたが、今思えば彼女は相当な萌もえキャラだったのかもしれません。

　では、謝辞を。シリーズを通して素敵なイラストを描いて下さったちゅ先生、ありがとうございました！　担当のＳさん、毎回毎回お手数ばかりおかけして申し訳ありません。次は……次こそは……！　今回も有給を下さった会社の皆さま、編集長様、編集部の皆さま、少しでもこの本に関かかわって下さった皆さま、そして最後まで読んで下さったあなた様。ありがとうございました！

　なるべく早く次のシリーズでお会いできるよう頑張ります。では、また！

おかざき登のぼる







　著者

　おかざき登（おかざき・のぼる）
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　　これを書いている日は激烈に暑い猛暑日です。さて撮影用と気張って買ったこのお肉、夏バテ気味の胃袋で、私は悪くなる前に食べきれるのでしょうか……。
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　　神奈川県在住の絵描き．
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